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示

数限先

部期出 出出
提提

部にる務課

１別す総事

様様書

示
指

示学

指日部

限先

期出 出
提提

式式の
日部

にる務課

別す総事

単る当は充市

示学

指

地し負

市 独地さ、当町

業債る方た担 町 事方れ
をのを

にが場債後） 負

規に学いき係
係担充合

る

は。補 の

条定提校てる

よ済人省助 事

第に出法

には

項りみに略金 業

２

書算は振

、

の既のおで

添係、及書、興

に関ち

成

付付書収びに私助

交

い学法

申す類支収つ立

算計て校第

請べの予支

規に学いき

書きう

算は振

。

書、興条定提校てる

人省

に私助第に出法は

りみに略

つ立成２よ済

第の既のおで

い学法項

添係、及

に関ち書
て校

予支

す類支収

付書収び

きう算計

べの



をで情

ため促正内業
２

像施し図補報

地映の進

す信

住情設、る助通

域

び気める技

民報及電た

ニを設通、。術

の等

北 海

１ 次
を

新施 と合補務そビ の総

金は目世設 お企助又の

備 定部等事的代整 り画

る管域事 め所を業又地

。分ケ業 交のは

道 公 報

北

北 海

海 道

道 告

が 示

平 第

成
年 号

度

号外第 号

平
成
十
三
年
五

の格算習

ー提備信予講

範進

にす整差の推

ズ供
したを是囲事

即る備の

趣

合
組

務
村事

町部
市一

る及

ブ す称旨 ）ー 付名
助村

町 補市
レ

事びテ
ル

金
助

補
て

い
お

に

者
象

対

る
す

付
交

を
等

月
十
一
日

金

曜

日

情う
の

技に

地信次

用通、
報ち

道習る

・講げ

得術掲

取

催

費開費

路の経

る・

助げ設
掲施

に 補次 又
務

事

象

費

対費備
経設

解にいの事 の上つめは

の業、 方決おて事業 北

識助 域たて認補 地のい
深象 居の別を対 元め特
る費 者施地め経 住諸の

３

、 が策位

事北業合に活の

るる事

業

問業方北しすの事

諸

地職た定

題地方たる安
のび

つ元域業め及

に域

て住居就技福

い居元に
者こ研の

の者住く能祉

２
論援がと修増

世の

厚土

育び領

教及方
設北

文設そ

、施題

設生問

施

に

設備北

施整他

化のの

費
経
る
す
要

地出係を
う分の

３方資る行４分

分公又法

の共は人場の

事以内

１団拠が合１以

費
経

内のに業内

以体出

が合

助村場
町う 補市行

補 北のにの

を 等業
事 率

率 領進る資助 方推あに
た

問図とる等 土をこす

成
平

題るに

を

の護そがそ進

月
４
年

に能き他図

啓等のでの
よのた

に関力るそる

発
する適う生め

関すに

の
分

す域

生関地

、に方

内
以

施業す

境事関

環るに

活

の
分

通通

共共別式共共

内
以

第第指第第

通通に
示

様様る様様

号号す号号

共別式共共

式式様式式

第指第第

通に通通

示

通

交付類共共
号す号号

申べ第第

付す通

請き６
式式

に係様様

書関号号

す通通

実付類共共

添書
報べ第第

績
告き６

村除そす日
２

書関号号

別式

あ。他様

でくのる

共共

を示

合指

場に

る） 者

第第請

通通申

様

式式町

様様市

号号が

提提提

式様式式

様る様
１別

先数限
部期 出出出

る合情課部に

す総部策

係様様

画政示

日企報指

限出出
提提

添書式式

に

数限 北付部及部期

交出

正別 道請、提 海申数び

事の出先副に 知書提出 務領本

堀部示

提期２指 対

以共等部土部

記公体 支
の団総方策

外的は北

的は庁

共等

六

を
書長

庁

体室上

団根、

要

達

摘

支す
、由

は経
類 す付あ

減交で

軽にの

也 めも
たる。

るする



平
成
十
三
年
五

北 海

事事

路引

航割

島賃

離運

道 公 報

業の

離離産算

業と予

４
路お振囲

航にの範

島島

客るをで

旅け興内

号外第

る離離る助

経す図補

３
住める

を。島島たす

費

対の予

算興民、。

予振

範策生算

の

号

なた通

情的る報

礎図情
術

信能、技

通技め信

報
術習町講

技の市

月
十
一
日

金

曜

日
期生る助

定民図補業業

、。

路安める

航のたす

航事

る島路

す離航
事定

活の

期
定

客
旅者

路業

町

内

で安囲

内業の範

囲事

第り施た

助をで

補定
離

条島域島

島年２離地離
指地

興律の振にの

振法
定対定域

法第規興
よ実れ有

昭号に策さを

関の等に

に得村習

和）

うる

る進行す

す推が要

民昭認当

合
連

域
広

基を

に

運の
該 おの和可そ
航 け旅
運１かが
路 る客年賃額

行
間 月賃月ら現

区 １

の か割１

運 キ ら引日円の

額現ロ 月在銭賃

１差５ を ま各のをの 数

航

路島

航額離

失

乗

で航

期

書定

算客

計旅

益路

損

島
離

費

算事

り路

よ航

に

価

事
路
航
期
定
客
旅
路
航

安業
活事
生定

民安
住格

業る
事す
策要
対に
定）

経

し分

費
業
事費
習務
講事

て

係区ロ引の じ

に路キ
ごたたに 得

る間当い１

に額当

島とり額相 た

離 う

れ行

さを

出業
住のの 損合

純場

た
か備法にれ額額

の

律 補ら法基るを以分

第 助離づ国差内

対島昭き庫し

象航和交補引以

号付助い内 経路

要
に
業

費整年）さ金た

ス
ガ
ン
パ
ロ
プ費

経
る
す

総総別式

内
以
２
の
分
３

示

第第指

企企に

共
式式様

様様る

号号す

企企に通

共総総総別式

第第第第指第

通企

示

様様る様

号号号号す号
企
総

式式式式様式

様様

第

第

通通通企

共共共総

号

第第第
式式

様様様様

号号号号

第第

通通企

共共総

式式
第

通企に

共総別式

号号号

示

第第指
式

式式様

様様る

号号す
示
第指

企に
総別

号す

七

部期出 出出
提提提

式
様

１別す総部画企

数限先
通交課

部にる合交室画

様様様

示画企通

指日企

期出 出出
提提提

式式式
る庁

１別す支

数限先

部

提
式様

様る

示
指日

部に る合情課

す総部策

先
出

績な
実し

要

画政

日企報

。
と
こ

る

は
告。
報い



推内
に囲

滑範
円の

を算
す補

進で

北 海

港
興空

振歳
域千

地新
６

別の
特

道 公 報

空す及対す

航進港に助

客た空、。

旅るびしる

辺の

期、周算

定め港予

便航

号外第

む

５
便空
千物ン以

新就新貨ト。
上同

歳促歳定以下

千航
港奨港便のじ

空進空期

国励発コ。

号

平
成
十
三
年
五

予
、。

める
たす

る助 対
歳

苫千
用

業運
事間

策時 行囲

の空で範

市
牧市

小

をが事で

航社う内

就会
。

む
含

を
合

場
促空業補

償ビ及

際事着有ン）
）

を国

空国積便び

航業の

期運

期航量含際

定際載

新航さ
る際に路

千空せ国便休
っの

空期航航あ線

歳定
でを会旅て再

港便空空

航定、の

国就社客は開

際
月
十
一
日

金

曜

日

便苫対

２別
費

業
事

還

千運牧事

期国新の小策

の航歳航市業

に新便際

す歳運空空に及に

要千

千す

る空航旅港直び要

着要歳る

経港に客発接

接期のす市経

費発直定

行の

の要便国るが費

着

除でこアイウ

国す際経

倉経設５

くた助のる費

申り庫費備年

。だ成限

上

の、請で及及以

）し

な上備賃

う北をはびび

、道うい屋品借

ち海行

建購る

次企も。等のす

に員１

に業の

該乗に国び便る

当を次

運費

航じ掲際就その経

空初周航

路てげ航航の

区得る

必客

間た経貨年辺に旅

に行要輸

ご額費物度で

の合期おうな送

との定

際設務

割計便い国施業

が

るの数

す賃端
引額て

１た

下のじ

を分生

額５
の当は

も相き

るにと

回

う

い額捨

つる四

にす、

航経空地ち

際る航費う
債

貨客振起

空費旅域、

定期特償

物定興

定定

の

額額分

に物

掲立に築入建

内
以

る促い備要、

げ地つ整

は要る備

も進てにす設

航整に

例、す経等

の条

等る

係千空備係

に）新

要費

利空物に経

る歳貨
分
３

人及期すを

用港定

入

て。五

内
以
１
の

は

）

該満。

当未る

、円す

第第
通通
共共

運の

第
通

共
式式
様様

号号

第第
通通
共共

号

２
通通

共共
式式
様様

号号
第第
２

に

共共共共共別式

号号

第第第第指

通通通通通
示

第
２

様様様る

号号号号号す

共共

式式式式式様

様様
第第第

通通通

共
２

部画

先
出

提
式
様

号号号

企

日企通

る合交室

す総

期
出出

提提
式式

様様

画

様

示
指
部に

１別
数限
部

出出
提提提

式式式

様様
す総部画

数限先

部期出
企通

部にる合交室

１別
示画企

指日 八

当は充市減交で
する

地さ、当負す付あ

）たる。

方れ地し担る

場債後をめも

債る方た

、
は

充合をの軽にの

が

金担
助負

補市
の

こ



す補ご業

う広援で事
３

。域平 ）化る助み成 に実たす減十 お施める量三 け計、。化年 る画予実五

北 海

リる助業処ご

２

処下

サたすご北理み以

道広理、

イめるみ海の

ル予理が域の

ク、。処

計域ロ

社算の策化広ブ

会の広定

道 公 報

１
業資民 境補務そ事道 環

は目源源運 生助又の資

事 部等事的リリ動 活金

管イイ業 所を業又ササ

分ククと 交のは

号外第

を 北

北次 海

海の 道

道と のの算告

がお 改抑の示

平り 善制範第

成定 、等囲

輸に内め
年る 送資で号

度。 コす補

号

客自の

運旅物行
貨運

７

、

業動車保

事自動確

輸

の算践

興運送輸

振車運

ご月 み策の活十 処定範動一 理を囲支日

村事
町部

市一

の支内援

金

組
務

曜 合

日

」ブク

の範域し画化ッ

築内推でロ」

構囲化た
すクい

をで進ご示ッと

予市一ブ村体

図補事み

し村事ッ構

定町部ロで
のれ

い組内さ

て務ク成

名趣

体町団

団市る

る合

のて す称旨 ）ルルし 付
び運組進

民取推 る及

道

補活にイで
、

動をし

事

又

助のりル施

動あク実
を実

拠各動は 対本、運
内を 者道リ道施

象が種

お トたすに スる助

内サ

昇予て 上、。い のめる

等 幌館小金 札函苫助
補

送

る
す

付
交 市を 市市牧

業のー

成事業サ

助送事
社ラ

び全ス

業及安ビ

事
法会法ク

団協団ッ

社ス
道道

海海

北北会

人人協

る
ッす

ロ要
ブに

定

バト

け
お費
に経
ク

食託

化に
域料
広託
る委

源要、 補資費に料

経

料

助サ金る用

リ賃す使

償をび

ク報費及

イ、経

民、く借

道費除賃

対ル

事

動費））

運旅。料 象

象
対
助
補
、
業
事

は
又

務

震体及に

送全等

、
費
経

動る

等の自す

災制び要

発、交費

害備車経

災整
対

に運害

時全公

生安通

。
施る
実限

けの策

お行

４度

策
の
画）
計

と 分

す

内） を
以。 円
１る 万
の

用務

業需役 経

事、、

限

す、 費要費費

に

めす

る会委

助の事額。

分知るる 補

がを）

定と 等内に度

以別限 率

成
平

等
率
助
補

す

緊保関

る確に

月
４
年

安業

資通事

物交る

急等

式共共共共別式

額
定

輸

指

通に通通通通に

共別

示

第指第第第第

示２

様様る

号す号号号号す

様式式式式様

様る様様
第第第

通通通

共共共

式

２

交付類共共共共

号号号

第第第第

付す通通通通

申べ
請き２
様様様様

書関号号号号

共共

添書式式式式

に係

第

績す通通通

実付類共

報べ第第

告き２

に
別式日
２

書関号号号

示
指

に
別式

様
る

す
示
指

別
数限

部期
出出
提提

す

課副に

策正

九

式式式

様様様

部示
２指

限先

部期出 出出
提提提

棄

廃策正別す環部廃

数

生境物

棄課副にる境環

対部示活室対

物２指日

添書式式式

に係様様様
期出

交出限出出
提提提

申数び数限先

付部及部

書提出１５環部

請、提

生境

の出先部月境環

提期

知 部画企道
海
北

日活室 堀 企通
通交課事 交室画

部期出 出出
提提提

様
る

にる合

１別す総

数限先

を
書長
庁

示画

指日企

部

こ
庁る

支す
、由

は経
類

、由
は経。

類をと

書長

也
達

要
摘

支す



整
両

車
集

収
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事み

器備ご

容整生

備業

リ理

装業処

包

号外第

対すみ

に助ご

業補
事で

予化

、。量

しる減

号

廃ク村
イ町

平棄ル等 成物をが 十の推実 三減進施 年量すす 五

備

ク整

イ備

サ設

業
事

備

業

範事

の進

算推

設事

ル

化るる
内

囲

月及た実 十びめ践 一リ、的 日サ市な

金

曜

日

に
備
整
の
両
車
集

収
み

ご

設負負

要

ご品並

容備備費生備費

整購限み購び

器の品に

費負

装備入るの入に

包

及）理及担

廃に費。処
据、

物すび設び金

棄要
分経付の付補

のる据備

事備事及

別費工整工助

ご役品に

収

減酬費入る

み報務購限

化賃委並）

量、、費。

、負

進、料に

推金託び

に費用金

業償使担

事報

る
す

す旅及補

要、料、

と

費
経

３

す

当 １。 円
台 のる 万

分１ す
と

り度

内限 た
以） を

係交

集にににび
）
。
る

工金

係るする付

に係要
費請

機事経事）

る工る

械請
と３ ３

す分１
円

の設るの設 万万 分１

以当 をを

１備。１備 円

度

内た内た 限限

以当）
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る費び助

り度り
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費需借び
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、備金

費
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す

内） を
以。 円
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の

通に

別式共共共共別

限

指第第第第指

に通通通

示 示６
様様様る

す号号号号す
別式

様式式式式様

る様

第指

通通通に

式共共共
示

第第
６

備っ号共共共

号号号す

生整て様通通通

様市う
村ご備は式第第第

式町
自み事共

様様様

ら処業通号号号

設あ６式式式

が理に第

様市う備っ号共共別

行

指

式町生整て様通通に
示

村ご備は式第第

自み事共

事助て

ら処業通号号す

に業成は

共共共共別式

第第指所事共

通通通通
示に業通

第第
６

あ２

号号号号す対に第

様るっ号

様様様様るす

共別式事助て

式式式式

共

通通通に業成は

共共

示に業通

第第第指所事

６

共別式

号号号す対に第

第指

通通通通に

共共共

示

第第第

２
様様様様る

号号号号す

共共共別式

式式式式様
示

第第第指

通通通に

２

式様

様様様る

号号号す

様

が理に第様様る

式式

るすあ２

行設あ６式式 式式式様るっ号

様様様
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先
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提

対
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の併に助

事進合業補

４

る

併併た処対す

合業合
理に浄、。

処処め理し

化市槽算

浄浄、化予

理
化

号外第

化
料

燃
み

ご
業

号

設
施

化
肥

堆

月
十
一
日

金

曜

日
設の村置範

槽槽町設の

整及行備内

置普が整囲

事
町部

市一
備促う事で

整

事
備

整
設

施

合
組

務
村

る
併す

合要
に費

業
事

備

成
槽助
化を
浄用
理費

処

う１２

者た
置る
設す
の

工事み、工事

ごち

１２

料に費費

事務燃次事務

化掲

費費

も費

地設る地

用施げ用
補

び備び

及整の及

費の

る
化げ

肥掲
堆に

次
補に す
要
に
備
整
のの
設も
施

費をに当分分

超つ１

が 補超あ該にの

助えっ

対るてえい以

部６）

象場はるて内 万
経円合、

あ分

の設が全理をに３

国施上 前生総

１

年活合％の設回っの
は以

度排普未汚整るて
合、内

公水及満水備場

対に
にめ

表施率で処率

置経
設な
、要
し必

をに分

の設が処率合３

国施下あの

前生総全理

排普の設回っ１

年活合

内

公水及汚整るて以

度

償要償

表施率水備場は

く

除経除

をるを

費す費

４１す

）） 。の。

く費

１す

の設円。

億る分１億る

当限

を）１備を）
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とりと
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限以

４
、
ち
う
の
費
経
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分１

生
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３

第第第第第
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様様様様様

号号号号号
生
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式式式式式

４５６

第第第第

通生生

式共共共共別

号号号号

通に通通通通に

共共別

示

第第指第第第第指

通

示８

様る

号号す号号号号す

式式式様

様様る様様様

式共共共別式

式式様式

第指

通に通通通に

共別

示

第指第第

示８

通

式共共
号す号号号す

第第
通
８

通通
共共

式式
様様

号号
第第
８
号号

一
一

提提

式式式式

様様様様

策

数限先

部期出 出出
提

境環棄課
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対
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副にる

様る様様様る

部示活室

式式
様様
式様式式式様

経。

類をと
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囲衆立

範公国

の

６
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内

号外第
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自国立潔
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５
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公公然保

然
化国のる
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号
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五経補数ゾに

助
補

で
内

囲
進 管

便費助管シ推 護 衆

る事のす 理

所にす理カ

、
整し。業計個る

再対

村

、根町

走び市

網及の

路内
釧管

、庁
勝支

十室

園

。業公

る事定

す備国

然め

清定自た

村
町

市
区

業及境予

事園環、

掃公
動
村活

町掃
市清

びを算

体
団

施
実

月
十
一
日

金

曜

日

役委使

２３４５６７８

償費用務託用

賃報旅需

借
賃
び
及

費費費料料

金

個除も

経１２駆る１

料

業酬

の工事体事の報

費

要

ち費費管に

う事務数
的経

に目る

次をす

、理

もるう

るすの

げと費

掲

国衆

２公

そ一務費公所

事旅立便
及新

務の般費及園の

役

、

直理庁び設

費他管び

費公設

経定増

接費費国

う１

区は
園又

料

公次業材

然、事

自ち
清る
化げ
美掲費

園に費

、

のメち

に
業
事の
掃も
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害げ
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カに
ジ次
ス
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内設
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１
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分

点４３
るる
けす
お要
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分掃清分分

体要３清体

清

１２

自掃の活国掃のの

公域以以

然地１動立地

内施園）内内

公域以実

費
経
る
す
要

主団重

園）

場は以町分掃

市２清

の

合、内村の活

が
以あ分以実

％に６１動

のて１団

上っの内施

排普

年活合

前生総
の設

共共環

表施率

公水及

度

に通通通生

共共別式共

第第指第第第第

通通
示

様様様

号号す号号号号

式様式式式式

様様る様
通通生

共別式共共環

式
第指第第第

通に
示

除別式共共
号す号号号

共村

指第第

通申でくに通通

第請あ。

者る）示８

合る様様

号が場す号号
共共

式町を様式式

様市

第第
通通
８

通通通通

共共共共

号号

第第第第

２

式式

様様様様

号号号号

第第

通通通

共共共

式式
第
２

式式

様る様様様

号号号

出 出出

提提提提

式様式
別す支

先数限先

部期 出

部にる庁

す環部自課１

日生境環指日

る境環然

提提
式式

様様

活室境示

副に
正別

数限
部期
出出

式式式

様様様

部示
２指

限先

部期出 出出
提提提

日

部にる庁

１別す支

数
示

指

一
二

経
類を

書長
庁

。
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こ
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振囲生

興生の範

振化の
をで文

業文興内活

事活
びる助振

及図補化

化

号外第

補北

りめ定体る事で

９

どに助の

の、を的み業

進参り対す生

環市促に

づ村し加づしる活

境町

予ス

くの、すく、。・

り緑地るり

号

域然現

地業自実

事の

８

て

り生け

ど共向

みとに

環す

月
十
一
日

金

曜

日

条も除又に人

。支当

号条第のくは適

２項い）庁と

）の１を

がめ

１及にう及長認

第

め）知、る

条び定。び

るを事特個

、第

業

ポめる事

スたす興

第

団学

文算
ツ予

ー、。

和

体校昭

市学
第

及育律

村教法

町校年

ー

を化域地を算ポ

び法

特援範ツ

進計住域支の

るのが色す囲文

め画民

境る一
た策主ある内化 ど

推社み

備域の

整地層

村
町

市
進会

財映町そ事動

化市知活

除のを他は

を画村の又

。賞く活庁

く鑑除生支

）。文長
に

の設の特

等常）化が

調の振

他除費工発

のを糧

又

のく及衣夫教表地国

奨は
域 補。び食、養、
趣励地
の 助）備住普・
等味、方
生 金に品等及
生のの普公 活

の要購の
費活活分及共 文

交す入
経を分動野等団 化

付る

、 受費除野にの体 史

を

掲満

域に未

地次円
万

１
業事の

事るも

動げの

活

び
業及

け事
おる

にな

助の
補国

業る
事す
該要
当に
る業

当
は費
又経

体

市行備団

を整る
該食

合事対

村場進に

町う推
該

域はを当

地又業し

が
村地業

ど町う事

み市行

必

境地住を

環が域費

り

館図と

研画を要

査映興
る

動あため

活のる認

究

けくにお活の

るめ

定 化

て職。おけ動指 文

費る創す 的

い員）ける
、産文

も、創作る 遺

る

）
を 除。

を円る

の食意

度 、
限 き

と

費又
経金
象助
対補

万す

道
がは

２要
る

１がめ

の事認

分知と

費
補糧

必合

内に場

以特

） と。
象く
対除
のを
助

のす

備み等助

整域民補

事環織場

進り組る

推ど
内
以
１
の
分
２

業境す合

通通通に

共共共共別式
示

第第第第指

通
様様様様る

号号号号す

第
通通

共共
式式式式様

第
２

指第

に通

別式共
号号

第
通
共

様式

る様

す号

示

通通通通

共共共共

号
２

第第第第

２

式式

様様様様

号号号号

通通通通

共共共共

式式
第第第第

２

うっ環部化年

号号号号

わ一 た者て境生・室三

文少化

りには生活青文

２支管

先
出

提

行あ、活

者以庁区

支該札区おう
て及上の域

庁事幌域い

業市内

様

当をのに行びの所に

限
部期

出出
提提

式式
様

示
指日

部にる

１別す

数

式式式式

様様様様

式
様

限先

部期出 出出
提提提

日

部にる庁

１別す支

数
示

指
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個
る

め
認

と
当

適
に人 条も除又

業
事

興
振

団学

支

体校昭号条第のくは

和）の１を。

第２項い）庁 市学

が

町校年１及にう及長
知、

村教法条び定。び
を事特

及育律、第め）
る

体議
団協

化る

び法第第 す
織

組
で等

等会

月
十
一
日

の
数

複

金

町
市

曜

や
村

日文

満補。びのる

未のく及

のめ

の助）備ス普そた

ー・他知

も金に品ポ及

す入ツ奨ス事

のの要購

び付る費文励ポが

及交

ツに

国を経を化等ー特

流活文必

の受費除交の

補けく

に

２

助て職。促動化要

げ める域集
掲 ため広参

事 事動動囲
る 知活活範

は業２
業 又事が

支
経 長の

象 庁上
対 支以

費 が

１
次円他除費動

万のを糧

の

域に未のく及スそ

地

備ー他

活掲満補。びポ

金に品ツス

動げの助）

事のの要購文ポ

事るも

のツ

業及交す入化ー

業

び付る費
除及化

補国を経を普文

ら対国を経を

助の受費

複同化しの受費除

共文

経 数企創い補けく

象

）

費 の画造文助て職。

る費

が 市・の化金い員

発はも、

、 町協充の又

村力実

や・信道の食
費 円

文協促をのを糧 万
のく及 未

化働進目他除

進
促

携
連

２

満

団）を指

認

金い員）進交と

業
事

も、図促め

又る費を流

たを活

道の食る進る

は

る

他除費め図動

のを糧
度 、

限 き）
を 除。

を円
と

必わ、

ににが

特庁

万す

要た
２要

認次円

とる万
る

１がめ

の事認

分知と

く・の

必合

内に場

以特

対補け

）励興

象助て職。奨振

費又る費等を

経金い員
の食活る

がはも、の図

道

２要を円る

の事認）
を 除 分知と。

以特る度 、 １がめ限 き
と 内に場

、図す補。び

必合万す

も

等人っ事助）備 の

体

要購 の

が材て業金に品

連育、の
る費

携成北補交す入 及

を円る

、
し、国助び付

要

限 き 事認）
を 除 知と。

特る度 、 がめ

と に場 内
以
１
の
分
２

必合万す

室興

環部化年振

先
出

提

少化

生活青文課

境生・

数限
部期

出出
提提

活文

る

っ環部化年振１別す
指日

て境生・室興部に

少化）示

は生活青文課

期出 出出
提提提

、活文

支該札区おう

数限先

部

る庁事幌域い者

１別す
指日業市内てに

部に

出
提提

示当をのに行あ

す環部化年振

限先

期出

文課

にる境生・室興

別
示活文少化

指日生活青

振１
数
部

出
提

一興部 四

）
課
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文図
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活たす蓄

号外第

術

化を場能域う域ッ芸
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造た古すの

施ト備越のめ
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住工設をえ形と
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リ け

号

文事の

域進道
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成
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化業個
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金

曜

日

生シ

域業費ク

地事消ー

村
町

市
ト情テ

ッ活ス

ネ

予事す助

の、。励進補

ののたる
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一

村

認町

と市
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活範め。
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者

る
め

エ
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舞域 と

化交ど下し範、

活流の、な

そ

動の機地い地ネ台に

さ非７定たび成
他

れ営平号に法文すの
任知

た利成）よ人化る

第り、団 法活

設市体意事 人動年

適

、促法条立町等のが
体当

特進律のさ村で団

な

トか
定法第規れ及構

民律の

形文

ク域

ー地

ワ

定

法第規
第り

治）よ

明号に
設 年

通消賃

２３４５

法条立

役

回経品・

信信耗金

通
線
置費

設務

線費費
デ
ー
タ

のす消へ費

２３ム経１
域

健り貯合る費の地

よ

活続ネ

全貯蓄理事生接

活を情にッ

な蓄生化業

ワ

銭奨展図報必ト

金を

こ域なー

感励等る地要

をる開とネ機ク

覚すの

トの末

育事催にッ器端

料団

報く材１

成業をよ

の

費 に）費貯体
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げ役限生育

、 掲、に蓄
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証明号号号号

共共１

す式式式式

明書

通通通の

学るはる書共

と第第第経

校通中こ類

費

長学止

がのをが２

類環
証終確で号号号に

証第

を生

得
明

第
生

環

書式

る様

す号

び
並

号

一
九

設

様約知工ゅん事完事

出
提

式書書事ん工受成

日生務

る境総

す環部
先

式

様様様係様様様

活課

出出
提提

式式式る式式

総副に

部正別
数限

部期

様様様係
課部示

務２指

する式式式る

明了認き

出出出

提提提提提

す又
限先数限先

期部期 出出

にる境

別す支正別す環

指日２指日生

にる庁副

数
部

出
提

式
様

示部示活

を
書長

庁
。
と

こ
る

部
１

こ
庁る

支す
、由

は経
類

、由
は経。

類をと

書長
支す



北 海

内

国策国を囲

対化範

２

補

健業健進で

民事民促
険たす

保保る助

康康す

険

道 公 報

。
る

す
助

号外第

民施た

補務そ業るる

１

助又の民

社、

金は目間施間設め

等事的社設

備算 を業又会整会設予

事祉）の 交のは福備福

祉

号

成健

平保

平福
成年祉
十４部
三月所

年２管

五

政政、。

財財める 日分

国

化全の

全健算

健の予
健

び限町域民

及に市広

）保

本。合康

日る村連

整法業
社合

字組

十険

赤

さう十びに

行

れ民。字旭所備人を
社う

た法）社川在す、

法法及市する

法

人人び札のる社会民

」日幌区施会福
人

以と本市域設福祉法

名趣

下い赤及外を祉事

囲 す称旨

施業施の範 付

整に備内 る及

設）設整

事け図補

事び備おをで

福法第規 補社会民律の
定

会

助福祉
業治）よ 対祉事明号に
第り

法

象人を

設 、行年

社う法条立 者
月）

十
一
日

金

曜

日

療経

祉医る

福うす
伴要

施分
実加
の増
療費費

医

経く

院保
入る
び係
及に

間こ） 補民は費。

又
福附補

助会にの

社れ他

設るの

対施す金

祉帯助

けのと

お備象 象

に設対

入担
転負
のの
者者
患険

備る 経

る整な

額
定

にに

すを 費の要の

設にも

施
１

助の
分 補２

備る除

整

共保国合別式

等内
以 率

あ指

に通福民にに

別式

７康っ示

指第第健

示

様険はる

す号号保てす

購証

様式式組、様

る様

真に等る

写備入す

び設

見設立図

い事類

つの書

積積計面）

共共共共見

第第書内図図

通通通通

訳及

第第

様置平

号号号号書配び
、

式式式式図面

様様様

物

共共工謄建謄工検建
済完

通通事本築本事査

負認渡証成

第第請確受

合共式
号号契通書謄図

交付類共
第備あ
通 付す通設に）

て６

請き８整っ第

申べ
に係様のは号

書関号備
共合共式

添書式場、様

実付類

第備あ
通 績す通設に）

て６

告き８整っ第

報べ

て実

課
険

保
康

書関号備

期出 出出
提提提

、
はを

国

１別す保部

数限先

部

祉健

指日福民

部にる健

本及

様様約知謄本面

示

に係様のは号

式式書書

出
提提提

添書式場、様

付部及部期出 交出限出

支

請、提

申数び数限先

部にる庁

書提出１別す

海
北

示

提期指日

の出先

道

二知

〇

要

し保あ接こは
２

堀
事

出。績し

国険っ提と実
い

健合はす報な

民組て

広あ庁

１

。

康に直る告

村連てを

書町域っ長

市
びに支由

は及合は経

類

也
達

要
摘

、



換院、生

及し転病境衛

医びつ平 療地つ整に医環成 資域、備お療境十 源医療をけ従等三 の療養進る事の年 効の型め患者改五

北 海

近
設

施
療

。医業

る事
５

代

道 公 報

合北すじがるじ推医め

病 る 連海。適。進療、

院 病 合道）当）しの予

を 院 会社及との、確算
範 を 又会び認経も保の
囲 い は事民めい営っ・

う 社業間るのて充

号外第

北

囲公公会、

範社会

４

道

で病病祉海

内的的福

助等人厚

補院院法

す運日恩生

号

を

民民成

国国育

業な

３

険た

保保る

康康図

健健

率確病る者の善

険

月 的保床との職及十 なに群と療場び一 再配へも養環へ日

と

、、

編慮のに環境き

康のの認

北同社健そそ

道合福保連他め

海組会

金

会事者

厚連祉険合知る

生合法組曜

業及適

農会人合が

日

市日
備

整
設

施
化

協び当

実内 う

社
字

十
村赤

町本

をで 。。 会協病者健地
図補 以以 福会院が全域

祉が開化住

法開知設等民る助 下下

人設同事す同をのたす

組会社の認

同社道そと

連祉事知る

合福会他め
適

会人協が

合法業事者

業

る営本賜農

海当

北会

済同

業十団協

。事赤財
海

日社財北

、
社生組

字
祉生厚

赤福済道

本会団
恩業

社人農

字法会生

十

の予

合合、

組組め

賜協

健
民

国
事全の

成健算

育

衛備る１

合
組

険
保

康

病

環に）病す

生等。備

境要院る

等す病棟病

改工修は、

のる改院室

及費よく察

善事に除診

療は療）、

び又り。室

次
費

養工養処

医環
る養
げ療
掲者

に患
整従
の療
設医
施、
療境

ビをい公不営在に勤

２

リ有る的良に救宅要職

テす公病債要急医す員

ーる的院務す医療る給

シ公病をる療を経与

ョ的院前有経施行費費

ン病並年す費設っ、
定

施院び度るをて常法
職福

設、に末も有い勤
民員利

及在不でのする

、的

ち１

び宅採累にる

公

る病にんハ

れ的次がリ

げ療リ

の経院掲診ビ

そ

設ー

健運る施テ

他費等

小ョ

管事の、シ

康営も

資要医施

にに児ン

理業

正保促

掲適被の

に理

次

関

経診者に

る受険進

げ

経

すてる

関しす

費にと

室

型事型置

経践費

る実

費群記

床負床、

病請病

、

整限整室

のにを録

群

以別
１、
のし
分だ
３た

す場
要職
に者
備事

内に

限民間給費

、
経境
る環

欠る間病与等

救医算積
区損。病院費）

急療地

療行に金）院の、

医を

営常

施っあ又の及運非

すす療設
設てるは運び

、合

と経設総

るる施、

らう学ハ

めの医リ

認費

き
べ
費す

内
以
２
の
分
３

に

共保別式

額
定

管
康
健

示

第第指

通福
式

式式様

様様る

号号す
示
第指

福に
保別

様者開限別式共共
号す

指第第

式が設るに通通

ま公者。

で的の）示

病場す号号

に様式式

申院合る様様
第第
通通
共共

請の

保病限保病場保か

号号

福申院る福申院合福ら

第請の。第請のを第保
福 者開除 者開）

号が設号が設く号第

様公者様公者。様

式
式的に式的の）式号

通通

共共別式共共共共

指第第第第

通通に通通

第第
示

様様様

号号す号号号号

式様式式式式

様様る様

指

通通福に

共共保別

式

示

第第第

通通

共共共共

号号号す

第第第第

通通
２４

式式

様様様様

号号号号

通通通通

共共共共

式式
第第第第

２４

出
提

式様
様る

号号号号

す保部療院う病

先

二 る健地課整ち院一 日福域備精に

式式
様様

祉医病の神係

正別
数限

部期
出出
提提

地課
部療

部示
２指

副に

式式式様

様様様る
医
域

限先

部期出 出出
提提提

にる健

部康正別す保

数

祉

民険２指日福

国保副

式式

様様様様
健課部示

部期出 出出
提提提

式式
にる健

１別す保

数限先

幌函川除

示祉

指日福

部

、市の。

る市館市く

す

び合。

と小及場）

こ 類長
書所

健

、
札市旭を

く

函川除

保由
、経

はを

合。

及場）

市の。

館市 書所る市

健す幌
旭を
び

はをと小

類長こ、

、経

、

保由札市



北 海 道 公 報 号外第

をで
保内

確囲
の範

営の
る助

図補

号

や承し

地な進
平都継、 成市のも 十部たっ 三のめて 年診の医 五整療

算
予

、。
める

たす 療 月所備施 十の等設 一円をの 日滑促経

金

曜

日

冷

食寝、

者、所

患室便
、、

談庫房

、倉暖

堂具
機コ設

、ル属

室バ附

話

に てげて計

はる得額整
備 、率たと３
の床

次を額す分分病床

に乗のるの

る

イ

掲じ合。１１数公

じ院内備

場 た病 てア

しに を 床

得以分だ合 床

、あ 超 数

た外の

率の

に度分

病以整がえっ

げて計

との る得額整

す 備 率たと３床 を額す分分病る
乗

乗のるのの床。を を

て

ア

じ合。１１数限）

る 備 体病

場は

だ合、 床 病 地が院分た

設６しに次 を 床

方開の

掲

共す以、あに 超 数

公

能ニ備
団る内整がえっ

、下
室廊
練、）

訓ー等

すて
示い。

指つる

浴、

祉予

によ
院に
病次
るは

保課

備あ保部防

整には び棟
業て福健）

事っ健

る 二も結改 二

及病等

の核修



平
成
十
三
年
五

北 海 道 公 報 号外第 号

月
十
一
日

金

曜

日

者具冷療設

患寝暖属

６
型能等

病食倉房養機備

、、附病訓）

室堂庫、
設群室

診談バ属床練

、

患

室室コ備療、

察話ル
機ー）環者

、、ニ等養

寝暖く
５

置能、境食

処

をお者具。介

等群と患

冷 ）

基

房 た整り病食倉）護

、盤

、 だ備と室堂庫）

診談バ整

附 しすす、、

診。察話ル備

属 、るる

進 備 修療室室コ促 設 改

処機ー事 等 等所、、ニ

よあ置能、業

にに

線関

患バ属ス玄

３４

外

結者ル設診

廊

核病食コ備療診室、
暗下

病室堂ニ等所察、

、、室、

棟、、ー）室

修察話廊処、便

改診談

室合、

等室室下置待所

処浴便、室暖

整、、、

暖

２

事置室所薬、冷

備

病患寝

改院者具冷

室堂庫、

知修病食倉房
バ属

がよ、、、附

事に
要療察話ル設

必り診談
、、ニ等

と養室室コ備

能、

め病処機ー）

認型

善、

室訓廊改堂

る床置

業室

記室、事浴

、練下
室、附

室浴所、

録、便

１１

のの

分分

３３

、
、

来

りっ室訓廊

内内

以以

は記室、部

療て、練下
浴所を

型、録、便門

養

、

床の、室、除

病次室

示い
す

も、と

るは内

すて以

の

、剤看房
つの。

に分る

附

、寝暖室護、

業室、
倉房エ居属

記具冷、婦
ク、備

室庫、ッ室設

録

た伴っ

３３にあ

、、附

し診、

ののだうて

分分
承所に

以以、療別

１１

も群室訓廊

継で指

内内

便

整記室、

のを、練下

、室、

す室浴所

備録、

のの

分じ分分
３３

、

る

得１１

のて
た以以

度

的分は限
乗
率内内 を

病の
院なと

を。

び法る ）

及いす 床
） 持人

二
三



き図補

へへをで
保内

７

る

診にたす

地地る助

き
所け、。

療おめ

北 海 道 公 報

業
事

営
運

号外第

る助備

図補設

をで
保内

、。事

める備

たす整

号

へへ
６

平きき 成地地 十中に 三核お 年病け 五

の範
療の

業医算

事る予

市日社財北同社道

確囲

福会

町本会団海組会社

厚連祉事

村赤福済道合

字法会生合法業

十祉生
恩業北会

社人農会人協

る
囲

範
の

算
予業

腸協海

院 月事医 十業療 一の 日

が開
事の

知院
確

金

定者
指設

曜

た
し

日

き、
へ費

動
費

経
置

装

病

院研
病、
核費
中究
地研

整
の

に医
営、
運費
の修

る
核す
中要
地に

き備
へ

分
２

必
て
し
と費
院経
病

る及
す費
要療

内
以
１
の

療
医
な
要

活送
療伝
医び

器
機

の
分

共共村除保保別式

内
以

第指

通通申でく福福に
示

第第請あ。第

者る）
様様る

号号が場号号す

式町を式式様

様様市合

第第
福福
保保

式

村除保別式共共
号号

指第第

申でく福に通通

請あ。第
示 者る）
様る様様

が場号す号号
共共

町を式様式式

市合

第第
通通

通通通通

共共共共

号号

第第第第
式式

様様様様

号号号号

第第

通通福

共共保

式式
第

期出 出出
提提提

号号号

す保部療民険

数限先

部
副にる健地課健直

正別
２指日福域康営

式
様様

部示祉医国保診

式式

様様様

式式
様様
式

地課

す保部療

先
出

提

式

出
提提

祉医

日福域

る健

正別
数限

部期
出

二副に 四

営っをのあ所

部示
２指

を

書健診て経他っ長

民

もは経

類康療は由のて

庁、の保由

は保所支し

直あ長そに健す

、険に

市館市く

す幌函川除

国

小及場）

こ、市の。

る

び合。

と

類長
書所

健

、
札市旭を 保由
、経

はを



へへをで

業保内

８

平 きき図補成 地地る助十 患にたす三 者おめる年 輸け、。五

北 海 道 公 報

事
備

整
備

設

号外第

事
備

整
設

施

号

送る予月 車医算十 整療の一 備の範日

組

市日社財北同

事確囲

赤福済道合

町本会団海

村金

字法会生合

十祉生厚連

曜

恩業

社人農会

日

要

すきけ営に

業業

賜協

た診設療す

へる地て診
しの経

地め療置所る

き

師

患必施た医費

のに所

診

をな整療往

者要設診
小

寄者費及用

最患備所

整

療送助国型

医輸補び

き
へ

４

費
経
る
す
要

に
備

と

ト所

ー療

ポ診

リ地

ヘ

エ居

ち１２３

要
必
て
し

護

き次診ッ室医看

へ、

ス玄住婦

地に療ク、師

療げ線関宅住

診掲所
も療、廊

所る診室、宅

備、室等

整の室暗下

の

金民雪

要置待

に処、）

交康車

関等の健上

機車
を険整

でび付保の

ま並
の
分
２

送へ受直備

輸に

合

の
器
機
療
医
な

内
以
１

剤看

経薬、

る、室

す室

共共村

う、婦

の室護

費

式共共
第第請あ

通通通通申で
者る

第第
様様市合

号号号号が場

保契

式式式式町を

様様
第第第書

通通福約

共共

の

共村除保保別

号号号写

共共

指

通通通申でく福福に
示

第第第請あ。第第

者る）

様る

号号号が場号号す

を式式様

様様様市合様

通福約

共保契

式式式町
の

第第書

保工工工別式共
号号写

設仕指第

福事事事に通

第仕
様計訳示

式

様る様

号書書書す号

工工工しの別式共

式様

第

び事事事ゅ写に通

及
平仕設仕んし指

面様計訳工示

共村除
図書書書検す号

共共共

請あ。

通通通通申でく

者る）

第第第第
様様市合

号号号号が場
概建

式式式式町を

様様
福約物要物

共共保契建

構

第第第書のをの

通通

の全示

様様し

号号号写景す造

出出
提提提

式式式等

様

す保部療

数限先

部期出

１別二 部にる健地課五

様様し

示祉医

指日福域

概

書様式

査る様
式式等 式び真要

様様様し及写

療っ健国
）
課

険
保

式式

部康

には祉健

所て福民

市館市

健す幌函川

あ保

場

類長こ、市の

書所る

び合

はをと小及

、経

。
く

除

、

保由札市旭を

こ、館市

る市函川
。

） 及場

と小市の

幌、旭を

札市び合
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算備

予設

、。
める

囲事

範備

号外第

医、域供

ーのに地療

９
域営方療医ご給

地運地

支に制

医事・機療と体

サ域を援均の

療業地能

ポセ高活衡整

号

平
成
十
三
年
五め動の備

す
助

補
で

内業

れ図

トタるをとを

ーン

ン病と化たる

セーと強
同社道

、

タ院もし医た
会

町本海組会社

市日北
十厚連祉事

村赤道合福

社農会人協

字生合法業

協海

業北会

月
十
一
日

福会
会社

社道

金

法業
祉事

曜

北会
人協

日海

地療る研・る

医すアイ
費方

方機経修地専経地

等セ的・

セ関費会方門
研域

タ対開ンな地

ンに
病る事ー修セ

ーす催タ

師院等タ

院医業病会ン

業

に

す地地支医

方要療

地に

セ室等

地る域方援師

・

遣

セ費療ンの派

域経医

業

タ援ー置事

ン支タ設
に営

病運院運

ー室病・

る

療 地。限

医るに

院営

地整）

器 ・の。

機 方）
す 指
ン要 に
セに
別 域備

院費 る
病経 す
ーる 示
タ

のお開病

お等にのー 医

遣るにに

る派け催院

け
要度すけ

域に高要お

地

事おに

内
以
１
の
分
２

の

地る

うるす

行業け要

が
事医費

の域経

次

定

の

額分

と

内
以

に
必購 器
て品 機
し備 療

以
１
の
分
３

な限費

要入

催

除保の遣限保の開

内

。第事

く福１事る福２

。第業

研業 医の） ）

合様会場

号師場号修の
支の

式派に式等合

様等

福１援場

保の開に保の

第事る第室合

福２催限

地運に 研業。

共村
号修の）号域営限

保別式共共共

請あ

福に通通通通申で
者る

第指第第第第

示

市合

号す号号号号が場

式式町を

様る様様様様

共共保の遣限

式様式式
第第業。

通通福１事る

第

医の）

共共共村除

号号号師場

共

請あ。

通通通通申でく

者る）

第第第第
様様市合

号号号号が場

別式

式式式式町を

様様
第第指

通通福に

共共保
示

第

福に

除保別式

号号号す

示

。第指

く
）

様医事る

式様
様る

号す

式等合式療業。

様会場

式式派に

様様様等合

）

提

式式式様

様様様る

式

数限先

部期出 出出
提提

る健地課

１別す保部療

示祉医

指日福域

部に 二
六

市館市く

健す幌函川除

類長こ、市の。

書所る

び合。

はをと小及場）

、経

。
く

除

、

保由札市旭を

。
）
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院る助

める備るす補

内たす
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感める

予内業
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算感

のに算

範対等症予

の染

囲策

道 公 報

離地るるの

整らすけ能
実

島事島域こ中充

離備

ンが的及

等業やセと心
医強

定理タ困なび

特地

地的ー難

号外第 号

タ月 ー十 運一 営日

町本

そ国及そと市日
事

そ他め村赤

の民びの認

連健金

連事者字

合康の知る十

会保曜

組会適

険合が社

日

性切範

内施耐適の

合当

に対内

補設菌に囲

で設

同社健

す整よ応で

助備

保

町本海組会康

市日北
十厚連祉険

村赤道合福

社農会人合

字生合法組

域条病な療化

協び

業及

を域関図

病件院地機を
機た

設ど利にのる

院な

村事
町部

市一
備か用お

救、
命ち

救う
の

合
組

務

ーる
タげ
ン掲
セに
急次

院負
病請

事

営
運の
のも

な
要
必
に
備
整
室
個
の費

入
特購
等の

島器
離機

療
。
院る
病限
域に
地費
定

会る
修す
研要
るに

別）

す
要
に

検
例
症
び費
及経

工

内
以
２
の
分
３

費
経
る

以
２
の
分
３

工
は
又
費
事

経
する
示す
指要
にに

内

討

内
以
２
の
分
３

医費
る

保別式共共

催
開
の
等
会

第指第第

く福に通通

除
。

示 ）

式式

様る様様

号す号号
第第

通通
共共

式様

共共共共村

号号

第第請あ

通通通通申で
者る

第第
様様市合

号号号号が場

別式

式式式式町を

様様
第第指

通通福に

共共保
示

第

共共共保そる

号号号す

類

に通通通福の書

別式

参

指第第第第他

示

様様様に

す号号号号考
そる

様式式式式な

る様

他類

通通福の書

共共保
参

第第第

遣限保の開に

号号号考

２事る福３催限

の保の

合第業。第事る

場福

研業。 医の） に

会場

限号師場号修の）

派に式等合

る様等合様
に

保の開に別式

）。式
第事る指

福３催限

研業。示

援

に保の支
号修の）す

る第室

限福１
地運 。

式療業

様医事

）号域営
業。

福２事る

保の遣限

第
医の）

出
提提

式式
様様

号師場

正別
数限

部期
出

二 副に七

式様

様様様る

部示
２指

部期出 出出
提提提

式式

課

正別す保部療

数限先

２指日福域

副にる健地

式な

様様様に

部示祉医

部期出 出出
提提提

式式

課

１別す保部療

数限先
医

指日福域

部にる健地

式等合様

様会場る

示祉

書所

除健

式派に

様等合

。、経

）はを

。類長

く 市館市

健す幌函川

保由

場

類長こ、市の

書所る

び合

はをと小及

、経

る
健す

、

保由札市旭を

経。

はをと

類長こ

書所
保由
、



範す療送型

広発医搬結
医

害発囲るをへの
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病、等救と応救

点傷傷
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間とを囲

患連夜要療範

備

の体にす確内設

者携

重す補整

搬制おる保で

機下る症る助備

送のけ

関に入救たす事

号外第

機下医の広初

送の命算
を囲救救

関に療範域期
医医

の重確内急急

と、
滑救す補療療

円篤保で

号

初輪療
群医

平期番施 成救制設 十急に及 三医よび 年療る救 五

に、ー

整滅災患も能チ

候時の、自ム

備症害者

完派

業群に救広己の

事
日北同社道そ

、多命域
会他

町本海組会社の

市

厚連祉事知

村赤道合福
人協が

字生合法業事

十
協海当

業北会適

社農会

患、。

と、院急める業

の算

円日療者予

の休治

対施
なび必医の

滑及を

連患たす策設

な急る助
、。業救

携者める事と

急

村
町

市

制救予急

体の

施第 月設二患 十、次者 一病救の 日

道合
海組

北同
院急搬

金

生合
厚連

曜

業
農会

日

点す
拠要

害に
災入

購

協

し
と費
院経
病る

常の事け

要購
必品
て備

場市業勤開業る

のる事

該

備合町に職設に当

設

がし補

整に村要員者対

る与行て助

備おがす給

るう経費う市に

事け行

す

に当病費、病町要

業
対該院法院村
補経

し補群常定群がる

利番助費

て助輪勤福輪

院

市備病
整は

市に番職

要設

がに開

村業の

町事
院経行

病るが

うす者

行
輪病

群費う

費、に

経費用人

番備院

光研係
修年

利水研前

福熱究る

費燃、の

生、費度

厚費
費金

消費書収

、料図未

給与、
給費

品）等

耗等

法材

費、療

与費診
医

職利、

勤福費

常定料
、耗

与）消

給等療

員費

の
器
機
療）
医費
な入

費

員費制す

内
以
２
の
分
３

村す病給）病る

町要制

はの合

がる院与又院場

費運、病運に

補経の費

制品群
す営非院営お

助 病

の費制

院入番

病購輪 そ、

費、）

備又院

設） 備の外

耗他日

消の在

、
備

内
以
２
の
分
３

品費国

勤等

常費費

非料品

、材

共共村除

員品、

職薬）

共共

請あ。

通通通通申でく

者る）

第第第第
様様市合

号号号号が場

別式

式式式式町を

様様
第第指

通通福に

共共保
示

第

式共共保保保

号号号す

第

福に通通福福福

保別
第指第第第第

示

様様様

号す号号号号号

様式式式式式

様る様様
福に

別式共保保別式

式

示

指第第第指

に通福

示

通通

共共共
す号号号す

第第第

通

保

式式式

様様様

号号号

第第第

通通福

共共

に

村除保保別式

号号号

示

あ。第第指

でく福福

る）

式様

合様様る

場号号す

共共

を式

者

第第請

通通申
式

式式町

様様市

号号が
示
第指

福に
保別

式式式様

様様様る

号す

限先

部期出 出出
提提提

健地課

正別す保部療

数

祉医

２指日福域

副にる

式式様

る様様様る

部示

出
提

式式式

様様様
様式

域

る健地課

す保部療

先

部期
出出
提提

祉医

日福 ２指

課副に

療正別
数限

部
先

出
提

式様
様る

部示

す保 二る健地 八

す幌函川除

祉医

日福域

の。

書所る市館市く

健
と小及場）

類長こ、市
び合。

はを
、経

函川除

、

保由札市旭を

市の。

る市館市く

す幌
び合。

と小及場）

こ、

書所

川除健

、
札市旭を

場）はを

の。類長

市く

す幌函
を保由

合。、経 び

と小及

こ、市

る市館
、
札市旭
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す

看設職る助

施護図補
。

婦備のめる

護設員た
力算

養備成予

等整養、

成を

号外第

休医医たす看

急急る助
。婦

急日療療める護

救
び制識予等

医及体知、
普の成

啓夜のの算養

療
発間確

号

院範

機し病の

遣出点算

応等整内

、能を囲

能機
用有す補

急を備で

月
十
一
日

よ又規学け看

」こ婦

条るは定校る護

の同に金

認が養

２専法よのと等

の修第る曜 可で成 規学
定校条各をき所日

法校年
に」の種受るに

連学準民医

律

合校学法療民人教法
法第

会法校法法法に育

人法人人法つ

人人い

第

医は和）

、て昭号

に進充範

所促のの

療学

をで

け、等内

おし実囲

社北同健健会国国

る看

健

本会海組康康民民

日

険康康

赤福道合保保健

合組組保保

十祉厚連険

人農会合合険険

字法生

所

協合合体

業連組団

社

お並啓囲整

普に保及範
をで事

事けび発内備

及
市市

救救図補業

業るに

たす

資する助

村村

町町

の害、。

材災める

機る
者

る
め

認
と

貸拠予

要本限

る償に場
る 市す報費会

る上
） 村経費限借
。 町

委 行の需。料
、 が費、

ち費、備
託 うう用）、

、 急、役品 料

救
に耗費入 賃

医次消務購

啓掲品費 金

療

及信） の

発げ費通等 そ

印搬の

及もび運他

普る
に製に用

業刷費費

事の
共保保保

内
以
２
の
分
３

第第第第

通通福福福

共
第

様様様様様

号号号号号

福福

共保保

式式式式式

第第第

通

第指
福に
保別式

号号号

示
式様
様る
号す

二
九

保部療

限先

期出 出
提提

日福域

にる健地課

別す

式式式

様様様

示祉医

指

期部 出 出出出

提提提提

す保部療正

数限先数

部

２

副にる健地課副

正別
部示祉医部

２指日福域

市館市く

健す幌函川除
場）

長こ、市の。

所る

び合。

をと小及

経

幌函川除

、

由札市旭を

書所る市館市く書

健す

）は

類長こ、市の。類

び合。、

はをと小及場

、経

、

保由札市旭を保
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図補
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実内

民び

北同国合健そ国及

保連健国

海組家及康の

務そ険合康民

道合公び

生合員の組会保健

厚連

及組保

農会共連合険康

所
協組会び合険

業済合

本会
日社

内
育

教
業の

事 業業

社人
字法

十祉
赤福

月
十
一
日

。
る

限

金）

曜

日

で護育定に１

るのるげ教

き婦法す掲

任任

保学昭学る員専専

費費教教

健校和校経経

は 婦又
法く給人

、は年除員員
費庁

産成律。与当

助養

の費

婦所第）

、

保

だ号在第
看た号運、

）宅 し
第看健

条実助）

学１護婦号

、
規室婦基

教に習産に

校
す必護き 法定に看づ 育
る要婦指

校備を 和学な法定 昭

保け婦
受護

受

れ婦こび

路るら健る及

のな助と准

敷設費既そ
建他い産の看

設計用存

要の物の費婦で護

にそ

るの

す他の整用看き婦

収費婦保学

る工買備護

又

用ににと法健校

費事

で護育新負

伴要しに婦

第
き婦法築費た

るの第、だ

、 ）保学１増し土門 号

次の柵 に健校条改、地

規にに取、 基婦又に築

助養定要掲得塀 づ、は

び 指
産成すすげ又及 き

費整造 定
婦所るるるは

、学工

保
受
看た校事用地園 を
法
婦
護
看
婦
産
助
婦

健

婦し第に用

護だ）営需

び学条要

及、１必費

看教規次耗

准校にな消

は品昭
る 法
除購和け 年
く入

の

）法と 第
。費年こ 律
の律

の
分

助養

うすて基、は

内
以

務費当き産成

事る適づ

要認定、

に用と指婦所

以
１
の
分
２

すめを看た

事 け
護だは費をに工

内

くす並 る
婦し除又除要

。工。るび こ
及、くは

通

准校）事費に と
び学

和
昭

の看教の請用

式

内
以
２
の
分
３

律
法
年

福福に

共保保保保保別

第第第第第指

通福福福

示

第

様様る

号号号号号号す

式式式式式様

様様様様
福に

保保保保式別式

式

示

第 第第第指

福 福福

除保別式共共
号号号す

共村

第第

通申でく福に通通

第請あ。第指
示 者る）

る様様

号が場号す号号

町を式様式式

様市合様

第第

に通福

別式共保

式
指
示

第

通通通

共共共
す号号

第第
保

式式式

様様様

号号号

第第第

通通福

共共

福に

共保保別式

号号号

示

第第第指

通福
式様

様様様る

号号号す
指

通福に

共保別式

式式
示

第第

第
通
共

号号す

第
通

共
式
様

号
号

式式式様様

様様様る 号

健地課

す保部療

先
出

提

式

る様様

祉医

日福域

る

数限
部期
出出

提提

様式

様様

部示
２指
副に

正別

式式様

様様る

式式式

様

式
様

三
〇

る市館市く

す幌函川除

と小及場）

こ、市の。

び合。

類長
書所

健

、
札市旭を 保由
、経

はを
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内

び促囲

及の範

止職の
る助

看図補

在をで

潜進
護

道 公 報

内健准」

院保び等
及婦

婦う

育、護い

保婦看と

運産。

所助

号外第 号

月
十
一
日

法の認

国国連医民そと

健会法法他め

民民合療

健金

保保事者

康康人人知る

曜

組団適

険険が

日

。

等める

婦たす

合体当

組健健会

就算
再予

の、
家家合康康

北同国合国

険

道合公公連保保

海組

員会組組

厚連務務合険
連

農会共等合合

生合員

婦以）
協組済合

業済共

業看離

事、下の

営
市一日社

婦護防

護看職

村事赤福

い町部本会

て

人

に組字法

者務十祉

る

学の同に校
。

る
限合社

民法

の
よ 法医法校２専法」
認 る

法療人教の修第

人法に育規学

人つ法定校条可
受 種

及い第に」のを 各

よ又規 びて

校医

民は条るは定学け

連法人法

体校法療

団学

る

） 学
準

び
会及

合人人

院）。

４育等

実内及）

士
委
の 委に習報委保び

等

料事託
職 託該施償託育

の す謝業料 員

料当設費

上る金実上に
す件 件

記も習記要人 人

と設償る費 費

生の施報

経す謝費経に

徒

２３

、

給

事と生経
）

に務専委す徒事臨費

用実

該職任託る経業床

務）教習

当員事料。費

す経
員記費費

る費職上材経

の給専

も
す費事耗

と与任消

、費外託

費務部委

品役
印講料

刷通師
搬教

本運金記

製信謝上

）
内
以

、）経

）費員

費

すのる 料

費る金と費係
諸

う）るうも 、

の。）
）、に 手

ち。ちの

保当限

３３っ
施３

の育のは

分保人て

内数にの

以童設分

２児

に

。職材

る務器

があ１

、費

費る

与す

給要

）員

入厚ち

購利う

品福の

備
費生

た

営合保育れしし

、費

等に育時た
則本の

が限料間規原も

。及規等証）

委る金が
さ写を

の）び定の明

託

除保か様委しし運
場保

でく福ら式託た営

村

綱

あ。第保ま契原も要

福で約本の る）

の明及

場号第書証）等

合様
た別式

を式号写をび運

委

）示

料本の指

託原もに

共共共

精明す

の証

者

第第第請

通通通申
式町

様様様市

号号号が

通福ら式

共保か様

式式
福で

第第保ま

号号第

三
一 地課

部療
書し様

算をる

医
域

様様
期出 出出

提提提

式式号
る健

正別す保

数限先

部

除

部示祉

２指日福

副に

場）

市の。

館市く

函川

市

健す幌
旭を
び合。

及 をと小

類長こ、

書所る

は
、経

、

保由札市
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内結結第り

う充囲律よ
補

こ実
とをで核核
防）す

に図補予予号助

たす事法第る

よる助防

。

り
、める業

道 公 報

公道止、

業廃て

診備診療要

的設立診必

所備所所設

療整療所な

等）の在備

号外第

整職たす

業び善離る助

護護護備防める

看看看
行及予

婦婦婦を止、。
の

舎舎めいび算

宿宿詰

等の所、就

号

平
成
十
三
年
五

定市すのし

札のる長、

る 和幌区学に国 号め 昭

市域校限又 ）
施

市 １設

年及外又るは 第

施の町 条の

政びにはも

で長川在設と村

令旭所

域予和の

地、。昭条

第

規 医算

く核

の範法に

療の年定
の予 校各業。

学び修満

防 種年）

修校が長法

専学限の も
年は行 を 学を１又施

の

地の

及み未除結令

校含

対にに備

別止町整

特廃
日
、

事いい行

策伴おを

認別前高

国連そと当松

健会他め町町町

民合の

団適

険が

保事者

康知る

定囲

施個等看業範

体当

整整環職着内

設室の護
改の図補

備備境員をで

日社北同健健会国

事及

健

町本会海組康康民

市

険険康

村赤福道合保保

法生合組組保

十祉厚連

連組

社人農会合合険

字

協合合

業
月
十
一
日

金

曜

日

結期第応経

定ら反た

、

若

予健項査

核の３検費

断のく

法診でし

防康ま
期

条は定定

４又規は

第
第る予

１法よの

第同に

療備
診整

立備
道設

の

項

にす
止要
廃に
の業
所事

設

う経
伴る

費

婦婦事

護護工

看看の
びる

等及限

舎舎に

宿宿
勤
整婦
の護）

設看。

施

ツ防

備

の

クに

定第ル種

規条ベ接

るかンし

よ項リ要

に１

車
送
輸
者
患費

２
の
分
３

等
の
分

る改
す境
要環
に務

内
以

内
以
１
の
分
２

費施
経善

指

通福福に

共保保別式
示

第第第
式様

様様様る

号号号す

器
し機

写備
の整真

式式

通通福積

共共共保見

等

第第第第書

通

式式

様様様様

号号号号
福約収

共共保契検

式式
第第第書

通通

の査

共保保別式

号号号写）

第指

通通通福福に

共共

示

第第第第
様様様る

号号号号号す

別式

式式式式式様

様様
第第指

通通福に

共共保
示

第

す
示
指
に
別式

号号号す

は祉）

市て福健課

様
る

の

っ健保防

あ保部予

に

先

部期出 出出
提提提

写
療１別す保及

数限

函 健 課部にる小び

様様し調

示所市館

指日

出出
提提提

式式式書

様
別す保部

数限先

部期出

指日福域

副にる健地

正

様

様様様る

部示祉医

２

期出 出出
提提提

式式式

正別す保部療

数限先

部
指日福域

副にる健地課

部示祉医

２

三
二

は
告。
報い

績な
実し

要

と

類長こ

書所る
健す

、

函川除

保由
、経。

はを

書所る市館市く

健す幌
及場）

類長こ、市の。

び合。

はをと小

、経

、
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染備てり のる

症整、補

） 律 者指備同助 号 法 患

に に定に法す
。 基 平 対医要第る

成 す療す

る機る条 づ

道 公 報

種設症

二設染

第施感
関

症備防

染整予

感備の

号外第

染要第る のる

。 症す 法 感患

経の ） 律 染者指る条 号
に 症に定
療に定 基 平 の対医費規

防る機つに づ 成

予す

号

染
感業

種事
二営

第運
関

患

症

月 セ十 ン一 タ日

村赤
町本

市日
ー

金

字
十

曜 社

日

医関経の く

に定 二 法
療の費規 第 年

いよ

関設つに 種 律
に施

定業び

指事及
す第感設

二療
第医

機症

療染

医感

指置
症設

染の
感関

種機

及医関いよ く

定者

補 二 法

び療のてり 第 年
関営同助 種 律

感に運、

定
指

症す第感に法す

染
機

除二療

を第医
機

療
医

症設

）染の

。感関

く種

はに購老経
る

定者
指置

設要費性の

増必入人費
疾、

伴需呆ち

にな痴う

度セに

初費患次

う用

ーる

備耗タげ

設消ン掲

は工費搬いに改
２

を品

二

い 工ので費相造設第
整種

、 事たあ、当及備
補備感

工 請めっ印すび

製額修染

事 負にて刷る

接旅本をを症

費 費直、

は び必費費限除指

又 及

。医

工 工要、及度く定

設す）療

事 事な消びと

又

施第設
増

１

請 事事耗

染築

備感改

整種は

設二
療必
医に
定め
指た
症の

役委使材備にる

光体限

水務託用料品あ。

需熱
費費費料料費購っ）

用
、及入て

消燃通び費は

耗料信賃

搬料価円

品費運借単万
）

費、
、修費

げ
感掲

種に
二次

第な
要

機
療
医
定費
指経
症る
染

及営

入）運の

購費のも

め品す

た備要

るびに

す

以
費３
業の
事分
営４
運

。関 負 務務品計る機

内

要、理たの 費 費に費監
の 工す通料だ新

事る信等し設

な
機要

施経運を％、又 、又
設費
新事
の工
関

の
分

刷費手円満

印繕、万未

製等数の
に

費等間品

本）料民備

必
に
営
運
の
関

、）団

の
分

第第
通通

式共共
２

時場共共
式式
様様
号号

変）第第

仕と合通通

事
訳
書更２

保合工事事工別

の号号

保

指

福福設）事仕仕事に

書所示

第第備設様訳箇

整計書
び面る

号号備図及平す

式場工工図様

様様の、

保合補の図契工事

式

設様

福設）助写約事仕

業及の計書

第備事真書

整

共共共
号備完び写図及

第第第

に通通通

式別式
指
示

式式

る様様様

す号号号
第第

通通福

共共保

様式
第

村除保式保式保

号号号

共
請あ。
福福福 通申でく

者る）
第第第 第
号が場
を様様様

様市合号号号

福福

保式保式保式

式町
第第第

福

第第
通通
共共

通通
共共

式式
様様

号号
第第
号号

提提

請る式式

申あ様様

保課正別
数限

部期
出出

関て健三 には福健）副に三

部防部示

あ、祉予２指

工

様の成平し、び
っ保

感定

先
出

提
式場後面工

保小函びにる

館旭所第染医

幌市市川在二症療 健札
、
所市、及市す種指機

出出
提提

式式式

様様様

健保課２別す

数限
部期

は福健）部にる

定関て

示

療あ、祉予指日

医に
機っ保部防

感

先
出

提
様様様

号号号

す保小函びにる

館旭所第染

幌市市川在二症 健 る札
、
所市、及市す種指

日

部期
出出

提提
式式

様様

所
健

示
指

部に
２別

数限

保由
、経
はを

類長
書
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妊に提医算

業期を期予
範児

子娠至供療の小

母

まる設囲医

医時るす施

施

施かで小を内療

療期

設らの児整で

道 公 報

囲

にの範

び祉の

並福算
図補

のをで

人進内

老増
健

号外第

す囲北重等

休の要範庭
母

の術る内海度の

日技

補医身と

救援経で道心

対等に助療障児

急助費

応を対す給害童

号

老門療
専治

平人医方 成性療針 十痴相の 三呆談選 年疾、定 五

す助施

設出高医備補設

、な、るす設

備産度療

。備

備小医周たる整

整
事病

知た

、

事児療産め

受者
を設

請開
要の

の院

保める

のたす

康る助

け

しる付者及
と予

持、。

乳

関う、。事、び

、行
者め算子幼

係た予業母

鑑及

村
町

市

へにの家児

患 月患別び 十者診夜 一等断間 日

法
療

医
の、や

金人

曜

日

の事

小生室

築負ス新ン

新請
び療室児児、

及費診線
手用、ル

増棟、専室バ

改

室棟録ニ

築診術病記コ

要室等室ー

に察
検室患廊

す、）病、、

て
し
と
設
施
療
医

児
小

る

事品費び

耗務及

２

要
必

務費備

び信購

費及通品
費に

済刷搬費

共印運入

賃費限る

、本に限

費製

次医

北、
ち１

金にる。

る
療げ
医掲費

道に療

海

１２

要
に
業
事の
付も
給 費料
業保
事確
営床

運空

事室未食、

工査、者下

又エ児、所

費、熟堂便

工ク、ネ）

はッ室リ等

２
の
分
３

門
部
各
の
次
な

、

需る）
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社接構の域性第
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団又成２産化
集第に小る

法は員以業
が積２規企も

人間の上
分地活条定業の

の接３

合協水同あ

イウエ

直の

事及連水同産組社っ

合

、

業び合産組加合団て
人当

協協会加合工連法

協会で該

同同工及業合

組組業び

の当

活の進の組次該ア

等いす商

地性規出承合
をでずる工

域化定円認
化受あれも組

産法に滑
づ計けっかの合

業第基

集
積条く画たてに

月
十
一
日

経がた 金

産当の

済適も

曜

局認
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日

事
中援
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特た

れ

長め

る
積す
集要
業に
企業
小

記
に
画
計

、
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活

さ
載

の
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に
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第第第第指

通通通通通
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２
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企ると化

予策小よこ性

業済業経にを

算中事経

る

範企的が営よ図

の小

う向、た

囲業環行のり

で営に新上中め

内経境

道 公 報

ー

備発ののー支クをタ
を

事地か面とト援機備
整

業域らまし機機能え
地備

のマでて能能、た
業域す

企ー幅、、、創
報支産る

業ケ広相マ情

活テく談ー

号外第

事で域

、発内地

め開囲

支

企に助業

小業補産

中
者しる援

業対す

号

造小び

創業中及

事進

９

改

小のの

中業術

的企技

。商る業

企技

月 店公等十 街共に一 整的対日

協

条調企及合業

備なし

店商合同

の査業商び連

規を、金

街並合

定受組街店会組

にけ合振曜

興に事

基た等興振び、

づ中組日

たを小、
く小合組事業

助新応な支企予

補革即

すのの

す支し取援業算

対中にる活範

る援て組

及革

中支法条経認営
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第規革び新

小援律の営
定新中支

企法
業

画企法

経平号に計小援

第づの業第

営成）基

革

ネ援業事

新年４く承経

テッ機支業

動ィ支コケ
ディト能援に

をン援ー
るィンワなセ対

技グす
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技協財産株高財興

、

開
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十
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ン
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工運地産ー圏

見ー館団

ン

が、。セ

業営域業振

範整

研のー

う算タ

行予

団

第１認開基業者財

究
項定発づを
研う人

号のを等き行法

定け業究中室

）規受事

企テ

４にた計開小蘭

第

究に事業ク

条よ研画発

発図

技開を

業術善
第る

的に法

発促た

開のる

術
中事関

臨７

企活る成

小業す平

創促措法

のの時年

業動

認整

売のき

１

造進置律

街振をさ

店業定備

商商
た施

興法ける

振興受れ

組

化は

等和度又

合昭高設

が
策年事設

知
必人新業販

にが事

次事
か養品開

げ要材商路

掲
適事新事

事つ成・拓

る

の

要と術

に当業技業

業

費

るめ企

す認

業業

ち相マ情創産

う
の

次コケネ支支
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ィト機セ
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掲デ
もー機ク化ー
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、費

に
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発も
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経
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中

基て
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の
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２

） 小づ、 号 小

のに
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経る業

内
以
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３

、る

ちす

う関
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強事

機強能業営
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２

業

化業事
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能化

す
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事
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共
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３
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算
予

平の 成範 十囲 三内 年で 五
に出、会

こ商びが人工
工所

を組地資商議

れ工
員連公て会、

会合方し
団るび町

と合共い及市

補

る並体法商村

す会
月助 十す 一る 日

小合店

同組商

協同に

。

金

合合組

組連街

曜

び並及

及会合

日
すに業

与費び事

協びび

街す

も地店要

る土商に

建得商経

の取・る

のの
は成積

又造集

設・業費

の街の業備化

２

取費の

者の商地認計でを

得業
造等建店活定画あ図

・

と

成の設街性をにっる
、と

費経又振化受基て
き商も

を営は興法けづ

除基取組た

一

く盤得合平中整店に
・般

。のに等成小備街

小さ ）強要が

建
及化す策年売れ商公

般は

街一又

店に設

商も
集のに

業衆得

商公取

・

経

活にる

の便す

積利要

性寄

化あ構

又２満小度で定

定商事り想

は分の認売

１の中業業、推

拠のも

で団
が未小高者認進

出

セ地体

推でつ小高者三
あク方の

進あ、小度で
事るタ公出

事り認売化
業業第ー共資

業、定商

化

に除性

得を活

者か中

並る

る）図

す。を

要く
経

議認

推でつ小高者工会
、所定

進あ、小度で会

事る商構

事り認売化あ

中業業商工想

業、定商

にる定法商る業衆
者か

中寄経す律業施集の

び

便

小与費る第高設積利

度又の 小す中

性寄

売る心号化は活に

た体る２

商も市）事設

２
のし次合内

分だが場以

以事該３定

１、には認

。主すの想

内業当分構

をす
化与費

取

とのの

るも地

図る土
指

通通に

共共別式

との
示

第第
式式様

様様る

号号す

五
四
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北 海

工
加

品
食

域
地

道 公 報

き算

商商店空予

商のし
舗範

街街の店の

店店街
策内

活体性対囲

等団活

性が化

号外第 号

及力食、ン要月 びの品道タす十 十高工立ーる一 勝度業地に経日

機

ク財興
圏化の域お費

域法構

地団

金

興十
振人

曜

構圏
機勝

日

が人工財
タ

ン
セ

術
技

振

工に出、会団

にこ商び

店を組地資商議法

商れ

等オ

街会合方し工所人

共い及ホ

組員連公て会

及す会団るびー

合と合

を事で

びる並体法商ツ

る等助

先り図業補

化取
め対る

事むたにす

進組

同組

及合業協同
。

業、
店商合同小合

商び連協
並合合合

街店会組組連
び並

興振び、及会

振街
合組事業協び

組興に事

財加す
事

法技経アイウ

団工る

十セの業維事試

人術費

運管研

勝ンう費持務験
費

振ー、営理究

圏タち
い掲

機おに

興に次費費

がてげ

構

性に団

性業活業財

化要法

をに商

供す街、をす人

提要店

る経ホ

する等高図るオ

費性化た費ー

る経活齢
事応にク

め化対めツ

た
うのう域

行業そ行地

に

）空的駐駐

店ける業進

補費き実車車

舗て経空

ペ

店 に助店験対ス

き 等

を業事ー

舗 対す舗事策

用 、場活に業ス

活 しる
のしす確 事 市合用要の

イ経等

村市たる保 業 町
が町

心小さ

中小備
中整

３

先

ナ

地業テ

街商る

市売れ
事ミ

化化ト

性度ン

活高

立うも

道行る

の業ッ

法

振
品要
食に
域業
地事の 商的機

進の進興

先他先

び

験街験及

実店実構

的

国村ベ費消

額
定

事の事

特担ト者 的

の負ン費 進

を要の利 験

認に等に 実
以
２
の
分
３

受す事先便

をにに

定画ス

認計ク

内

２
たきる

けづす

受基資

連１

施街連同会合の
分

会合商合以

す振合組、
組

商組、連工会内

る興

業業

事で商事
店合協合

共小度を

と小高者

業中

共共共共別式

同売化実

第第第第指

通通通通に
示

様様様様る

号号号号す

通通

共共共

式式式式様

第第第

通
様
号
２
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通

式共
号号号
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２

第
通
共
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２
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号号号号号す
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式式式式式様

様様
第第指

通通通に
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示

第
２

式式式

様様様

号号号す

す経域

限先

期出 出
提提

別五 にる済産五

提
式
様

示地課

指日部業

様

様様様る

部
１

数
部

出

期出 出出
提提提

式式式
る庁
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部示
２指日
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対す

商地めに助

た業補
、。

会商商しる

工域、
の館算

等業会予

館工工

建

北 海

地事創るセの

ーす援算

やめタ囲

域業業たン範
事で

小補経、ー内

中費
業金革域業補

企助営地

道 公 報

策内

指小を対囲

定化範
業補

体模る事で

導規図
対す

強業めに助

制事た

化者、

号外第

推囲

小小を導範

定指の
事で

模模る進内

規規図
に助

業業め業補

事事た

指者、

号

つ助
に補

平いす 成てる 十、。 三予 年算 五

建囲

事興の範

設振等の

商商
る事で

図設内

業を

新中に助

所
議

会会
工工

を企しる

援等小対す

支
タ援支予

ン支業、。

セ
工海海中

商商北会北体

議商中会

会会道道央

工

る

合団

連業

会企

所工小

予

策振導、。

対の指し

安強の

業と制算

事興体

対す

所
議

会会
工工

商商

、。

推振規しる

導の小
安業算

事と事予

進興模

の

所
議

会会
工工

商商
業

月範 十囲 一内 日で

金

曜

日

ち存合も

工次設、を

商、施はの
く設物

会にに当除建建

げる補。費の

館掲係該
転金収

建る移償）買

等
業償う

事の補の費

設も
要だが建収

にた金ち買

工ど行

商なを費

る業経
に

が地合

等て場

会しう
企る

デ小け

ー中お

コ域

対要

ー支該

ネ業当

ィ

業経専記

工事る

商策す
行の事機

又を費任帳

会
場ち局化

商うう務械

は
に次設進

会合、長促

工
け掲費業

所おに置事

議

商設お
をに

が

て当

人会しる

キ工置け
営事

件費は経該

人件又

事会善に

成工改業

養商
事る

費所及す

業議普要

術術報

技技情

エオカ

が

業

事事事

導流供

指交提

すし支物時

費費費

業業

経道わ分増

る、払部の

のらる係築

費かれに改

にちた用会

う既場る費
て等

道の掲最だし館

業
る低、いの

単場げもし

用

補は額い現る耐

独合

。使工年

助、の額に商

に

ーセ業

タ援事

事次う

事る

置ーす

配タ要

をン
めす

す

めす

事額。

知るる分知るる

がを）

事額。の

がを）

に度内に度

別限以別限

当る

指るげ費
定と定と

に
強業
制事の

体該も

導

めす２

化

の事額。の

分知るる分

がを）１

定と

内に度内

以別限以

導う
指行
営を費

経業経

共共会る

額
定

等合
員場

総 通通通通通館

共共共

設会

第第第第第建

８
号号号号号に
式す代

様様様様様関総

共共会告補支

式式式式

対証

通通通館書助出

共

設象拠

第第第建

８

共共別式

号号号経経書

第第指

通通通通に

共共

示

第第
２
様様様様る

号号号号す

共共共別式

式式式式様
示

第第第指

通通通に

２

共共共共別式

号号号す

第第第指

通通通通に

式

示

第
２
様様様様る

号号号号す

共共共別式

式式式式様
示

第第第指

通通通に

２

共経経経経別

号号号す

第第第指

通済済済済に
示

第第
様様様る

号号号号号す

別式

式式式式式様

様様
第第指

済済済に

経経経
示

第

様様様過費類

号号号す

出
提提提

式式式報のの

別す支

数限先

部期出 出
部示

２指日

副にる庁

正

提提

式式式様

様様様る
業

数限先

部期出 出出
提

興

部にる済振

１別す経

様様様る

示産課

指日部

出 出出
提提提

式式式様
庁

１別す支

数限先

部期

様様様る

示
指日

部にる
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提提提

式式式様

１別す経業

数限先
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課
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む改除

含増を

を合
）

）費。
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助
補
庫
国

商ににア

地工応掲未
満 区業じげ

の数次額人万

内者、る

のっ該額乗額す 工

もて補じ）る

者のは助てに額 人に 業
数に、金得相 未
が満あ当のをた当

に額補 数未に

金区

が満あ分相市助地

のっの当町

もて４す村の内

別る

人のは）るの額商

等収築
る知経の内

をしすに額

設又場事補費３商

建、
しは合が助の工
地業 、増は定対

業
事

買改、め象分区者

合た

数経場新

場
る
係
に

分てお商

２しにに

の過
、館

１なて会

のいい工

市係議は負別式

、

をい

概書町る決市担に

のた

諾示

要面村市書町承指

村抄補書す

を補町の村

様

載金予本助等る

記助

）

会本場え
しに算又金

）合
記対

議単上助

の道、補

謄の加者

録助に象

事補
し

写

五
七
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域
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緊

北 海

範

商商を施の

業化盤算
内

会街る整囲

工店図設
補

基商め事で

等・た備

盤業、業

道 公 報 号外第 号

平
成
十
三
年
五に助

村
町

市
推

策
対

別
特

しる

設積工対す

施集商
基予

備活等、。

整の会

所
議

会会
工工

商商
事性

月
十
一
日

金

曜

日

機
業
就
び
及
用
雇

の
域

地 商工すづう

商関基行

会

会議法認合

工会るき場

はに」をお

又所律定に

商よ受け

会小成た当

工る平ける

所模年盤事

議規５基該

図
を
出
創
の

が事法施業

る
の
分

業律設に
備す

商者第整要

工の
及援）業経

会支号事る

と２めす

びににを費

内

す分知るる

るの事額。 で

。１がを） 円

以別限 を

内に度 限

場、の

のは費
万度定と

補に助分

エ庫合補２

国
円 円人

助あ対の 以

事っ象１ 上
万業て経以

ウ

未 円人 未

満 以 満

上

人万人万

上

円以
イ

事通

別土実証工工共

人

ある設見第

記地です事

第の
２確る書計積

と書様

号保こ面図書号

し完真共

式確を式

様が
契図第

負成通

請
約面

記

共共共共共別
書及号

第第第第第

通通通通通
１

第
８

様様様様

号号号号号号
実証

式式式式式式

様様
通通通地です

共共共土
確る書

第第第のある

８

式

のび様

号号号保こ面

がと

部
１

数
部

出
提

写写

提提

式式式確を

様様様
支

数限先

部期出 出出
提

示
指日

部にる庁

１別す 五
八



緊事て者め

業進いたた

緊平 急急業臨の、成 地地に時再予十 域域係応就算三 雇雇る急職の年 用用委的の範五

北 海

める

節たす

季る助
図補

働算
労予

動、。

移

道 公 報

大める季

成健り拡たす

高と、。節

シ事シ全、

バ育年福予移

ル業ルな

の労

ーー成齢祉算動

バ

図の増範働

人人を者の

材材

号外第

会と

にに用該のよ機的

囲、のす

応対特事範り

基に内地創る

じし別業

市北金要で域出。

て、

助雇図

町海をす補のを

村道財る

号

下対措

事現にの

進勢急

しるし

厳すと

の処置

業

促特託に促囲

いたて

月 進別事雇進内十 奨対業用をで一 励策にさ図補日

し

別係託

事推おれる助

急策委た

緊対る

金

域進事業

地推託事

曜

用業を

雇事業主

日

内
援囲

の範
者の

特に受

セセる就進囲者
をで

護

資で護

ンンこ業に内援

ーに会す補事

タタと機

静市

育のよのる助業

ー
紋

・・
町町村

水内町

清

源経す用る

町市
飯別

七

と

行急と費る及こ

が緊

予と就を

う地しをこび

業雇当算に業目

事域て 実

失臨の

用、域

雇め地

連
部域

一広
情応情

業時

委た者れ費

合
組

務合
事

緊託者と日

、て降い

急事をし以雇
かれ

域を当再６入

地業
用託委用月た

雇受該雇
事たに働

特し託し間労
該の

対臨業場当者

別、
推応了に事賃

策時終合

費就費留季要

要経経に

域る全労守節す

地す安

族動経

相経就前家移る

指推健訪労費

談費労の

員集診の者

導進康問働

設のの施導

の会断実指

次

当補る

掲

町事ののに

市該助も

費象問及げ

が業対訪普
拓び経

ルをと開及る

シ

も

ー助る員啓費

バ補な

に

材る費設う

人す経の

を

ン合うに要

セ場の置

又

託接

の。委直

道く
は除

業

の事

金業施

助事実

補

木的

こ経土接
受
を
付
交

目び業収

を及事な

と費
に見

と帯びを

的附並益

行費該ん

て業当込

し事
の業

次た業事

う。事だ

にに

進急後お業金

のだ

業に常る要限

事的、け
労雇る。

に雇用、する

額
定

るし働入経）

係用

及催施要料

置開実に資

活要要る成

びににす作

にるる費付

動すす経送

ーお、する

タにち要す

対るに経費

にけ次る経

て該げ

し当掲費

２度
と分 分

すの 万 の １る

け

限
内）内 を
以。以 円

国

事し実や
業
事
る
い
て

設よ補

に建にの

業、施

経

るび直金

す及る助

要

第第
済済
経 共共共経

式式
様様

号号

第第第第

通通通済
式式

様様様様

号号号号

第第

通済済

共経経

式式
第

共共共共別式共
号号号

第第指第

通通通通に通

第第

示 ２

様様る様

号号号号す号

共共

式式式式様式

様様
第第第第

通通通通

共共
２

指
のに
案別式

号号号号

の写別式

様
る
す
し示
写

報示

企績指

託実しに

受

該る

共共当係
等告す

業

助託

第第補委

通通
に書

様様業約

号号事契

通該る写

共当係の

式式
助託

第補委し

期出 出出
提提提

号事契

１別す支

数限先

部

五 部にる庁九

提

式式式

様様様

示
指日

庁

別す支

限先

期出 出
提

式

様様様様
示

指日
にる

出出出

提提提提

式式式

用１

数限先数

部期部 出

部にる済対部

１別す経

か書る

示雇課

指日部策

式に書

様業約

課
らの様

す支労

限先

期出 出
提提

光

指日商観

にる庁働

別

。
報い
績な

実し
要

示工

は
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練

訓
期

長

北 海

たす

事事技る助

び図補
、。

内内労める

業業能
訓の算

業業者予

職職働

訓

道 公 報

町内

育整進育をセ市囲

タ村で

働児備を児行ン
フー等補

くのし図にう
すァをに助

人両、る関
とるミ設対す

が立労こ
者を相リ置しる

安が働

心で

号外第

事算フー

事イ実の予タ

労び業のァ設

業中ム及

リ推

企働市の範ミ置

小

村定内ー進

業者町安囲

働福勤化でサ事

での

号

る市

す
平。町 成村 十勤 三労 年者 五

の
職程

定課
認通

業
事

施
職

練通
訓普

業

事の成範

練練育の

普業

及をで

興保内

業振確囲

予

しきの目互ー、、。

ポ営算

てる福的援サ運

し活ーすの

仕環祉と助

を増て動トる範

事境の

ー

く利労を補ポ業

、

と

生共るすト

パ厚者図助
め。ン

トの済たるセ

ー

は
又

村
町

市人

、

タ充会

共

法
法

民

月済 十会 一育 日

村
町

市
成

金

曜

日

科端理要

教先管必

費に
にめ

そ術営認

書技運と

教すす経

他関要る

のに

費

費訓経

材るる費

集の
職の建機職合

合う員の

、業謝物械業同

そしち
行次訓金の器訓学

のて

知うに練及借具練習

他

要

事認掲指び上等指に
員す

が定げ導手料の導
備のる

必職る員当及設

講維費研経

要業も、び

げ

と訓の

に広フの

も局員費局

る

運ァ対報ァ設

のフのフ

リに

ミ営ミす誌ミ置

ァ

ー会発ー要

リにリるの

る

サすサ議行サす

ー要

の要ー経

ポるポ等にポ

ト費ト開すト費

ー経ー

市タ

助が済補ン

がー業す町ー

額パ事助

トをる人一パ村事

タ行経件般ー等業

円イう費費運トがに 万

うす 未ム市の営タ行要

ちムフる 満労町う費イ

あ者勤、労ァ経 で働村

者リの るを労次働ミ費

村
町

市
も加者に

の

練費

に
費
経
象
対
助
補

費

経特

る、

すち

要う

に めに及費及

認練師持修

務練

経す教訓

る要びび

以
２
の
分
３

経職生

費る

ンに経ン

セセ催るセ

内

ーーすー

タタ要費タ

ン
めす

務会経務

事のる事

う
と
度
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を）
額。
るる

げ策サち の入共掲対ー

除象会る費ポ、 を対済
対のトに くとにもー次

めす４

）共しセ掲 。し
事額。の事

知るる分知
に

別限以別

がを）１が

町
市
る
係

定と定

に度内

別式

内
以
１
の
分
２

補
村

通通済済に

共共共経経
示

第第第第第指

通

様様様る

号号号号号す

経経

式式式式式様

様様
第第第

通済済

共

共共村除別式

号号号

請あ。指

通通申でくに

者る）示

第第
様様市合る

号号が場す

示
指
に

別式
式式町を様

通通

共共共別式共共
す

第第第指第第

通通通に
示
様る様様

号号号す号号
共共

式式式様式式

様様

第

通通に通通

共共別式

第第指第

示

号
２
第
通
共

号号す号号

様様様

号
２

第
通
共

式
様

期出 出出
提提提

式式式
る庁

正別す支

数限先

部

提
様

る

部示
２指日

副に

る様様
日

る庁
す支

先
出

提提提

式式様式式

様様

数限

期部期 出 出出出

提
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別す支正別

限先

様
示部示
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にる

１
数
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出
提

式
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成
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三
年
五

北 海
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営興発対す
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域業域図ン、。

地事

の

材職たー算

人のるタ

発能、管範

開業めの

道 公 報

業図補

業事をで

事上内
。

業める

職たす

内る助

訓、

号外第

訓

練業

訓職

期内

短業
事

実

号

月
十
一
日

団域ー

タ社人運社地タ

法開協法人運

ー団材営

運金

上開協

営人発会人材営

協日セ曜

地タ北セ

会高ン川発会

日

内

セ力地理囲

域ー部ン

補

タ発人営で

ン開域運

地

運振開に助

ーの材等
営業域

社人運社人運職

法開協訓人

団材営団材

発会人発会練材

法開協

ン人発

留セ遠セ法開

人

ン

地タ地タ岩セ

萌ン紋

の
の算

練予

域ー域ー内

実
練

訓
業

職
向囲

実範
充

整

業備

事設

施練
体

団
施

町

認期訓課練う等市
備

の限小村

定課練程に中
業

業のび高る企

職程及
通門職）事

訓普専度。

職短業を業

練

訓の限小

短業期訓行主

）事

及度。業

練高る企

門訓行主

専業を業

び職

す

程に中

課練う等

件持

人費人維

域経
地る

費

発ち理

開う費管

材の
のげ
ー掲
タに
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セ、

す
要
に
備
整
の
備

設
の

め
定
認
う
行
て

し
合

集
経
る

営
運の
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管る

訓
業
職

２めすセるて以

要
に

、と

分知るるン人は内
す

の事額。タ件

１がをたー費
の。

以別限だ長に分る
） 内に度しにあ

定と、係っ

の
分
３

た
る
す
供
に
練費

共共共共共別式

内
以
２

第第指

通通通通通に

式

示

第第第

２

様様様る

号号号号号す

共共

式式式式式様

様様
第第第

通通通

共
２

共共村除経経別

号号号

共

指

通通通申でく済済に
示

第第第請あ。第第

者る）

様る

号号号が場号号す

を式式様

様様様市合様

第第
通済
共経

式式式町

第
通
共

号号

第
通

共
式
様

号
号

六
一

出
提提提

式式式

様様様
す経材

数限先

部期出 出

日部成

部にる済育

１別

提提

式式
様様

示人課

指

る庁

別す支

限先

期出 出
数
部

出
提

式
様

示
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に
部
２

副
正



コ業コそめる
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ベベ開予

ンンの、。

ョ円範

シシのの

ンン催

ョ

北 海 道 公 報

め下開しる

たの品対す

行の予

海、に発、。

北

魅めの

観域うた算

道地
の広力の範

光が

号外第

品
商

光
観

域
広

業

号

平
成
十
三
年
五

をで

誘誘化内

ンン滑囲

進進る助

促促図補

致致
模ン者も

開たは公催

国のを。の

又ン催だ除国共す

際コ

体も

はベすしく又団る

次地がの

全ンる、。は

囲

規ョ催の方主

国シ主

で

興的る光内

振域あ観
助

図連光業補

をな観事
と体

るま囲団

る携商に

区地

のるる

数がす

複た
に範光

村を観

町域域

市

運社人運事
事

進
促

発
開

団材営団材営知業

社人

が画

法開協法開協事計

美セ認を

人発会人発会

し行

山ン唄ン定実

檜セ
域ー域ーたす

地タ地タ

月
十
一
日

法材営

団人運
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金

富発会

人開協

曜

野ン
良セ

日

ン

地タ

学総会大見そ

にョ
次シ

げの会会議会本の

掲ン

展事

国催・知

る開市他

びす会適

及要示が

際に
国経と

全る当

補消・・施そ経

場具る

助耗物器設の費

職講委
等員品品具管他

員師員
指報等、等等理知

等、
費導酬賃通のの、事

旅

入ス必

員金信使購バが
か

招搬料費運要

等運用

進
定促

認発
開

へ費及行

ち
づう
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に業
画事
計

規費認

うに
行次
て、
い

ベベ

ンン

ココ

のる

模め 賃務適

い、び業つ

額
定

料委と

費糧借等当

旅食

限

会用料め

、、託認

費

域げ
広掲

）
。
る
す
と
度

２
品
商の
光も
観る

分
の

共共別式

を
内円
以万
１

指

通通通通通に

共共共

示

第第第第第

３

様様様る

号号号号号す

共共

式式式式式様
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第第第

通通通

共
３

共共共共共別式

号号号

第指

）通通通通通に

式

示

第第第第
様様様る

号号号号号す

共共

式式式式式様

様様
第第第

）通通通

式共

号をっ４研業共

号号号

は様行て号究に

そすて
、式うは様等あ
通 のる
共、事、式をっ第

他事
通指業共、行て５

こ業
第導に通試うは号

れに
３等あ第験事、様

にあ
て号をっ４研業共
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が当がた

村る村け

町
業機漁

籍事資林

地該融
に

管要か者

査に関業

調

進す

事る天融

理すら

農農農標

業経の整

事る

に業地地準

を費委利備
関要経調情小

行の員用
び係す営整報作

うう及
、職にる管事シ料

場ち
に次員関経理務ス改

合

事

おにのす費能処テ訂

事整業

け掲設る力理ム

事る市

援す

るげ置調向

う業

行農

を費村

業経町

け農

おが

に会

合員

場委

農

、道

ち海

う北

の

る業

農

業が

事議

化会

理業

合
費法

務業

業
行

に

村保合

町地場

市農う
化る 等理け

社合お

公有
保事事

地進該

農促当

が

費にさ

業経災通 有業業

場て経

うった

行よれ

を

の

の１

分記

４別

合損営

上業備費

り

内お

以と

３

もび及支費事

当る並査
資事費

事のにび援業

該
要等の費

に地料業

業農

定 定２
ののの

額分分額分

１

該員

当委

内内内

以以以

育
人

要促

に動

業活

事会

支
合
総
成

の
分

るす 理
限要 合
にに

内
以

業を費
）経 事

。る 化

共共農共農

内
以
６
の
分

第第第

通通通政通政

共
第第第

様様様様

号号号号号号

共農

式式式式式式

様様
第第第

通通政

共

第

通通政

共共農

号号号

１

第第
農

式式式

様様様

号号号
１
第第

通政
共

通

共共共農別式共
号号

第第第指第

通通通政に

第

５示

様様る様

号号号号す号

式共

式式式式様式

様様
第指第

通政に通

共農別

第
５示

村除農別式共
号号す号

共

第指第

通申でく政に通

第請あ。

示 者る）
合様る様

号が場号す号
通
共

式町を式様式

様市

第

第第第

通通通

共共共

号

農

式式式

様様様

号号号

第第第

通通政

共共

提

式式式

様様様

号号号

期 出 出出出出

提提提提
１別

数限先数限

部期部

副にる庁部に

正別す支

式
様様

部示示

２指日指

す支

限先

期出 出
提提

式

様る様
示

指日
にる庁

別

出出

提提提

式式様式

様
す農地１

限先数

期部 出

指日部整

にる政調部

別
部 出出

提提
式
様

示農課

式

様様様
庁部

支１

先数 数限
部期
出出

提提
式式

１別す 六部にる 八

報い
績な

実し
要

示
指日

、
は
告。



金てめる農

営資ったす

の平 安の酪、。業成 定融農予経十 に通経算営三 必を営の基年 要円の範盤五

北 海

酪補負

第れけ資たす子

たた金める

天農の、。農給債
有 ）災業融予経事を 号

の負す にに者通算営業

っ営円範債る 基
よのの

道 公 報

たす農北則

る助業規

９

める業海

予害農和

、。災道昭

算融業

の資災年

号外第

天農資

る助者うたな

８
対失災林金

たす天に損

。にす補に漁の

める災

者通

予よる償よ業融

、

金業てのの

算る資事っ

の被

号

災林金

利天農資

うたな
通

給よ業融

補に漁の

子

安囲強

業てのの

事っ者

な滑月 負に定内化十 債しをで資一 整、図補金日

村
町

市

理もる助利

金

曜

日

理農 き
て農滑囲整酪 づ

必をで資家 指
損に化内

利経

を要図補金の 定
失

害北

村
町

市

さ受なる助

内補資道

囲子融海

範利
町

市

補事進則

で給促規

失営滑

範害の損経円

村

を

内林通をに化

囲農融
業伴け要図

で漁に受必

失営滑

損経円

村
町

市

補

合

け要図

受必を

をに化

当農

るが

け村

お町

に市

給盤

補基

子営

利経

該業

町酪関

市た機
れ資

に強

約

融営契

が経の

村農と
理り

関整よ

機債に

資負

通のる

酪金子

ら資利

か

に利

町れ約該

市さ契当

融農り補

が営よ子

村た
補要

機金子に

資資利給

らきをる

かつ給す

関に

融とけ

に関お

被当行経

該

村さ契当

町通のる

市
経よ失

融たに損

がれ約
に

関資損償

機営り補

資
つ償す

らに補要

か金失

に補要

金子に

資利給

被

費

当行経

きをる

つ給す

関お
機に
資合
融場
該う

経を

る金

す資

要化

とけ

し市

たのきン算

り

費借

資資のた町

年 融融ト

機残割額村

で内交 ー

関高合以が パ

農に補
とつセ計付

ごに

う

融当行

にきを

家つ給

市るの
す給

さ融場

通該
な

が利と

村該象

町当対

場

害該う費

付補っ

交子

関お

者機に

業資合

農融

当れ別
融とけ

に

融貸

すか記
の の 金

機る低２ 分 付 資
総 関額い

ごの額と

のの相ずり

といお に 額

う費

農当行経

害きをる

機に

業資合

漁融場

林該

との

者
す償
当相該象

費 市るに当対

村該当損と

の 町
が損す失な

の額償た

交失る補っ 分

に利
約該
契当
のる

付補

第
通
共

り補
よ子

第第
通政
共農

式
様

号

通政
共農

式式
様様

号号

第第

通

共共共

式式
様様

号号

第第第

通通

提

式式式

様様様

号号号

支１

先数
部 出出

提

六 庁部九

別す

数限
部期
出出

提提 提提提

示
指日

部にる

１ す支

数限先

部期出 出出

提

示
指日

部にる庁

１別

数限先

部期出 出出
提提

部にる政経

１別す農業

先
出

提

示農課

指日部済

は
告
報
績

実

日
る庁
す支

告。
報い
績な

実し
要

、

。
報い
績な

実し
要

、
は

。

庁すはい

１２

、
は
告

類をこ績要

書長る実、

支由。告な

は経と報し



北 海 道 公 報 号外第

、。
める

たす
る助

図補
算

予

号

補経安

子・
平給営定 成事感的 十業覚な 三に経 年優営 五れ体

で
内

囲
範

の 月たの 十効育 一率成 日的を

金

曜

日

業当
農る

たけ
れお

入に
利成
し助
対子
に利
者該

助要
子に

、ー年セ

パー金はパー

センあセン 年 ー年セに

ント ントっ

トパ資 トパ資て

セに、

ー金はパー金は

センあ年

年セに、ー年

ンあ年

トっントっ

トパ資て パ資て

、ー

ー金はパー金はパ
セ 年年 セに、ー年セに

ンあセンあ

ン ントっ トっ

ト トパ資て 資て

融次し

残割額ー金はパ

資のた

年セ

高合年セに、ー年

にでンあ

ン つ計トっ

トパ き算パ資て

合
場
う費
行経
をる
成す

者

当対業

るの農

す成た
っの

子なと

利とご

該象
第
政
農

助
限先

期出 出
提提

式
様
号

別す支 七にる庁 〇

。
い
な

し
要

示
指日



平
成
十
三
年
五

北 海

入成内

新参育囲

規・範
助

農及図補

に者をで

た
を入たす

業びる

道 公 報

資

内融

で
す農

助紀業

補世事

。フ子

る業利

号外第

務必を

策事よそ債に化

障の要図

農自業農うの

経す害負なる

家作業と

担維営ると担資た

負農

の、

軽持の農なの金め

減資改業っ軽

号

月
十
一
日

金

曜

日

の予

始者、。

開植める

成
ロ助

新保の

る確算

す

村
町

市
ア）

ィ業
テ事

ン 通算

支金善者て減融予

る図のの

援利をにいを

進し既る円範

特子推対

対成し、往の滑囲

別助

す

強助要

盤子に

者
業

農

う費

金行経

資をる

化成
け
れお
入に
り合
借場
を

市業
事

農る
た

にににに町
子

あ平あ平あ平あ村利
助

っ成っ成っ成っが

て て て て

事

は年は年は年は世成
農業

、度、度、度、紀
業）

年に年に年に年
貸 貸 貸

フに し し しパパ

た

ーー パ付付付パロよ

係びる

自建該付パ

農る再当額

成

け 者作整融平ー平

業

７ン９

ら が農備資成セ

金高年ト年

れ 農維資残

も 負資をに度度

た 家持

きび貸

の 担金借つ及に

減償入次平し

に 軽のり

っ 支還れの成付

あ

セに、ー年

パー金はパ

センあセ 年

ー年

ン ントっ

トパ トパ資て

し助
対子
に利
者該
業当

成た融次し

利成

割額ー金は

の農資のた

者高合年セに、

対業残

とごにでンあ年

象
なとつ計トっ

っのき算パ資て

農 セセ ーけけけーンり
ィ業 ンン セらららセテ

トア経 トト ンれれれン

基

ももも融営

トたたた

該
町当
市る
す

ののの資

割８け

付助
交子
が利
村

特滑場合年ら て 援円た

にた 、 別化合で度れ は

金お算貸も 年 対資に計

策

の に及けしし

の
分

ン
年 あセ

に、ー

金はパ

っ

ト て

第第
通政
共農

第
政
農

式式
様様

号号

式
様
号

七
一

提提
日

る庁
す支

先
出

提

部に
１別

数限
部期

出出

部期出 出出
提提提

示
指

にる庁

１別す支

数限先

績い

い実な
し

示
指日

部

るは

１２

、
は
告

報。

。 はをこ実、

代資請に状

る、添と績要

農わ機す
が場委付。報し

業っ関

に融申合任す告な

者て



収営金め

金流て経資た

の米入のの、

稲利米通

経補需価減維融予

作子

のの

営給給格と持通算

っ安円範

安事緩のな・

定業和下

北 海

次農確囲

業な範

代子経をで

世利業保内

業成継る助

農助営図補

者事承たす

道 公 報 号外第 号

平
成
十
三
年
五

に化内

緊に落た定滑囲

うに業必をで

急伴等農

る助

策自よ者要図補

対

める

村
町

市
資主っのな

安予

援）の、。

支業者

村
町

市
事的の

資定算

融

月
十
一
日

金

曜

日

費

市さ当行経

通きをる

資合

村た融場

町れ該う

資経関お

融作機に

が稲
契当

関安のる

機営とけ

減急に利

ら緊約該

か定

金行経

市資をる

連成す

り合

が借場

村をう費

町
農たけ

代れお

世入に

次

子

支者該

者業当

業農る

資利給

農策り補

収対よ
す

にに補要

者金子に

業
す給たのきン算

融つ給

のた

年 市るの融融トし

町当対資資

村該象機残割額

にで ー

が利と関高合 パ

補っとつセ計

交子なご

資し助

融対子

援に利

付

別
関助要

業子に

事利成

と

に、ーの

金はパ３
記

っンお

年 あセ
トり て

ー年セ

はパー金はパー

セン 年年 、ー年セに、

センあ

ント ントっ

トパ資 トパ資て

年セに

パー金はパー金

あセンあ

ー年セに、ー

セン年

ントっントっ

トパ資て トパ資て

ンあ年

セに、

ー金は

トっ
資て

第第
通政
共農

通政
共農

式式
様様

号号

第第

出
提提提

式式
様様
号号

別す支

数限先

部期出 出

提提

示
指日

部にる庁

１ 支

数限先

部期出 出出
提

示
指日

部にる庁

１別す 七
二

、
は

告
報。

績い
実な

し

、
は
告

報。
績い
実な
し



平
成
十
三
年
五

北 海

業業展内

農農発囲
な範

る助

害害図補

災災をで

償償たす

補補

道 公 報 号外第

を定内

有害安囲

被の範
助

のけ図補

山受をで

珠
山農たす

火たる

号

火
噴

山

。珠

る有業

す事
農

月
十
一
日

金

曜

日

の予

業業、。

事事める

業業

市農農会

全の
健算

合合
組組

済済

村共共

町

動者、。

活業める

合
連

業

り営の

よ経算

にの予

合に次

村
町

市
資

融
害

災

農農

町合け掲

市連おに
当る業業業

村会るげ農

済

農農該も共共共

、が
業事事事

業業事の済済
特運

済害に業業業

共災
合償す務別営

組補要事

け

漁れお

又事る費事基

者該

設業当

施農る

業た
対子

金に利

資

要

復子に

害利成

災し助

町り
市よ

に
施成す

旧助

山持
珠維
有農
が作
村自

農
火金
噴資

費費強

は業経務盤

業災

共うう対

業行の化

農を
組合、費

済場ち策

定
のの

額分分
内内
以以

ンー金はパ 資て

ト年セに、ー 金

年 にはパンあセ

あ、ートっン
ト っ年セパ資て

場
をう費

）行経

設をる

成た融次し

入に
り合
借

割額ー金パ

の農資のた

象者高合年セー

対業残

とごにでンセ
及
び なとつ計トン
ト っのき算パ資

事農
資び
融及
害）
災害

利
村該
町当
市る
す

業林

農別式連合

付助
交子
が

除
第指業会

く政に農合）

示共に

。
）

合場

様る組る

号す済係

通通政

合共共共農

式様
第第第第

）通

る共共共共村

号号号号

業

あ

市共場通通通通申で
者る

町済合第第第第請

村組）

市合

及合号号号号が場

式式町を

びに様様様様

る共共共農連

農係式式

業

会

市共場通通通政農合
共に

町済合第第第第業

村組）

共農

及合号号号号済係

第第
通政

様様様様

式式
様様

号号

農組農組会て

式式式式

区七 と業合業合には三

合っ農

す共及共連あ、

様様様様組る
る済び済

農係式式式式合場

びに
限先

部期出 出出
提提提

正別す支の所に区

数

を

副にる庁２支管わ域

域る地

２指日以庁区た

庁
す支

先
出

提

部示上の

数限
部期

出出
提提

日
る

い
実な

し
示

指
部に
１別

、
は
告

報。
績



化生改る助

る正地図補
める

地団産良たす

。土
良化整設、。

改地調施

設策実適算

施対のの予

北 海

制、

促者事業的地体め

負の予

進国負業にな元
備担整算

対営担又係準
公積金備の

策土金はる
体庫立の・範

事地及団
道営償て計確囲

業改び
良

道 公 報

織める土

統のこ組たす

整理に運、。地

合管と
り基算良

備再よ営予改

範業

び整、盤の事

及編
土備土の

号外第

並

地地定

土業土策

事の
の土

区区に

良良び

改改

総

号

平
成
十
三
年
五

持業にな範

維事施正の
をで

理う理内

管伴管囲

町地地業

市土土農

適土
区区組

良良同

村改改協

営土還を画立内
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必、定地る

者営のう改関事

要土

事る適

負土借場良すが

並業費当積積

担地入合
にびの用と立立

金改れ
事係に受の認てて

及良
道業る市益うめにの

び

進

営の償町者ちる必促
な対

土農還村負、も要

に事策

地林金が担次の

準益の掲務

改漁の受金

良業

地
土
営
国
が
区
良

改
地

土

地合う

土連行
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連
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該
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又
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図補

農備内道をで

性整

海海会

北北協

業をで指
協業

士農
業導

農指
道道

。営

める経

たす業

会士

町
市

村
町

市

算育

予者

、

場

又
合
組
同
協
業
農
、
村 村団お

町るに

市す合
織

該

業病当

農がる

、体け
除に

組防業

同虫事

協害

該

場を認場当

又対要

合

るに補

農該市合行め合

は農団お助

業事町又う
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当該象携費費進

対け対

当町事興

市策る市策振

村業該村業等

地特町事

社事が実指がを農

域認

う漁

会業新施導新行林

に村場業

生費山の等山

環振導要振合特

活村指

等は対

境興等す興又別

整等をる

地所

村林林業

山農農就

等振用機

興業利得

振漁
全出

性事保創

活興・会
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１

農式農式農式農式農

号

第第第第第

政政政政政

第
政

式農式

式

様様様様

号号号号

様様様様

号号号号

様様式様様

様 号号号号

限先

部期出 出出
提提提

日

部にる庁

１別す支

数
示
指

様様様様様
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号

八
八



算担

予

平 のい成 範手十 囲育三 内成年 で草五

北 海

との

担動ほ機地

流契用
て用

手促整し利

い化場
担積

成事事、集

育進備

基業業

道 公 報

進内
促囲

の範
整の

調算
図補

をで

号外第

ほたの

の保の範ほ当と

場 促全改囲

携

進と善内世整場り連
農強

、農をで紀備整、
事地化

公村図補型促備
事業流及

共地る助水進

用域たす田

号

集事集

業成業

農造農
金

補地

水水

排排

落業落

月 助流十 す動一 る化日

村
町

市

。促

金

曜

日

へる

整の手図

盤等いを

連を農め

関施のた

備実

村改協

町地業

市土農

、

る
たす

る助

合
区組

良同

る農業等動び
予

、。
め

生、。業の化土

水のめ

策利

の活予モ実施地

域

のルに等用

水環算デ施
改協

町地業

市土農

質境

業設

事施

合
区組

良同

村

市

村
町

市
基備

還整

償の

地
草
成
育
手
い
担
が
村

町

市別成用お

が育利に

盤整る

町記基調け

土村
掲備進該

地、に整推当
業業

用地げ関事事

利土

整良事流にに

調改る連
と化るす

推区業動限要

事る

事は一促。る

進又

が
業経 市

業

村紀行の農

町世を費
産

土水場ち生

、型うう
積

改農に次集

地田合、
進

区モけ掲促

良業おに

要

はル当る事

又デるげ

村業経

町事る

市成す
造

合
集場
業う
農行
がを費

化
動
流

事け
水お
排に
落

経

内
以
１
の
分
２

事
進
促

業的事を費

業農体進）

同担う

協に業行

費

るる

合手地合

組い土場

２るる２

を）

分別額。分別額。
限

の記を）の記

限１ １

と内掲と

以に度以に度

し事成を

げすげす

内掲

除

る年平費分
の 事度成の、業
平費年く 各 業事

）

々 の業年以成に度。

係交 の 平費度内

成及事年る付

但度平額 び業

業場事の費

農ほ該も業

す

組促要

同備に

協整業

業る

げ
掲
に
９
記
別

合進 のに
金業
基事
還該
償当

の
分

に通

村除農別式共

内
以

あ。第指第

でく政
示 る）

様式

合様る様

場号す号

の第

そ通

式共

を式

３

共共共共

号

第第第第請

通通通通申
者

様様様様市

号号号号が

共共共農農

式式式式町
第 第第第第

政 通通通政

村除農式別式

号号号号

）示

第 あ。指

政 でくに

る
場す

第
政

農式
を様様

合る 号

共共共共共

第第第請

通通通通通申
者

第第
様様様市

号号号号号が
農式

式式式式式町

様様

政 通通通通そ

共共共共

３
第 第第第第の

通通通

共共共
号号号号

第第第

２

共

式式式

様様様

号号号

第第第

通通通

共共

１
数

部
出

提
式
様

号号号

八 部九

式式式式様

様様様様号

限先

部期出 出出
提提提

日

部にる庁

１別す支

数
示
指

様
号

式式式式様

様様様様号

部期 出出 出出

提提提提
庁
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先数限先
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示
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限
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示
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基
産

畜
地

草

。
る

北 海

草草業と及、

農こ善め

営よ畜算

地地経にび予
の範

発発のっ産の

開開
備備模農振囲

整整規て

道 公 報

。
る

す
助

補
で

内

号外第

範自公つを

担利のか進
る

手集囲給共経図

い用

料場的た

へ積内飼牧済

飼図補利になめ

のをで

料る助用お放、

号

事担業

進事
平業いの 成手実 十育施 三成を 年草契 五

事
町部

市一
業

事
備

整
盤 事事を業興内

合
組

務
村

大造図補

業業拡構をで

る改たす

行すのる助

を

当
適

が体
事団

知る

、
い

生たす促け牧予
め

認
と

省用の

産める進る利算

盤予業力の範

基、。事

業

市農農会

の算的促囲
合

組組
同同

村協協

町業

地機

合
連

合

月整と 十備し 一改て 日良、

金

曜

日

合
、組

村同
町協

市業
農

森
組、
務会
事合
部連
一

費す

業は業要費

、林
合

組が補経

同事をる

協知
るは

、当す又

合適助費

協め合該

業認場当

農と
けの

組団お助

同るに補

村

市合自町

連が市
合体

し料自

村若飼が

町会給
料

業は用飼

農く利給

、
が事用

同事進利

協知促

場

、当を進

合適業促

組

る
高け
ちお

うに
の合

業
に
地業
草事
性該
産当
生

生
協、
業合
農組

動要
流

連にる対

、
合森
組産
同 事な

会し該と

合対当象

く事に経

し該業る

若当

場を

業認う業

農と行事

組団又う

同る合行

協め
内
以
１
の
分
２

合体は農 う
行
を費
業経
事る
化す

にの事る

除別式そるめ

示次ご式

。指他業様

く
様げ定

る掲に

すにと

）

共共共共村

第第請あ

通通通通申で
者る

第第
様様市合

号号号号が場

るめ

式式式式町を

様様

業様

通通の事る

共共そ
次ご式

第第他

村除農別式

号号にと

請あ。第指

申でく政に
る

が場号す

者る）８示

共共共
町を式様

市合様

第第第第

通通通通

共

式式

様様様様

号号号号
政

農式農式共共農

式式

第の第第第

政政そ通通
８

第

３

第

通通政
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第第
農

式式式
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先
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提提提

式

る庁
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数限
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て部
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日
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指
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平
成
十
三
年
五

北 海 道 公 報 号外第 号

月
十
一
日

金

曜

日

産団開事団

生財業知る
当

林人公適

森法発が体

農め

道認

合海と

組北社

協協組

業業林

農農会森

合
連

合合
組組

同同合
１

費
備
整
設
施
用
利

整
地設
草施
営本
体基

団

は盤に
事
備
整費
発備
開

る

合事備す

組知整要

林
当を費

財適業経

、が事
ち

人認うう

法と行の

団
団に次

海る合、

北め場

区ずるせ施

農体おに

道

に

施てがれ場つ設

械い

にの処あ

設事別か合物

該家理っ

整業記

備実

排械は

に施の当畜機て

設場備３家備
つ地いす

すて

び

は る以整用に分畜及
護牧

、 地内備機あの保

区、の械っ１

に利う施て以施場
機

あ用ち設は内設用 分
っの施牧整、、整

業の あ分

農実４の、の
要 分 っの

用施の の て

の、件 は以地要

に 開綱の

）発第イの及該 以 、内
内び当 事５の

及該

費
業

業の

農実４の、び当
す 分

の、のる の用施の 地要

要地 開綱の

に 内発第イの、件区

以

に

草るげ

業がけ掲

事５の

の

公畜該も

発地当る

開

農

、、、

又基業

社産事

第
政

第
政

農
式
様

号
号

九
一

式
様



北 海

再
盤

基
産

畜業
事

道 公 報 号外第 号

平
成
十
三
年
五

団開

市財業

備
整

合
総

編
道

海
北社

人公

村法発

町
農

月
十
一
日

金

曜

日

農農土附

盤る掲

基けに
る本業機地帯

再当げ基

総事も施用具利事

編該

円費

合業の設施等用務

要備整入滑

整に整設導

る費費

事す費備費化

備

のけ

１２
を経
業

法

附町施事団

市実る財
北

事が関費人

帯村に務

基協道

費産る海

務畜す

２

編を開

再等業

盤議農

帯公本用

土附業基利

農
務牧設設

利事社施施

地
滑設備備

円費場整整

用

業

費事

化置費費

費

費
業
事
良
改
野
牧
地
湿

次
に、
合ち
場う
うの
行

あ分

お
に

入の 分 あっ 基

て 本植

ては 施型以 の っ
設農内

整は家） 以、
） 備、内に

が

整場社

合う公

総行発

業お産

事に畜

備合

畜機て

せ施内分分分 は 排械以

つ設）ののの 、

物に
の内内内 処あ分以以以

は内設用に施の当
理っ

整、、整機つ地いす

設

場

備３家備械い区ずる
か合

に分畜及施てがれ
記にの

あの保び設事別
該家

っ１護牧整業

て以施場備実

費

対合

牧

者あ場 分分分分分 象に
でっ用 ののののの
機

るは械 以以以以以 あて
） 場、施 内内内内内

市
村 のの町

分分
が

第
政
農

）助 内内補

以以

第
政

農
式
様

号
式

様
号

九
二



平
成
十
三
年
五

北 海

図補

小散備をで

整用内
たす

模すびる助

規在及
、。

地小用める

土る農

改規地

道 公 報

改予

公基の、。

営める

場なとの

牧と善算

共幹
用公理囲

利る合範

号外第

組囲
取範

のの
へ算

化予
支で

を内

号

用用た

域域る

地地す
進

能能諸

機機の

水水め

月
十
一
日

金

曜

日

高の

事農の算

良模等予
知る

の利囲

地度範

業用

る町地業事者

め市土農
当

体良同適

団村改協が

推共化内

め
認

合と

区組

る助

事場図補

進牧をで

会２出と支

経たす

業の
上者っ長

業以資な庁

農

市はい適

同の又てが

協

村成法と

合町構る当

組

す助
援補

合が員人認

連

増を活
、

め。
たる

るす

織

業・組

事持や

進維動

村改改

町地地

市土土
増

は良す

合
連

区区
良良

防特

町事業経

市知事る
行の産災認

村がを費生

業

土当うう基保事

、適

、事事費

地と場ち盤全
費

良めに次業業

改認合
げ

、者け掲

区るおに費

又場事

が人牧該

農がる

支用に

業資は利業

農出
長進す

同若庁推要

協者
適業経

合くが事る

組し
成と行

合構当を費

連は

に

２とめ場

、員認う

会

村地る

町、け

市がお
合

業

地水事

土用該

、域当
進す

区増要

良能に

改機

す
と
度
限
を
円

は事る

又

の

協規該も

業小当る

る

要

合地に

組土業

同模事

たの

又改

のに 事

だ 生中

は 費産のし 分分 あ額 業

、 基区、 のっの
て補 盤画以 事整は助 以

る合

） 内業理、金万 内

のて体お

上っ団に

以な
共当

町る公る

市いがけ

村法
内
以
１
の
分

の
分

良う
改行
地を費

土業経

費費
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の
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政
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通通通
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第
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式農式共

第 の第第

１

に

村除農式別式

号号号

示

第 あ。の指

政 でくそ

る）３

場す
式農式農

を様様

合る 号

政政政政政

農式農式農

第第第第第

共共
者

第第請

通通申
式

式式町

様様市
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３
第 第の

政 通そ

共農
号

様様様

号号号

九
三
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先
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事
備

整
盤

基

北 海 道 公 報 号外第

等範

基農的立の

率確算
促内

整の安を囲

盤業・
す補

促産的進で

備生定

進性な

号

平
成
十
三
年
五

向業たす

事の農る助業

予

、営、。

上経める

業

業事者

市土農知る

効の
当

良同適

村改協が

町地

め
認

合と

区組

月
十
一
日

金

曜

日

客事併
農

業若又行ア

農土業せ

用く当事業農

用しはう
事に用用

排は該業用業
水排

施画業要排用

水区
、理次る施水

設整とす

い掲費設

農のに経設施

を費

市知業経

は事る

道

当場

、適う

村が行

町事
良めお

改認に

地と合

土

げ

農が当

、者る

区るけ

をの

きかも

暗れる

、ず

別
事

、
水うを

排行と

ょ

費記
業

業

協盤事

業基該

げ
掲
に

進す

合促要

組備に

同整

事に

農設備はる合農

又

政 業を区
整をっ
第 用安除画業あ

用全く

式そるめ

排施。理含て

政 その事る

農式農式農

類

第第第 の他業書

政政
１次ご

農式農式農式農式

にと

第第第

政政政政政

農式
第第

指

政 通そに

共農式別式

１示

第 第の

号す

農式農式

式様様

様る 号

政政政 そ通そ

式農式共

１

第第第 の第の

１

第第

政政

農式農

号

場、様

水設）にむは号

施整又係 様様様げ定
掲に 号号号

様様様様様

号号号号号

提提

様式様様

様 号号号
支

数限先
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提

示
指日

部にる庁

１別す

様様
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九
四



平
成
十
三
年
五

北 海 道 公 報 号外第 号

月
十
一
日

金

曜

日

理
整
画
区

土
客

水
排
ょ
き
暗

の

備
整
設
施
全
安道
農

イ

事たにあ
っ 業だ掲
て 費しげ
、るは

分分別事

のの記業
に分

務

事事たにあの事

っ 務業だ掲
て 費費しげ費

、るは

分分別事

のの記業
に分
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支

数限先

部期出 出出
提

２指日

副にる庁

正別す

部示

出 出
提提

式式様

様様号
日
にる庁

別す支

限先

期
示

指

出出

提提

式様式

様様 号
政園副

す農産正

先数
部

様様

農課部

日部芸２

る

数限
部期

出出
提提

式式

一１別 〇部に 〇

示
指



平
成
十
三
年
五

北 海

業
事

策
対

道 公 報

機
環

循
然

自

号外第

策
業対

農化
内強

国備
整

生

号

月
十
一
日

農事当

会市農土営知適

村協改集又と

町業地

金

組区支め

同良団は認

曜

長団

合庁る

日

同

協協

業業

農会農

が体

能

央合

中連

合合

組組

同

事当

農営知適

合
総

進
増

同団は認

協集又と

業農
が体

長団

合庁る

組支め

市農会

制
体

通
流業

産事

イ

合
連

合
組

同
村協

町業

経

実
導
先
等
業
農
機
有
業

め行対該業
業要のア

るう策事に費

合業費すう持業

団場事

続

が又ををるち続持

体

次農的

自は行補経、的

す又に業農

然市う助費

村業るは掲総業

循町農

導

機が協場当げ合先

環

も策実

能自同合該る対

協場当げ市
増然組に補

町

内
組に補も村

農同合該る

生合お助の産消新、

業

術事

産等け対地費技知

ス・・若

流にる象シ者

該なテ実新し

通対当と

制当事るム需品く

体し

導支

整該業経化者種は

進携入庁

備事に費推連

対

市め化
認強

事業要の

が業

、体事

村団策

町る
し農う

若内行

事国を

知

践

支産又

は生合

く業場

お助の事践

事
進
推
区
地 対環等け対業地

進循合
対当と推

策機にる象区

る事

業増し該な進

事能

内
以
１
の
分
２

を進当事

策が

業費すう対促対長

事対事適

ををるち策進

費次業策業当

行補経、

業認

農す又に事と

う助

長通市

庁流は
業るは掲 国

当整が

適制村

が体町

別式

内
以
１
の
分
２

と備

様
る

す
示
指
に

一
〇
一 良通、産）

改流課農課 て政
、策は芸

課対又園 うあ、農

行には部

を体
団っ農業



る田

項業ロ平つ該限水

のジ成、事
平業。地 農うー

実振

業ち等年成を）域

経農導度

営業入に年施興

北 海

強
化
合 の

業成総 号

農平
経
営年推

育北進 農

道 公 報

総
産

生業
業事

農備
整

号外第 号

平
成
十
三
年
五

以る物

育キ促実度す作

テ事し降地定

成ー進施

に促

策ク業、も区着

対
対 業

村
町

市

事ノをか当

策告事 産

対道策 生

成海
市農

業第制の

事示業 体

又と村協

事当町業

知適
団
庁る合

支め組

は認同

土営

件
条

策
対

合

が体
長

社地農

知適市農会農公

村協協改集

事当町業業
組区

は認同同良団

又と
長団連

庁る合合

支め組

会農会市農土営
が体合

協改集

業業町業地農

農

組区

同同同良団

協協村

央合

中連

合合合

組組

月
十
一
日

村
町

市

金

曜

日

又農町

費、費市

経ち業

田

該ー水

当キが

は業村

ロ振

のノ域

助ク地

補テ

場を補
とー作

象ジ興

対

市合行助

集附村は農る

町又うす

規同団帯が市業場

小共

同に

模利営事農町協合

経が組お

土用農務業村

設機営農合け

地施用費

対当

盤整械育業にる

基

備対営し該

整備整成経

にる象

認事合等け対
備

るを策対当と

市め業対

推村団行条し該な

イ町

経

都進、体う件当事る
に費

市事知が場整該業
業要の

近業事農合備事

は業費すう

郊若業又事

く産市ををるち

未し生

次

用は総町行補経、

利
資支合村う助費

地利未立

る未確

イ業ア

推資用業

）区用利事

。

サ

業サリ

事リ源

進源資

クイ

イ

壌都
土

ア
公

増県模

能府規

機道小
業除

策事防

対進害

進推

経入着

る導定

な等物

事

２

う事事

の進進

費促促

業

策育当事

内
以
１
の
分

策業要

業対事に

事成該

２
う業をる

行事費す

を

が農す又に

内
以
１
の
分

長策農業るは掲

源庁対

る

サが条業協場当げ

リ

に補も

イ適件生同合該

総合お助の

ク当整産組

２るは掲す

ルと備
合そる。

分別場、げる

にれ補）

の記
１
内掲いれ率

以につぞ助

合シ

総ル

ルク

げてにと

分分

２２
事ム

策テ

対ス

業特

内内

以以

１１

のの

係
に
策
対
別

の
分

第
通
共

内
以

第
通

共
式
様

号
部
１

数
部
出

提
式
様

号

一
〇
二



平
成
十
三
年
五

北 海

業
事

道 公 報

村牛

助町用

補市肉

で
内

。進産

る推生

す

号外第

処策畜を

める対対域展

産産しを産図

、。畜畜

振た

算振物て計のる

予

需合的興め

の興の総画

囲合給的にと、

範総

号

域よ田

事地に水

進着た

作活の

興、業

振り農

業
物力確

月
十
一
日

金

曜

日

協が体

業事団

農会知る

合め

連認

合と

組当

同適

市
策

業対

事化

導率

指効 のな推安予

村村

町町

市

の

で策動生進定算

内対

流、な範

補事向産し的

立
すに通地発囲

助業等 定る

入安図

導るを

のあ

率用組団お助

定した

・

る対

事化牛合体けの

知

産合対当象

が対生連に

な

当事効会し該と

適策

し該業る

と業率若当事

め行対く事に経

認を化
知費す

るう策は業要費
経

体合業事をる

団場事

画合市

計場

が又をが補

、

村作お村

町のに町

市
び当業

畜及る農

が成け

組

興合事同

振総該協

産
推要連

合なに合

総的業

当
は
又
費
経
る

す
要

に

対

物く業

業作し事
業
事
該

補

う着農を

行定は費

を
事がす

合進者助

場促業
合

市を織場

は業組る

又
農団お

村うるに

町行す

当す又

肉は行適助費

が

当

牛町農とるは

用市う
が協め合該

生村業認場
設て以

効肉同るに補

産
具れ
附整、）

た格にのは内

だ納
し庫帯備

農びるあの

、及すに分

会

策進す合
機こ施っ４

を費し

業導経若

事指る

分

２２

るうは

係行く

に

に

内内

以以

１１

のの

分

る

水業体け
費
経
る
す
要

組し該

地同対当

田協に

式

興若該業

振合当事

域

示

。第指

く政に

除農別 共村

式様
様る

号す

）８

式共共共
第第請あ

通通通通申で
者る

第第
様様市合

号号号号が場

共農

式式式式町を

様様
８

第第第

通通政

共

通政に

共共農別

号号号

示

第第第指

通

式様

様様様る

号号号す

第第
通政
共農

式式
号号

一 協連あ農農課〇 同合っ政）三

合には酪産

組会て部畜

をす

限先

期出 出
提提

、

る地る

別す支以庁区た
に区区農

にる庁上の域

指日の所

提提
示２支管わ域と業

数

部期部 出 出出出

提提

庁部

１別す支１

数限先

式

様様様

示
指日

部にる

出 出
提提

式式
様様

式式

日
にる庁

別す支

限先

期
示
指



振
等

羊
ん

め

北 海

事
策

対
料

飼

道 公 報

ス
ー

リ
場

農業
事

号外第 号

進 平酪事 成農業 十経 三営 年ゆ 五

る

業

村
町

市
業

事
策

対
興

が体

町業事団

市農会知

連認

合と

組当

同適

村協 村
町

市
進

推
化

滑
円

合め

と 月り 十創 一出 日

村協
町業

市農会

推

金

組
同

曜

連
合

日

市

合

農

給術給、

自技自村
町

促増協

料証料業

飼実飼

合

総事総組

産進産同

増

す又掲
対費対連

合業合

業とるはげ

知を行農当

農者認場当る

市事行う
場業のめ合該も

町がう
当合協組るに補の

村適

に

農と又同織団お助

、

にる要

業認は組す体け

、団対当す

協め市合る

団村農体し該る

同る町

費

合体が業若当事経

組

お
等に

連が飼協し該業

ー当

村リる

町場け

市農
農滑定

農円策

離ス該

が

す

の進要

等推に

場化等

対当象

業るにる対

継事

当事な

行体し該と

を団
事に経

農し該業る

う若
知費す

協は業要費

業く

費

合が補経

組事をる

同
は

酪又
農当す又

、適助

ゆ村

村営町

町経市

市農
は創農

くり酪

しとが

若

と

協進ゆ

業推営

農出経

業、

推事会

策策合

同事

２２

費、

業社

事費公

進
２２事は
額のの

分分市務定分分

１村に）１１

のの町費
っ内内

以以等あ以以

１

同く事にの

進て

内内推

料対組は業要う

合飼料

、

若対策合知費すち

会

補経次

し策事連事をる

会適助費に

く事業合が

方を経

承業る

、

は業を

２
定合
策場
のう
策行費

当

業とるは

内
以
１
の
分

るに補

のめ合該

者認場

り
す体けの

織団お助

組 う推

連行出

合を創

組業
の
分
２

が合事

会場進

合

農課１
数
部
出

提

内
以
１

合っ政）部

す協連あ農
酪産

農組会て部畜

る同

出出
提提提

、

業合には

庁区たを

数限先

部期出
上の域る地

１別す支以

日の所に区区

部にる庁

指

提提提

示２支管わ域と

す支

数限先

部期出 出出
部にる庁

あ農農課１別

産示

て部指日 畜 っ政）

をす協連

先
出

提

、
は酪

る地る同合

支以庁区た
に区区農組会

庁上の域

の所

提

２支管わ域と業合に

数限
部期
出出
提

一１別す 〇部にる 四

示
指日



平
成
十
三
年
五

北 海

型
環

循
源

資
業

道 公 報

利践

度実

高農

馬酪業
事

用研

号外第 号

月
十
一
日

金

曜

日
推修

村
町

市
事

策
対

業
農

知る市
備

業整

事場

進農

協が体村

業事団町

農会
合め

連認

合と

組当

同適

団

農会公社
会

協
産

畜
農

合海

組北

同人

協法

業社

合酪

連道

産
畜
型
環
循
費源

業資
事

要事畜めの

立
確

市業産るう
体、資

る町を確団ち

す

対に次源

経実実村行立
場策対に循

費践践がう
源合事し掲環

の研研資

施循又業、げ型

う修修
滑設環はを当る畜

ち円
次化整型市行該も産

、

境

に推備畜町う事の環

整にる
掲進事産村知業

お市う備対当

認種に行

改け町場事し該

農め馬
団良る村合業当事

業る
同体推当が又を該業

協

要

組が進該酪は行事に
費す

合馬事事農市う業
事をる

連高業業実町知
がが補経

合度にに践村
修酪適助費

会利限要研

る農農当す又

又用るす

合該

く振は場当

は推。

お助

）対農に補

。興営
る要

行事団けに

を策集
該る

場を対当す

う業に
業費

又う当事経

合行し
協業要

市業事に

は農該

業
っ 団が事

社事策あ
町

は 人当

て 法適
め法
特 海認団

、 北と社
畜 農団北家

酪る人用

道
め酪興

産が道振

畜体海

域家理

費
業
事
策
対 対 協

２規
に外排用

分た制以畜利
つ設

１し厳にせ施

のだ
内環いけ物機

以、しお

環が事に確

境地る処械

業費境資が要立

げ事業

る進

も費確源適す推

る

策

対環と経対

の立循当

額分分

定２２

策型認費

るは

内内

以以

１１

のの

認場当

知進）経場実と
研め合該

事事を費整践

う事修るに補

が業行備

適

けに

当優場業農団お助

費す

額
定

と良合を場体

め合補経

が組をる

村同
るは

羊しす又

ん若助費

事

若羊畜策

会ん農

等く

興会を

く振協業

し等産

知対に除

は

一
〇
五

限先

部期出 出出
提提提

日

部にる庁

１別す支

数

出出

提提提提提提

示
指

限先

部期部期 出出 出出
す支１別す支

数限先数

部にる庁部にる庁

１別 体て政畜

示示

指日指日

り行には部産

庁区たを

所に事うあ、酪課

の域

提提

管わ業団っ農農）

上

別す支以

限先

期出 出
指日の

にる庁

示２支



北 海

子酪体通算

囲利の融予
範

で家補農質のの

内大

営化滑囲

補畜給経強円

す営業及に化内

助経事

る体び必をで

道 公 報

政 食対と応備

急年対整

事場た図

令 肉策畜しを

理業法とる

第 処
施施畜た

設行場め 号

号外第

新ル牛需上内

デな向囲

及に図補

需事乳要をで

じたす

適び応る助

要業
型製ためる

合乳

号

平
成
十
三
年
五

用なる助

。質肉要図補

経金める

化牛資たす

強

）

村
町

市
金営の、。

資

生衛予 の

衛令の、

理和設の 正

管昭生算 改
に備範 緊

牛予

乳品乳、。

村
町

市

良新資の

改のの算

牛等

団

市農会知る

モた質範
当

同適

村協が体

町業事

合め

連認

合と

組
月
十
一
日

金

曜

日

該

市牛営契当

用経のる
子

村営質に利

町経体約
給

融行化り補

がを強よ
要

機農金子に

資う資利
る

かにつ給す

関家に補

要

酪通当行経

ら融きを

市事業費す

策事業

を対補経

業町業のをる

村
が行象助費

新費

食う者す

需

肉とをる

要

場く合

合育処畜除場

適

お

受法施設。に

型種理

践衛者にけ

精実設置）

るう

当モ当事費すの
卵

適補経ち

農とデ該がを

事業当助費、

業認ル事

同る業をとす又次

協め

当掲

組団を行認るはに

る合該げ

合体行うめ場

場業団に補る

連がう農

会需合協体お助も

合新

る対

若要若同にけのの

し適し組対

平にら

度けのはパ度け

年セ成貸れ

にらに、ー
ン元した

貸れあ

したっ

ト年付も 付もて

合

経れ融場

農さ該う費

家関お

又大機に

営た資
給たのき算

肉畜とけ

は
す

資のた

市るの融融次し

象機残割額昭

町当対資

が利と関高合以和

村該
交子なごにで内

生対る

付補っとつ計年

導モ

理等、該

入デ管国し当
該業

デ事緊の当事

モル

事費対助事に

ル業急補

合し当象

内
以
１
の
分
３

は型は若、該と

く合く

該業る

知乳市し当事な

改村は事に経

事牛町く

分
２

適良が知業要費

が

のは）

等て内

内
以
１
の

い以
つ１
にの
備分
整３

第第第

通通通

式共共共 別

式式式

様様様

号号号

通通通通に

共共共共共
示

第第第第第指

通
６

様様様る

号号号号号す

共共

式式式式式様

様様
第第第

通通通

共
６

共共共共農別式

号号号

第第第指

通通通通政に
７示

第第
様様様る

号号号号号す

共農

式式式式式様

様様
７

第第第

通通政

共

期出 出出
提提提

号号号

る庁

１別す支

数限先

部

式式

様様様

示
指日

部に

先

部期出 出出
提提提

式
部にる庁

１別す支

数限

提

式式式

様様様

示
指日

数限先

部期出 出出
提提

指日

部にる庁

１別す支

示

一
〇
六

は
告。
報い

績な
実し

要
、



平
成
十
三
年
五

北 海

範

補酪活のの

子の通算
内

事経化滑囲

給農性円
図補

及必をで

業営に化

び要

道 公 報

活
営

経
畜

家
大

号外第 号

月
十
一
日

金

曜

日

める

用資たす

肉なる助 性

営融予

経の、。

牛金
経契当

村
町

市
利

金
資

化

子

経活に利

牛営約該

用
資利給

を化り補

営性よ
す

農に補要

う金子に

行
当行経

にきをる

家つ給

融
が
村

町
市

通該う費

融
酪
ら
か
関
機
資

平にらに

のはパ度けの

あセ成貸れあ 年 に、ー
ン６したっ っ

ト年付もて て

お

た機に

れ資合

さ融場

き算

畜のる

家とけ

大関
す給たの
のた度け

るの融融次し

残割額平にら

当対資資
関高合以成貸れ

該象機
なごにで内５した

利と

農
補っとつ計年付も

子
市

肉
は
又
営
経

ー村

はパ度けのはパ町

年セが

、ー平にらに、
ン交

年セ成貸れあ

ン４したっ

ト付 ト年付もて

らに

度けのはパ度けの

貸れあ

にらに、ー平に
３したっ

貸れあ年セ成
ン したっ

ト年付もて 付もて

年セ成

に、ー平

のはパ
ン２

あ
っ

ト年 て

第第
通通
共共

第
通
共

式式
様様

号号

式
様
号

一
〇
七

別す支

限先

期出 出
提提

数
部
出

提
示
指日
にる庁

報
績

実
。

い
な

し
要

部
１

、
は

告



の、

養事養金め

給資た

営通算

経経融予

豚業豚

定安円範

安ののの

営

北 海 道 公 報 号外第 号

平
成
十
三
年
五

をで

金に化内

資定滑囲

補なる助

子要図補

利必

村
町

市

月
十
一
日

金

曜

日

費

市家当行経

農きをる

資合

村融融場

町に該う

資れ関お

融さ機に

が通
契当

関養のる

機たとけ

養営に利

ら経約該

か豚
利給

経定り補

豚安よ子

行に補要

を金子に

営資

融融

す給たの

うつ給す

はパ町当対資資

市るの

年 に、ー村該象機残

の
あセが利と関高

ン交子なごに っ

ト付補っとつ て

にら

度度けのはパ度け
貸れ 年 及にらに、ー平

び貸れあセ成
した ン したっ

ト年付も 年付もて

、ー平

はパ度けのはパ
セ成 年年 、ー平にらに

セ成貸れあ

ン ン９したっ

ト年 ト年付もて

らに

度けのはパ度けの
れあ 年 にらに、ー平に

貸れあセ成貸

ン８したっ したっ

ト年付もて 付もて

セ成 年、ー平

はパ
ン７
ト年

第第第

通通通

共共共
提

式式式

様様様

号号号

数限先

部期出 出出
提提

指日

部にる庁

１別す支

示

一
〇
八

は
告。
報い

績な
実し

要
、



平
成
十
三
年
五

北 海 道 公 報

養給養資たす

補なる助

経の、。

豚事豚金める

活の通算

営営融予

経業
性活のの

号外第 号

。
る

す

月
十
一
日

金

曜

日

化内

資化滑囲

化性円範

子要図補

利必をで

金に
きをる

農つ給す

村
町

市

該う費

町に当行経

市家
融さ資合

が通融場

村融
とけ

機た関お

資れ機に

ら経契当

か豚のる

関養
養営約該

にらに、

はパ度けのは

セ成貸れあ 年年 、ー平
ン７したっ

ト年付もて

らに

度けのはパ度けの
れあ 年 にらに、ー平に

貸れあセ成貸

ン６したっ したっ

ト年付もて 付もて

り補

経性よ子

豚活に利

行金子に

を資利給

営化
す給たのき算

うに補要
資のた

市るの融融次し

機残割額平

パ町当対資
と関高合以成

ー村該象
子なごにで内５

セが利

ト付補っとつ計年

ン交

に、

けのはパ度けのは

れあ年

らに、ー平にら

れあ年セ成貸

ン４したっ たっ

ト年付もて もて

き算

貸

割額平に

のた度

次し
計年付

で内３し

合以成

第第第

通通通

共共共

式式式

様様様

号号号

一
〇
九

限先

部期出 出出
提提提

日

部にる庁

１別す支

数
。
報い

績な
実し

要
示
指

、
は
告



１ 別

補 記

平年市給

給
２

の

年市の
町対成町
対 村象８

ーーが がと年象 パパ村

っ月な セセ交 交な７と

トす すた１っ ンン付 付
る融日た ト

北 海

１
記

別

平 １

成
に

等
雨

豪
年

道 公 報 号外第 号

平
成
十
三
年
五

金金当 当資の融 資資る
利 利高ひ残

該 該残降資
補 補つうに

子 子にょ高
費 費年にき

給 給き等つ

よ年 の の

る ４パ 分天

３にー の セ の災パ 分 ー
ン に係セ

金
資

る
係

に
災

天
る

よ

ト

月
十
一
日

金

曜

日

割 当資ト 相 の 相るン に
る で る割 す 合 す金の 当

融計 と 算 とで 額 計 額合
機 額 機し 資 た 資算 融 し

との ご い ご額 関 の 関た
当 か 当ず の れ のい と ず

子低 利 い 利か 該 低 該れ
年市

補額

２３

補子い 額

平年市給平

の成 町町 成

対パ 村村 ８

と７ ーー がが 年象年 パ

パ

額
月な月 セセ 交交 ５

年 にらに、ー

度けのは

貸れあセ
ン したっ

ト 付もて

、ー平

パ度度けのはパ

あセ成 年 ー平及にらに

セ成び貸れ

ン したっ ン

ト年 ト年年付もて

に、

けのはパ度けのは
あ 年年 らに、ー平にら

れあセ成貸れ

ン９したっ たっ

ト年付もて もて

８し

セ成貸

ー平に

パ度

っ以 ンン 付付 ト年付

ン

るる 降た降 トト すす 以

低 金金 当当 の融の 資資
、

利利 温残温

該該 低資

照

補補 びに日

子子 及高

足

費費 照き不

給給 日つ

及

のの 不年

足

び 等
よー月 のの

にパ８ 分分

るセ大

災トに 相相

天ン雨 にに

係割る すす

にのよ 当当

資で災 額額

る合天 るる
資

算係 融融

金計に とと

金 関関

た資 機機

しる 資
の ごご

額

一
一
〇

該

れ 当当

ず のの

い とと

子い子

低 利利

か 該



７額年市７た

らたらし

市

平 町年額 町年

成 村目 パ 村目

十 ー がまがま

三 セ 交で交で

年 ン 付年付年

五 す す

北 海

年市７額次年

らしらた

７た

町年世 年額

村目代
家 ーー まがま大 パパ 目

ン 年付年畜 セセ で交で

資 ンす

道 公 報

年市７額次年市

たらた

町

額

町年世

村 村目代
担交 ーー がま負が パパ

ンン 付年軽付 セセ 交で

減す す

号外第

次年市７次年市７

らら
町年 町年世 世

村目 村目代
ー スがま自がま パパ 代

年 セセ ー交で作交で ー
ンン パ付年農付

維す ーす

号

１
記

別

平

補額
３

認

と度

象年

対９

の成

給
た

っ定

な

ト月 る るパ資十 ー金 当当パ

一 セ 該該ー

日

助ト ト 子子ン ン 利利セ

年 のの８ ８ 成成、 、 助

金

か 象象目 目 対対年

曜

ななら ら ととか

日 っ っ
ト

年

ト金 る 資パ資

セ ー該び 金ー金 パ当及

助代 ト ン子世 ン セ利次

年 ８の豚 ８ 、成養 、 ト
かとか 目象金 目 年対資

らなら
っ年

ト 資る ト
金ー金 当金当 資パ資 る

助 ト 子子 ン 利利 セ 該該

対対 年 のの ８ 成成 、 助
なな ら とと か 象象 目

っ 年 っ

ト ト持る る

金ー 資当資当 資パ資パ

利利 セセ 金該金該 金ー
の、 助助 トト 子子 ンン

対対 合年 のの 割８ 成成

算ら とと 計か 象象 で目

なな し

つ
に

高
残

資
融

た年 っっ

年
き

農農目 目 たた年

セ
ー

パ

年 年 者者で で 業業ま ま
ごご
と と
のパの

残セ

資セ資ー

融ー融パ

にのにト

高ト高ン

残ン

年た

き合き割

つ割つの

年 で者で ま業ま 目農目

年ご
と
のパ

ト

セ残ン

ー資セ

パ融ー
き合

のつ割

トにの

ン高

で 業業 ま 農農 目 たた
割

ごご 年 者者
と と

残

資セ資

融ー融

のパの

割つ

にのに

高ト高

残ン

農農 額目 たた

き合き

つ

ごご年 者者で 業業ま

とと
ン

資資セ

融融ー

ののパ
つ割

ににの

高高ト

残残

で
合

割
の

ト
ン

きき合

つ

貸合

ず
い
の
額
た
し
算
計

日算日計

付計付で

貸で
かしか算

市７額年市７次

らたら
町年世 町年

村目代
担 ー がまがま負 パ 村目

で付計

合貸で

交で交で

算かし

計日算

７次年市７額年

ららた

市

町年 町年世

村目

がま自がま パパ 村目代

貸で貸
交で作交で ーー

２

かしか

日算日

付計付

年市７た成次年

らし平

リ

世 町年額 フ

村目年代

ーー ッがま度ス パパ レ

付計

貸貸で
シ交で認ー

たらた

かかし

日日算

付

年

年市７額年市７額

ら

町 町年

村目 村目

交で ーー がまがま パパ

７し
ら算

い
低
か
れ

交で

町年た

年市
村目額

付年軽 セ ー交で

パがま

減 ン 付年

す すト資 る

ー金ー 当当金 パ資パ る
子子 ンン 利利 セセ 該該

８割 成成 、の 助助 トト

象象 目で 対対 年合 のの

付年 セセ

ら算 とと か計

ンン 付年農
維すト すト 持る

ー金 当資当 パ資パ資 る

ン 利利 セセ 該金該 ー金
成 の、 助助 トト 子子 ン

目 対対 合年 のの 割８ 成
セ

算ら とと 計か 象象 で

ー ンン ュ付年定パ セ

ト 資す ト

資 金る
セ

該ー金 金金 当パ資 資

年
の８

成、
助ト
子ン
利

年付年 セセ

とか
象目
対

ンン 付

す すト トる

ー金ー 当当 資パ資パ る

子 ンン 利利 セセ 該該 金

８ 成成 、、 助助 トト 子

象 目目 対対 年年 のの ８

セ付年

らら とと かか 象

ンす
トる

ン 子セ 利ー 金該パ 資当
目 象年 対８ の、 成ト 助

し なな か と

っ

ま 農農 目額 たた 年た っ
ごご 年 者者 で 業業
と と

一 のパの

一 融ー融

一

に

高ト高

残ン残

資セ資

なな

にの

し
農農 額目 たた た年 っっ

ごご年 者者で 業業ま

とと
ン

資資セ

融融ー

ののパ

なら

ににの

高高ト

残残

っ
ご年

者で
業ま
農目
た年

と
の

にト
高ン

残セ
資ー

融パ

なな
っ

ま 農農 目目 たた 年年 っ

ご 年年 者者 でで 業業 ま
ご

と と

資セ

融ー融ー

のパのパ

高ト高ト

残ン残ン

資セ

っら な

にのにの

年 ごで 者ま 業目 農年 た
と
の
融

割つ

にン
高セ
残ー

資パ

付計付

貸で貸

き合き

つ

合

つつ割

かしか

日算日 日算

付付計

貸貸で

きき

貸合
き割
つの

かかし

日

つ割つ割

か算
日計

付で 付計

貸で貸で

き合き合

かしかし

日算日算

付計

日で
付合
貸割

きの
つト

か計



年市た年市７

しらしら
町年

７ た

町額 年 額

村目 村

で ーー ま ががま パパ 目

ン 年 付付年 セセ で 交交

ンすす

北 海

年市７し年市

しら算ら
町
７ た

町年た年 額

村 村目額パ目

ー交で交 ーま パがまが
す ン年 セ付年付 セで

ンす

道 公 報

７ 次年市た年市

らしら
町

７
町額 年年 世

村 村
まま 大がが パパ 目目 代

付 セセ でで 家交交 ーー

資すす ンン 年年 畜付

号外第

年市た年市７

しらしら
町年

７ た

町額 年 額

村目 村

で ーー ま ががま パパ 目

ン 年 付付年 セセ で 交交

ンすす

号

７ 年市
ら

平町年

成村 パ目
十ーま が
三セで 交

年ン年 付

五すトト るる
ー ー 金金 当当パ パ 資資

子子ン ン 利利セ セ 該該
割 ８

成成の 、
助助ト ト

象象で 目
対対合 年

のの

なな算 ら
とと計 か
っっし

トる トる資当パ
セ ー 金該該ー パ金 資当

助助ト ン 子子ン セ 利利
年 ８ のの８ 、 成成、 ト

ととか 目 象象目 年 対対

ら ななら か
っっ

トト 金るる 資資

該該 ー 金金パ 及当当 パ
子子 ンセ 次利利 セー び

成成 、ト 代助助 トン 世

対対 年８ 豚のの ８、 養

とと か目 金象象 目年 資

ら なな らか

っっ

トト るる
ー ー 金金 当当パ パ 資資

子子ン ン 利利セ セ 該該
割 ８

成成の 、
助助ト ト

象象で 目
対対合 年

のの

なな算 ら
とと計 か
っっし

ト 月る 資 十金パ 当

一ー 該

日

８ の
、 成

ト 助
ン 子

セ 利

金

目 象
年 対

曜

ら な
か と

日っ

業 ま
農農額 目

たたた 年
ごご 年

者者 で
業

とと

のの

ン
残残 セ
資資 ー
融融 パ

き 割
つつ の
にに ト
高高

た年

き

ま 業業ま 目 農農目 年 た
年 ごご年 で 者者で

とと
の の

融パ 融

高ン

残ー残セ

資パ資ー

つトつの

にンにト

高セ
きのき割

業 ま目 農農 目年 たた 年

年 ごご 年で 者者 でま 業
とと

のの

セセ

資資 ーー

融融 パパ

にに トト

高高 ンン

残残

た 年

きき 割割

つつ のの

で
業業 ま

農農額 目
たた

ごご 年
者者

とと

のの

ン
残残 セ
資資 ー
融融 パ
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加業水値

産
設品大

施

号

る

管たす

要る助

重図補

展

方算
）予

点、。

理め

に優沿、。月 掲良岸予開十 げ事漁算事一 る例業の業日

村
町

市

他をの範

金

曜

日

興く日海

たす振低い本
海域

、。特、本地

める

市

、

算対つ地漁

予別か

体
団

る
め

認
と村

当町

適

を業し

経のき意性光ま

囲づ工活とい

営範浜・

連産

定内く夫かの水

安

区を合ー

、

をでりしし
漁及

町以域行、プ

市２

支

のわ漁業び

村上にう

長

町り協等庁

市た業者

さ

の業組ルが

村事同グ

性水

化全、

度安せ

高の

範
式の

村
町

市
急や産

緊

町
市

費

をで
入内

導囲
の

は

と
当
適
が
事
知
は
又
村

合費当

して該要業組業

行青を該

く当事す市を
村う年補補

は該業る町

費が漁部助助

支事又経

費当新業等すの

庁業は

象

がを該日協のる対

長

ル合と

適補補本同グ場

漁合ーにな

当助助海組

る対業若プおる

とすの

行
め場象振しにけ事

認

い町う

等おる行し道市

はき村漁

にけ経２うく
業支いが業

対る費以漁

該の協庁き北協

し当上

組

当補市同長浜海同

て

くい合

該助町組がづ道

、当りき、

事の村合適

象区漁と事い漁

業対の

者

をと域業認業き業

費

事同者
補なに者めを浜

水年町を合組

市業組の

村行、織

物く
製。産

がう水す 造）加

加団

業に工パ水漁産る

加協工体

者あ業ー産業

っ者セ

同は すて及ン工同協又

設合組漁 りはびト施組

合高、合業 身、組）

製

資国
進

営

規 経

員 制

業 規
金際従

年定年
が 安

模

資

対る業

栽
が
者
る
め
認 人

特はし当に

る合と興く

おる別漁て該要

団にな

る

にけ事対業当事す

体

事又経

対る業策協該業

以
１
の
分
２

し当に事同

グ

助るわ等る行づ等

内

場りル

す事たグ団うく

ーが合事ー

る業りル体

要業プ北又業プ

場に事
２

にすを若海はを若

合

に度水、者

内
以
１
の
分

グ 業
）あ化産水の 造
人

急工加ル 者
をっ緊加産

プ

えは対業工ー を
超て

１
の
分
２

除る、策協業

内
以

金
パパ

産

ンン水

セセ凍

ーー冷

第

まに通

９別式共

トト

様式

る様

す号

示２

で指

水そ

号
２

で第

ま通

８共

通林林の

９別式共共水

で指第第第第１

まに通

１２か 示

様様様そ

す号号号号ら
水そ

様式式式式の

る様

第１

通通林林の

共共水
１３か

第第第

共共水水そ

号号号号ら

に通通通林林の

別式共

１２か

指第第第第第１

示

様様そ

す号号号号号ら

式式式式式の

る様様様
林のま

共共水水そ８

様

か

第第第第１で

通通林
１３

通

共共共共

号号号号ら

第第第第

通通通

２

式式

様様様様

号号号号

通通通通

共共共共

式式
第第第第

２

数
部

出
提

式
様

号号号号

一 正二 副一

式式の

様様様様そ

部
２

部期出 出出
提提提

式式
にる庁

正別す支

数限先

様様様そ

部示
２指日

副

出
提提提

式式式式の

様
別す支

数限先

部期出 出

様様

示
指日

部にる庁

１

出
提提提

式式式式

様様
別す支

数限先

部期出 出
示

指日

部にる庁

１



北 海

囲
範

の
算

予
、。

める

道 公 報

、地

沿事沿し村

善進漁

業岸の

漁漁沿域

岸業岸

村構業性

漁の漁活

業

号外第

で
内

囲
範

の
算

予

号

一種漁
魚培

平定及業 成のび等 十技地の 三術域推 年水に進 五

を

振造の化
す

助
補

で
内

を及る

構善興図

興改振 助
補

村
町

市
改促びた

造

準おを
。

る
す

月にい図 十達てる 一し、た 日

が
事者

知る
、

た栽め

金

当
適

曜

認
と

日

エオ

め

岸業養水漁燃水

沿漁
費

保等情

漁近殖産船油産

化設度全補報

場代施鮮

施度

理推整保修給高

管

事施施設利

強進備持理

化施

象にアイウ

漁組場対次

資

振等にと掲持

村合合

養源

興におなげ続沿増
漁殖培

構対けるる的岸
業場場養

造しる事も漁

に生環造推

改て当業の

該事要産境成進

善当該

設

業事業す環保改施

事
事

１２

を業又る境全良

沿た

町漁の町を

市岸め市業

導がう

成村業指村行

育

合

場漁村に沿場

漁が漁
協興す漁又

管業振要岸
経漁市

費同構る業は

理

場象掲

合改費村町

組造

るも推育

になる

合とげ

る業活強

け事の進成

お
事す
該要費費

当に動化

組

培村同
は費
又経
業る

漁に

地培等

業栽合

漁が
事域て

開地し

展業対

域

業

行事事

を開該

業展当

施

施設業設設整用

う業

備備事設

設整費整整備
費備

備事事事業整

整備

業費費費事

事業業業
２２

のののの

分分分分分分
以以

６６６１１６

のの

内内内内内内

以以以以

業備

行費は経整事事整

事費費事

うを当費備業

業助補う業業

漁補該の

同るの、

協す助ち費費
以

６６６

ののの

分分分

が

に善振村

内内内

以以

実造岸

し業構沿

対事興

２
うの善業

行施改漁

て

１１

以のの

１分分

の３

該う
当の

内内

）以以

内

業に

対に
の次
助、
補ち

性 ２

だシ着い

分分たニ定つ
化は

１４しン強て

のの
内内湖培事３

以以、栽

合行を

場を費

沼漁業分

る

市業す

は漁助

又う補

指

のまに

そ９別式

町協

の様

そる

らす

か示

１で

の水
ら

か
１で
のま

そ８

第第

通通林２林

共共水
１２

第第
式式

様様様様

号号号号

林２林

共共水の水

式式
１３

第第第第

通通

す
示
指
に
別式

号号号号

第第

通通通

共共共
様

る

第
共

式式式

様様様

号号号

第第
通通
共

式式

様様様様
の

そ

号号

部期出 出出
提提提

式式

林培課正別す支

数限先
日 振 、務）副にる庁

は に
産栽興部示

水部２指

の所に事う適め
っ

２支管わ業知当るあ
体て

以庁区たを事と団

式
様様

上の域り行が認

限先

期出 出
提提

式

一別す支 二にる庁 二

示
指日



平
成
十
三
年
五

北 海 道 公 報 号外第 号

月
十
一
日

金

曜

日

サ

油産養

養水漁燃水蓄
費

設

施鮮保等物施

殖産船
保修給工整

設度全補加
設理事

備持理施処備

整

イ

事施施

い漁つ漁築種漁

担せ費

管

協手場及場い苗場

漁

事産理

合対のび環そ生

害管業施強

併策耕有境

業ん生理費設化

施事う

改費、物施整施

設

漁営水水水運事

費費備

廃施費

業漁産産産搬業

合導荷度棄設

総指物鮮

管拠さ保物

き施理舶

理点ば持処船

施施

設漁

カア

用経協

事業備持活業漁

的支営合

業水費高事続

情費漁援・併

費産度業

業い策

棄報業事担対

廃

業

等業産費手事

物漁生

処総環対

作

用等

業労

費漁漁

業費

整施業

管理

保管

業業

作

整

費整整備設費

業設設
業費事

事事業備

備備事

費費業

業
２２
のののの

分分分分分分

以以

１１４４４４

のの
内内内内内内

以以以以

の整事整

修整等設備設
費事

業、除備業備

事地

費費

ゅ事業業

費し去事

２２２２２

ん業

のののの

分分分分分分
以以

６１１１１１

のの

内内内内内内

以以以以

設整設限

設設施設施に

備。

備備整備整る

整整
業業事業事）

事事備事

２

費費業費業整

のののの

分分分分分分

以以

６６６６６１

のの
内内内内内内

以以以以

業

施管整事

理合境策費

備設業

整施事費

設理備
２

事整施
以

６６１

ののの

分分分

施

設養

施休

内内内

以以

業備

事整

備設

整
内内

以以

６６

のの

分分

一
二
三



北 海 道 公 報 号外第 号

平
成
十
三
年
五
月
十
一
日

金

曜

日

イ

事体事体村水

備備漁費

観物

験業験業験景産

体
水漁養対荷

型費型費型

物用施事ば

産業殖策さ

荷作設業き

沿
ア

出高事漁域

海備備岸地

業荷度業業水

海水運事
施費資情費地産

水製搬

交

理）設材報域物

処造
施整保漁活

総化事

設備船管業性流

事舶施

ア

水水蓄

用産流費費

活水
流等産産産養

支物通水

加設

事通改物鮮物施

援

施さ保工整

業高善荷度
理事

化設ば持処備

費度

ウエ

事整き施

セソタチ

新施漁性業

備費泊女漁

荷業規設業等経

事出漁

・

費資用就を研の営

業

く施位担

材作業除修地

管保活。設向い

保業者

施管動）整上手

シス

処造施

水製搬

海水運
海

施整
理）設

事舶

設備船

整

ば保備設

さ業整費施

設費事

施施業備

き管事
分分

２２２２

整整業

設
１１１１

のののの

分分

事業
内内内内

以以以以

限整管業費

滅業に設合

。事施

海る備理費

菌費

２

冷整費整

・）業設

水
２

４１

のののの

分分分分

内内内内

以以以以

１４

設整設費

業備施設施業

費備事備

業整備整

費事
業費業

事業事

２２
４４

のののの

分分分分

内内内内

以以以以

１１

事事策

設施拠整備等対

整施事業業事

整設点備
費施

事備設業費費業

備
業事

２

費業宿設

２２２

のののの

分分分分分分
以以

４１１１６１

のの
内内内内内内

以以以以

水。

海る

菌費限

滅業に

冷整

・）

２
内内

以以

１４

のの

分分

一
二
四



船漁漁整のる

地を船図

平 揚港村備保た成 場の集し全め十 整恩落、と、三 備恵に沿操予年 事にお岸業算五

北 海

村の

漁水と漁算

盤る予
活囲

漁業ての範

港産し
化で

活持役性内

村のの

性続割

道 公 報

環総

落村

集漁

業港

漁漁

号外第

び進と算

の落及促化予

お漁にをの漁

漁漁機に
増け港よ総範港

村業能
産進る景る合囲環

総生
整基と生観漁的内境

合
備盤そ活の港にで整

号

業浴け漁のの月 しる業省範十 な船者力囲一 い揚の化内日

村
町

市
辺場漁をで

金

曜

日

対発担図助

化的をを補

事のてたる

策展っるす

境合

村
町

市
業基いめ。

補備

業業

事事

備備

整整 る助事

事での環美環図
のたす業

業あ背境化境

の改全快める

る後の保

町
市

港集善の適、。

漁

市市組にな

は同合と

村

にけ事

指町町合おる

の

に

にがが対る業

導村村
揚揚て該要

要船船し当
該業る

る場場当事す

す

費

費備備事又経

経整整

１２

業業費当

事事業は

す助市漁

行対業助補う

事同るの町港

市う策協

村合業組場対村漁

町場

漁活

が又の合合象が村

おな業性

漁はう等にと

漁対ける協化

港市ちに

村村村しる事同対

漁町

合事

活が振て当業組策

る本る本

性漁興当該に

づ市経計市経計

る業基
画き町費画町費画

経計
の又実村のに村のに

費

づ

うは施がう基がう基
、き

ち漁す行ちづ行ち
漁漁実

、港るう、きう

施村港施

漁環も漁漁実
集す総漁す

港境の村業

備合落る合村る

環整総

市
整事整環も整総も

境
整
合
総
村
漁
う
行
が
村

町

美

作づ

用ら

業む

漁い
費し

ををを該

管対

保り

業く

すの

うう助助

行行補補

又協場象

合業る対

場漁

事要等業

内
以
１
の
分
２

策事業すに実

化港対該

策村を業又る対施

対漁

てた

事活行費は経しの

補該行め

業性うを当費

２推つ４２

を化漁
施て内の

分漁進い以分
以

１空設は）１

の村
以間整

合の

造にの

内創備分内

事整事整

備業備境の備
に事

業本業備業備

事基
体画要業要業

全計に事 に
業
事
備

事にす基す基

２つ１

す
要

は）

の肥て内

分堆い以

にの

内設分

以施３

１化

事業

備事

整進

設推

施策

１１

のの

分分

２２

業費

共共水水そ９

内内

以以

第第１で

通通林林のま

１２か

第第
様様様様そ

号号号号ら

共水水そ８

式式式式の
第１で

通通林林のま

共

１３か

第第第

共水の別式

号号号号ら

第第第指

通通林２に

共

１示

式様

様様様る

号号号す
２に

共共水の別式

式式
１示

第第第指

通通林

共共共共別式

号号号す

第第第第指

通通通通に
示 ９
様様様様る

号号号号す

共共共別式

式式式式様
示

第第第指

通通通に

９

の

様様様様そ

号号号す

出 出出
提提提

式式式式

数限先

部期

一 正別す支二 副にる庁五

様

様様様る

部示
２指日

期出 出出
提提提

式式式
る庁

正別す支

数限先

部

様様る

部示
２指日

副に

出出
提提提

式式式様

様
１別す支

数限先

部期出

示
指日

部にる庁



た範複対本

浜又しの進
周

の死市囲合策道

へは

で資業辺

座亡町内的事
域

にの等補源海

礁後村

際埋に助管

北 海

を湾

海事鯨理の

進処類

ほの円内

産業類

類害出にの

乳損救滑へ

混等及行迷

道 公 報

浄の範

進で金のの境の

進化改囲

す補漁造漁促
集、と善内

る助業成業
業落漁漁をで

たす集事

。排排港村図補

める落

予水水及地る助

、

号外第

市業る

業活を々都漁め

じ資と地た

元漁性はな

地をめ源漁域め

気業化

方

漁域図地を村のの

な

の興策

村のる域活と振

づ実たに用

号

助
補

平す 成る 十。 三
年
五

しる型お

し設対す理に

業る

、を、。漁け

て等

う入
出施算促主

救実予

め混

等填死た、

獲補び
の鯨、

理後、獲

管）亡
合

組
同

村協
町業

市漁
促

のめる

算事施び域たす

償の辺生、。

の業設周
域環算

囲還整水活予

範

し交をの

村
町

市

内基備

、在た流円検

く態め存

推即水す活活滑討

りに

進推

進し産る動動にを

村
町

市
事た物様、、

月
十
一
日

金

曜

日

埋

掲湾類混を

に鯨類

次

又

るに、さ設

げ内を獲
焼

費いきたは

経迷生れ
ま座す

んま、却

込たり

市地事
る水

り逃礁る

だ

基

が償還

村債償

町方業
めの

、た）

うの金

行還
落金に

集基成

業の造

漁

経
がる

村す
町要

市に
業

分
４

村
漁
な
気
元
う費
行

て費

、がし経

内
以
３
の

れだ

さ費ん

獲経死

混す

れ分

経施のず２
た鯨

費設
を％かの

水く額い以

雨除の低１

要

水）い）

排。の額内

排

費

業集経

事業る

水漁す
集還て度水

係排
に落

額漁業

分市落基るの事

村水にと業に

の町排金
前落し

以が事積、集要

業償立年排た

内漁業み

１
の
分
２

事
進
推
り
く
づ
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通通通

式共共共
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以

第第
２

共

式式式
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共共
２
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示

第第第第指
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２
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す
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様
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木事強木造

策成構

平 材業化材改成 産事産革十 業構業業に三 構造）を対年 造改営す五

北 海

事
進

推
動

活

道 公 報

・
集

収
報

情

号外第

者組範指

業取の

漁の算
で普

ら促内・

自を囲導

よす補及

に進

号

し域

魚図用地

要を利の

資産い漁

の水ての

種り

むる

の源た実

源資く業

改革月 革企者取十 特業が組一 別群行を日

産
材

木
対育う支

金

を
業

曜

む
営

日

業団

市漁北同漁る

業

者

村協道合者体

町業海組
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組導合が

同指連等

業
事

報
広

協す

業織

合漁

組町業海組

同市漁北同
合

連同指連

合村協道合

啓

協
業

会合漁会

合組導

める事

資たす発

るる助

市漁北

理予
管、。業

源

組導
同指

村協道

町業海

そに

回をめ態

協
業

合漁

増的ぞし

、続れ即

復持

木革成

と改育

大にれた

事

事産別化

る材特強

な

営事に

にを策業

業業対
る

る者のす

すむ業要

要

う構費

費行ち経

経がう

団に

合と業団村漁る合

協体お

にな市協体が業
動同にけ

おる町同が活
動推組対る

け事村組活
連推進合し当

る業、合
業合進事連て該

当に漁

す協会事業合当事

該要
業る同、業を会該業

事

は

又経組漁を行、事又
費当

は費合業行う漁業

業を事連
当、者う漁業

に市協行業合

う対る業
該要町同うを会

漁し当
当事す村組場行に

業て
同該業る、合合う対

協

て

組事又経漁連又漁し
協当

合業は費業合は業

が町同該

、費当協会市

補組情村組事

漁を該同

協助助合報が合業
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同すの、収情、費
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村組又

町同合

市協場
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業合町

漁連市

、合
合導導

組指指
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協

企
産革
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木造
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以
１
の
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２
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構業
業

補
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収業補

組る対北集報漁

道広集協助

合場象海・
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場

会おる導事広組る

合

北普普
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道事事
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漁行行
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通通通通通
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提
式
様
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て林林上内

し森森向囲
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的推るたす

画をする助

か進総める

北 海

し、。森一

対森とめる

事とくて予林定

策山づ

の業域

業海りの算施区
団

結推林範団の

をを森

ぶ進造囲地

道 公 報

業木道発算豊

事と開予
欲範な

材材内意のか

木

と

業業材の囲海

産産木
技連上で森

技の関向内

術

号外第

と活拡囲

に普と携要範

確・も動大内

木多的及

需化に宣にををで

材様

る助

要す対伝、強図補

務したす

促る応活工化

進消し動

号

し構囲

援の範

平、築内 成体をで 十質図補 三のる助 年強たす 五

算

集、的予

つし合、。

ての範

的っ能の

団も機

で同を

河し成内共地
な

象

周環図補化対

川、を
財たす業と

辺境る助事

補づ

合
村組

町林
市森

の

度の業図助く

高術企を
技たる総

化高のるすり
市

、

進化術め。合

促度
を体林林町

木業団森森

木む合合

・営組組村

材
び

製及会

品業合

製企連

。

対費たを店、める

造

と材予

策者総実等木、

ー的すのの算

事ニ合施

織
木組

ズなる連需の

業
等

者体
業団

連る
関す

材

いめる

の
月木、。 十材予 一産算 日業の

金

曜

日

」る対市共

を森すの地

と村化

う整場象町同

行

業

合事にな又事

場備合
をけ事森に

又業おるは

に組す

市行る業林要

は

経

村森該要合る

町う当
組業る行費

が林事すが

森産町

木、材市

体木費
術

木組技が

・林業村

材
製合

化は

製は度を

品又高魚
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造森
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木
対要広

業進に伝

連促動
限

の事るに
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者
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織の費る

組業経

をには費森

魚合又経う
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ぐし該施

は対当林
１

の
分
２

む助助団

く補

企合に」

む連業森

内
以

る事

及がす備

業会要整

団う経業

び行
２

内内

以以

１４

のの

分分

体地ル

団、デ

るちモ）

２
う住の

行材宅
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村除水別式

内
以
１
の
分
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。第指

通通申でく林に
示

第第請あ
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林
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式式町を式様
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第

通通
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号

第第第指第第
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示
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共共

式式式様式式
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号号号号
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共共共
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通
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共共共共共

式
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通
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２
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様
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成
十
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林
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の森める

開

林的営算道

有理経予

事

開生合範設

のなのの

発産理囲

号外第

る助林

の森を体化図補

び推たす道
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解し林進める事

意の進

予

参消、産す、。業

・
施つ者体算

加、か業る

に

号

町事町備

市進市整
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森の画

村業村計
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月
十
一
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金

曜

日

で

及を化内業
合

組
林

森

しる助

林進図補

び促を
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村
町

市

物、たす

産
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事携築内
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画じ、

計応し

備
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の
業

村
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市
化森家
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業
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設
開
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森
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又
村

行要
がに
村業

町事
市進

林
森
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る
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五

森
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村
町

市
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事
備

整
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事
備

整
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組
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村
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市
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村法

町備
市整

林
規

、係
合関
組林
林造
森、

林、第森次費

産法
生民

林号緊掲

組森６林に

費

備規造る

、整に急げ

合
産法定成も

生

う
行の
が費費費

４
の
分

森次
的、
公ち
う

費

定に費費業費

５
の
分

が費
体経
団た
るし
す要

、森
合は
組又
林人
森法

森林
４
の
分

一
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環森な村・範

的山全の

平 境林利の創囲森成 保の用良出内林十 全保の好をで空三 森健増な図補間年 林・進生る助総五

北 海

業
事

施
実

道 公 報

森
全

保
土

業水

事

号外第

共
獣

鳥
生

業野

事

号

、活たす合

整
林

樹
葉

広

整文月 備化都環める整十 事・市境、。備一 業教やの予事日

村
町

市

育農保算業

金

曜

日

第団

森生森森造森条る

関法６体

林産林林林林

林合備係施号

組森組整
法令規

組連法民行に

合

す

会法第定

合合人

森条る市
伐

間
急

緊
林

人

林林第団町

森森生森森
組整法６体村

林林産林

有合林合備施号

所組森
合人令規

者組連法行に
す

会第定

合

森森条る市
備

整
森

の
存

林林林第団町

森森生森
森組整法６体村

林林産

に

有合林合備施号

所組
合合人令規

者組連法行
す

会第定

団町

条る市
策

対
別

特
備

市

す
定

規
に

号
６体村

第

総
間
空
林
森
う
行
が
村

町

林民に間掲

合法定実る

組法規伐げ

床定

連人す施も間林特

業事保間

合又る事の伐

、森体に業全伐

会は団
す備業

森林が要費整事
業

整施うる事費

林法行

法令土費費

備行水経

市

森人す業

村

組は団要町

林又るに

帯、

合森体し育育機附
増施森

、林がた成成能
層進設林

森法行経単複
林林保等組

林施う費層
う整整育整合

組行野の
鳥ち備備事備、

合令生
獣、事事業事生

連第
合
会条共次業業費業産

市

森人す業

村

組は団要町

林又るに

帯、

合森体し育育地附
森施森

、林がた成成域
層林設林

森法行経単複
林林環等所

林施う費層
う整整境整有

組行広の
樹ち備備整備者

合令葉
林、事事備事、

連第
合

市
会条整次業業事業森

複施森

成帯、

育附村
町

者

整整有

林等所

層設林

整
合

業業森

事事、

備備

に
業
事
備

う

人第保の

係
に
費
経
の

全 、

緊次

林第林、

造条森ち

費費費森
係号急に

関６

組

森６の掲林

、第存に

、

整に整る合

林号森げ

法定事の森

備規備も

備に費費業費林

４
の
分

げ合

森６特掲費組

、第

も生

整に対る、

林号別

法定事の産

備規策 生
、
合
組

費費林

４
の
分

産

様

林のる

水そす

４
の
分

別式

第他
出

提提提
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様指
号に

数限先

部期出 出
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ロ事北い

サ進道お

推に

湿ロ当

ツサ、

ベ業のて

原ベ該

北 海

たす
る助

す補
進で

推内
、。

める

道 公 報

事じ

業針っふ
海と

紀樹北さ

世葉たる

森葉ら山

の広道の

北と

号外第

林
森

地
住

居
業

号

平
成
十
三
年
五森ツ地 も

林湿域 り

市
り域立

く地無

づ原の

づ樹し」
囲

範
の

算
予

町

か成

り入豊造

くのいの

森条る市
進交なを

推り

法６体村

林林第団町

森
人令規

法行に

備施号

整

す
第定

市森森生森

事
備

整
境

環
村所組森組

町林林産林
会

合合

者組連

有合林合

月
十
一
日

金

曜

日

行林す

市を森織

業産組
体

サ森合団

がう組る

町
合林知

ベ組森で

ロ林、
適

原合備が

湿連整事

ツ
森会法 も

林、人当 り

造条るけ経

再

関６業当

林第事る費
補立層造

係号に該無複

法規す助木林林

民に要
経対造混

法定るの地・

と林

及る費象林交

人す
助る

森体補な化

び団を

林に

市行も合

を和い組

附村森を森

年 町うの、

内帯が林除林

法 森路林

所く組

律 林側

第 整樹歩施

備林道設世有。合

事帯等整紀者）連

業整整備北、合 号
第

費備備事の中森会 ）
組森 ２

事事業森小林、

森人すに

条

業業費づ企

市林又る要

村合森体た

町組は団し

内地、、林が経

附林用

の

施歩等森森法行費

帯

行居う

設道取林林施う

有合令住ち

整等得所組

備業者連第地、

備整事

森次

事
業事費、合

要

費業森会条林に

計空

費体林

経全森

た
し

、査備

ち調整

う画間

の

と

掲費費

に業業

次事事

組業め

く林林認

づ森、
の

進、等も

推合者る

り

度定
事生の

る象

と額

補るる の

該なす 分

当と
助経。

対す事

対の限

の費を）

要

行次場に

施しる業

法
げおる

第掲にす

令に合

経２す おの費を

場

分 の け対限の費市る

る象度事に町 の 当とと業あ村合

以

該なすにっがに 分１
助け

補るる係て補お の
。るは内 ） 助経

基、整 に

費費く業合林

法産法 当

推本生備 該

り
事森人 し

進
にっ以補

業昭な林、

びるはす

及係て内助
市る 経
事にの村合

の費分町場
がに 業あ

森６境げ

費林、第環掲

整に備も

合林号整る

組
産法定業

生備規事の

、

に
合
場７４

るのの

係分分

合以

場記

る上

の
も
る
げ

外

共共共水

４業
の事
分の

第第第第

通通通林
式式

様様様様

号号号号

通通通林

共共共水

式式
第第第第

共共水別
式

式

号号号号

第第第指

通通通林に

共

示

第
様様様様る

号号号号す

共共共水別

式式式式様

第第第第指

通通通林に
示

式

様様様様

号号号号す

期出 出出
提提提

式式式
る庁

１別す支

数限先

部

様様様様る

示
指日
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出出
提提提

式式式式様
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数限先

部期出

示
指日

部にる庁
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もめる

平 て予成 森算十 林の三 の範年 保囲五

北 海

を的対す森森

地体に助

急急設なしる林林

緊緊

護害

間な定間、。保病

、を算事虫

伐間し伐予

進を計推の業等

推伐
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事市間る内

援りす囲

等等業補

ふ業民伐事で

参森対す

さののに助

る
の加林しる

と

号外第

間能全を囲

業機健り範

活進で

の伐ので推内

北

助

づよ揮力す補

森に発
森図るたす

くりをある

り

号

で

の実内

地に囲

木的範
たす

をる助

林す補

造施

全内

緊

月 をで十 図補一 る助日 たす

金

曜

日

的す囲防

事実画進範を

事でし

すかる内除

業施
市民虫

団一業補、

るつ

森を
の除

村林防

町有等

・整、。

害者
病う

林行

の

整力を算

」協備予

森
村
町

市
支よ進範

備に推

、の、。

緊林り北める

っづ算

対公も森予

急の

村
町

市
事的てくの

策益 集算
つ予

か、。

急める

次

中の

発いね

げそ突ま野

掲
に

林いみ

も他森まず

るの
い害駆除

く病が駆

の松

行

倒除
伐駆費

虫虫除費

林

町費有森

市経民う

る

林事

行森護

がの保

村林

間虫要

急害に

緊病業

う

森当事す

推防た

伐等し

市を」該業る

るにす業

経町行整事又経

もおる
る費村う備業は費

のけ

を該

対当が場支費当

に
し該合援

業助助

当補ふ又事補補

のさ市をすの

該助るは

場象

業対と町行る対

事

森が森合と

費象の村う

等

附行に生備令者
をと

の

帯市う該産法第

施町森当森人
第織

設村林し林、条組

合林６す

事が所な組造

者企、関号る

業北有い

森業森係に団

費の

法定で

づ中を林民規体

企く合法す知

く小除組

事の

緊業。連人る事

り

森当費象

び該業対

及に
助る

所な補な

林しをと

のる業

者もす事

有い
にす

小除合要

中を場に

費
除
駆費

業。おる

企く

４４２
３１

のののの

分分分分

３

う

業行の

事を費

進除経

分
２

すが、

要者ち

にう

補な」林にな

内
以
１
の

合け事

助る整ふ組おる

業支さにる業

す事備る

該要

場に援と対当に

る

１
の
分
２

、

合要事のし

適

急基）合、団が

内
以

、林及当

対本、会森体

事第林森法びと

策法森

行業め

業２組林施林認

定１つ円場

、

を条合整
１ ク上に

き 額ヘ以合

町ー助る 万 市タ補限
す。 村ル

る） がに

当の

本にる費

基）け経

２当補ち

第し該う

法対

水別式水別式

条該助、

通通通林に林に

共共共

示

第第第第指第指

示
る様る

号号号号す号す

式式式様式様

様様様様
通林に

共共共水別式

式

示

第第第第指

通通

共共水別式

号号号号す

第第指

通通通林に

式共

示

第第
様様様様る

号号号号す

共共水別式

式式式式様

第第第指

通通通林に

共

示

第

共水市則別

号号号号す

指

通通通林町等に

共共

の示

第第第第村

様様助る

号号号号補す

別式

式式式式規様

様様

指

通通通林に

共共共水
示
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号号号号す
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提
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す
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庁
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家止図
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地に、しる
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災等等よ公、た
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、

業害ににる共もめ

事

廃設て予

危よつ荒施っ

険りい

北 海

さの生の のる

れ崩の範災

律 別た壊安囲害 号 法 特
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補山 規 昭 財甚防をで連

しる助地 定 和
政災止図

援害
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地甚

を定内林激

害安囲

壊害

止図補崩災

防をで

止対

、たす防に

しる助

もめる

号外第

、。小林

策び林機める

源の予規地

事エ天資能

シ林の維算模の

業ゾ然

範山廃

カ被保持の治荒

の並増囲事に

に害続・

よ

号

エ 平ゾ 成シ 十カ 三森 年林 五

の生の

地発ての等民算

し次大被の範

区生、拡

定内

おた期又害安囲

に

、たす災 に

い荒降はを

助に
り 法
等伴もめる害 よ 年

予険 指 律
にうっ、。危

す第定地民算地

関林て

業す

っ、。事処

村
町

市

範め

生のた

民算る

て予

軽び進内業起

村
町

市
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図補す

人減にをで因
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災
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被

村
町

市
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村
町

市
対

金

曜

日

経
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業
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策
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災
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町
市
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る
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連
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壊
崩
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林
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３
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いりう、。奥

庫延

道 公 報

１ 別

っか 記

奥てら １

幹事年

地は同

線業
林費月

道の
日 に
分ま

号外第 号

っる

。
る

す
助

補
で

月 て場 の場てま

十 は合 項合はで

一 の に にに

日

いいの年

分お おお分３
間

のい

９て てて

に 、 、

発 当 当あ ああ

金

分 分分し 該 該ん んん生

部 部

曜

相 相相災 分 分額 額額た

の の

日

）地 補長

う う当 当当害

）のが幹 助」 う、。そ

）のの年、線 のと 。そ

定う 第災うに当林 暫い
復と 措。 ３害ち発該道

市し旧そ 置） 条を、生

４け町た事の にに 第受

関項た村災業他

の林ご害にの す
法を

規道とに係林 る円
林と 律乗

定のに係る道

５に

るので

係

に災、る

あ率し

に比生

のの発

も

に

はり害

てよ災

っにた
て甚

費しり

業定よ

事算
得大

の

、 」によ ち ち分 分分に

い甚 事つ 事 とつり 、に
費て 費 うて大 業い 業 い

、 ）、被 総は 総 。はな
害 額 額 にが が

の いの受 林 林分 つ分を
け 道 道 て総 総 は）た

林 の 長 長 、、農 ） 延 延

よ害そ事道の じ

奥そ

和額

り復の業の事 昭た
を

年旧区費総業

ご事域の延費
額 え

年と業内総長の 超

あメに る

法にのに額の

律農事

じ 合

第林業る以ー応 場

水費奥下ト

産地こルて に
い 。
大以幹の数あ お 号
臣下線項ん
、 項
がこ林に以分 て 次
指の道お下し

と害

の額被

分たな
すを

他
たた の
。け そ
る受 、

、 林
し域 の
だ地

水 係
成林 に
平農 道

地の水 比 に に 年産 る

率産 幹他

に業 線の

金
４

林円林円よ施

政政政定
交 い額査

お除

要 、と令令令用
付 て」

計
綱 政あ第第第設

令る

こた そ に

第の条条条委

はての額 の お
定項又い

るおそ項に 超 い
すに

応

３
て地いの事にえ相

経いめじ

か和にると定

わ激係

と当

年 ら甚る費うる、

額）こ該

政 ず災林の。

暫をののろ各

令 、害道
第

１業 も

定受災第うに号

３

あ日災
１設 に
月施 の

内設条に
のよ 合災

の復に被 の分害３り そ

旧定害 他
の

内

る受 場以事めを

又以生つに所場

連実分 は上が、関で合

被く共す施の

人のな公

家
半害、施るす

が公連
壊発か設箇る以

い

被り施な

のあ共し

上
つ関所

発かに箇

害、設

は第第第託
昭 生

和

条、２２２に
年 及号号号係

ににも
１ び控イロハる

額規規規の
月 第除に

すすあ
日 条」定定定に

のとす
額額て
林 規するるるっ

の。ににには
野 定る額

いい林
第 適つつつ、

道

用い

措け害１ちよに
め 。 置た復項政り定 号

第分る 以 法激旧の令区
し率 下 第甚事規

３災業定

条害にに条、に
り 令 のにつよ第そよ 政

号区算 」 ２対いる２の

はにに分出 と

に処て額

める、相定さし い

定す

得 。

るた第当めれて う

費地け

業

比め１するた

の

補に道

庫内林

国域た
、復

暫て害

のい災

助お
業

置成事

措平旧

定
に

、

す１事

関年の

にててて道

、、設農

当ははは施号
災林

た、

っ

のの復産

て分分分害水
事務

、７８９旧事

はの

こ

一 れ業次

四 ら査官

一

第

定設）

規用達

の定通

率の項る額部た ）

中計

に特の額に分額 第

よ別規を相のの
計 に

るの定除当額合 条

るそ額 定

も財にくすに

る以部れを め

の政よ。

す助額下分ぞ加 る

と援

た 域

る等にこのれえ 地

をの額 に

。に当の額次

す災に政各と お
関該項

にる る
る害お令号す け

法１費

る月業

法復い第

る 行らす

施か対

律日に
年補 令同
助 昭

比 和月の
前 令で、 政まは 年日率

委４

に

に

補等定

常費規

通託の

掲。 当

控助よ

助補

律旧て

施事条げこ 該

区場 甚
行業控第るの 激
要額号分合 災

令に除２

発項 第

昭害す」ににに

生の
か

災に 第
た定 ）

し規 号
５害



用設

６
上林理備

容以森処整

内
材材記バ施事

の木内木

装の

分関関以イ設業

区
業業マ置う

に連連外オ
ス及ち

応
じ者者

当等等分等び間

北 海

施処

５
上材整加

じ以木設理

応
材材記加備工

当木内木

業機

各関関以工事用

該
業業通の械

号連連外流
ちび

定者者２施う及

に
め等等分設

道 公 報

加施集ち間

４

装材棒材

木工設成丸伐

加設置加加集

市上材施

村以工装及工工出

町記

設販

以外流置び施施荷

丸材装装売

外通、木設

施 が
事分設棒集置置施

号外第

っ

２３
は

施大効掲効て

場拡に

記化、

設促率げ市上率

事村以施次

、進化る町

機設業以外設の

集用施

備号

防械整主外整各

落

事分事に

災に備体が２

施あ事及

号

１
記

別

森

り
２

出林

算
平し空

成て間
十得活
三た用
年額施
五

材

該ががの活木伐

の設

以施エ等

各組組４用質

にすす内設ネバ

号織織
団備ギオ

定るる整ルイ
等ス

る体体事ーマ

め団

工

外事の利加

率以が業

設

事主ち促施

が業う用

間

主と林施装

業体森進

１備材伐

るががの整木
集

織織以事処材

率組組

るるの加出

すす内業理

体体ち用用

団団う工荷

外事材械械

以が木機機

事主理びあ

が業処並に

主と工間て

業体加にっ

杭装

業の整加出及、設

販プ加置

主４備工荷び

業設売レ工に

体以事施

っ

なの装施カ施あ

と内

装ト装て

るう置設ッ設

盤木杭置加置は

基ち、

施間次

整材加、工、、

材施材設伐の

備製工木

加号

機施設加装材各

、

び業の業掲
械設装工置

ての事主１のげ

設っ業

事

びはう業体以うる

及

な林業

簡、ち内と内ち

効容 易

基生体

給分率のる業主

４作分盤産及

排の化区

機事

施以業に整用び

水

地じ、械業

設内基応備
械基容

び整当機、内

並
に備該

月２整

十分備

一の事

日

す簡

とち

内う

以の

１業

金

。給

る易

曜

水
排

日

るイ装、

体なバ設置

施

合マ並伐

な場オ置間

と
盤３加に等

基スび材

る
備の施伐イ

整分工間バ

機以装等マ

、１設材オ
利

施、イ再

械内置バス

な用伐は

林マ用

設森オ

場械加次

とる機材、

体
基び流各

る合及工の

な
整分材施に

盤３木通号

、１出整げ

備の集設掲

械内用事事

機以荷備る
う体

設械の主

施機業業

施掲

施装置施並工に

、

木整に設げ

設置、設び
置事

２集材備間装る

、
工業材、業

分成加事伐

体

１加施の加間主

の材

ち流材及

以工設う工伐
事

設置木通処び

内施装
木製設加業

装、材施理
備用容

、材材整工内

置

区

間及各施盤の

プ材施

材林に備分

伐び号設整
用に 需業定

るの械じ

要生め分機応
び該

大施率６及当

拡産

域号

設に内広各

施設以

事て用定

備っ利に

整あ

、
設

の、業る

業は林め

業
事
備
整
設
施
境

環
活

生

分源活理

２資ス処

う
の

を

１利施設

の再用施

北

北次 海

海の平 道

道と成 告

がお 示

平り年 第

成定４
め月

木ち及
材業

の加伐事

分材間び

９
６工

ぞ 活るべま

れげ延

れ 動施床た

規積補平平 の 拠設面、

設 施模で助方方 施 点

メメ

レ質設事機の
設の整率

置の及分

カ高装業械区

８
ト化、うびに

ッ度
等の

上要用分木上

２需利区

の材記拡推に材記

分木

連外

１関以大進応関以

設デ当業

以連外施モじ

に

ちの械

う次機率
内業

７

要号あ

需各

ネイ掲

森ルオげ
事材

分木上林ギマる木

等再業関

の材記バース

外オ利利主連

６関以イ

ち
内業マ用用体業

以連

広
村
山

び容材

及内木

置業
装事

エ分業

質区連

木の関

年る２ 号

築補 建て
い
お
に
度。日

付
交 積を 面等 る金 す助

規

トト 模 整区数は× ーー

が 備分と小ルル 事にし数以以＋

業応、点下上 及じ小以 平のの

点第 方施施建 び当数下

給各以３ メ設設築 供該

ま ト２る 促号下位 ーす

活定１で ル分面 進に第

下１－ 動め位と 以の積

拠るをし

整ル該者２ 者

号がの

等分備施各等分

４業及に組１

がの事設

す内

織以のび定織以

組
るち装るる

す内う内め
質

体要木体

団需等率団

が拡

事大化

及者

主進進の

業促促分

等進進び等

者２ス促促

組

がの活用用事が

等分

械械内織

組１用機機業

す内設並及容す

織以施
に木区団

る整びびのる
に及

体事間質分体

団備

事の材ネ応び

が業伐エ
バギ当町

業う等ルじ市

じが

ル応等

ネに者

主ち

利各す

等該織

ー当組

ギ

及

進定体

促に団

用号る

置町

装率市

設るび

施め

業海

事北

は
又

務
事
る
す

経
象堀

対
助事

補知

、道

点算四、 の

五数 の×

施式捨小 も）

設に

整よ入点 に
備るす以 限
以。第 。

事率る下 る｝

あ
う。位 に

の内４ ）
業

し捨 て
林だ四 っ
ちたを

４

合建入 、
総、五 は
業

装に内

と設設以

体施施

合木て

場、っ

る置あ

な

の

分用次

３活、
材は

各

の

号

１

イー該村

設掲

内施に

以

号外

と林オ等各以

体森

るイス用にが

なバマ利
用進め業

場オ活促定事

機率体

ス施用る主

合マ

にな

分利整械と

３再設
っ基

１促事ある

の用備
は整

内用のて盤

以進業

てが

っ外

あ以

に村

機う

の体

次主

、業

は事

一各と

四号な

二

、
費

る整

げ盤

掲基

にる

セ築す 次

等
率也

助
補達

面 号
タる。 各
ンする の

積 に
ー 業

、事
置る
装げ

そ掲は

、

械ち、備

材体
伐主

間 材各械

び伐の機

及間次

備

エバに設

質等号施

木

設

及施

体械

主機

業、

事
び



事平 景業成 観十 形三 成年 住五

北 海 道 公 報 号外第

１

の景

の地地観算

そ景予

的景の形範観

目域域の
性を内成 又観個成囲形

成が推で市 は形

号

所金は

部助又 設補務 建

民

交の ）
分を業

管等事

月 活十 動一 促日 進

金

曜

日

す助村 旨
推生進補町 趣

たる業

事さるす事

進か

名

村
町

市

、
ため。

業れ

対
助

補
事び

る及
す称

付

法経要

者
象

町、をる植費

市人費す
助費壇、

村団補経花花

るフ樹

次等す、植

が体
合ワの

揚対場ラ等

にに
おポ化

る、にー緑

げし
業該けッ修

事当

地イそと

機にの要ラる

る域トの認

、要バスす
リ経のア他め

標すスト
、ー費シッ特る

識る停

の費ベトンプに事

等経

要域に

一ンフボに地業

、ニとすの要

体チァル

万

又モチなる景す

化

所景舗景

以びに場は

円

外等観装観

上ポに要屋
るにの形の形

のケ道す
及経お緑成美成

もッ路
パび費け化の化の

のト

で

限ー河る修上に上

に

必す必

るク川物景で要

の要要る要

。及敷品に

費 村
経 町

る 市
す

）び地

次 観
、 景
ち う

う 行
の が

象
対

助
補

げ 市
掲 成

に 形

行業当のに

を事るト景

個要補置す

うに該設要

、るにび経

人す助及る

る経観る

内
以
１
の
分
２

デュー建費形経

はニャ
ン整物に

ザメの築成費

等にのす

ント備等資

イ

費街

花等集すな経な
化

緑又経柱灯

壇の積る電

貯設信

整化は費移、

の

村る
町

並景蔵又号

備修

業の
事も
に
要

別式

等
率

助
補

費
経

額
定

通通通通に

類共共共共
示

第第第第指

２
様様様様る

号号号号す

通

類共共共

式式式式様

第第第

通通
２

き
申べ
付す
交付

号号号

す
実付

添書
に係
書関
請

書関
告き

報べ
績

一
四
三

出
提提提

式式式

様様様

び数限先

及部期出 限出
部にる庁

出１別す支

提

交出
添書
に係

示
指日

先 の出
書提
請、

申数
付部

要
摘

提期



を囲

優地成範

業形の

３
告優進で

広の推内

良域

観たる助

景れす補

北 海

。
る

す
助

補
で

内

道 公 報

る

史史す

歴歴進

業推

２

物、

造造め

建建た

的的

物

号外第 号

平
成
十
三
年
五

、。

成告める

形広たす

町
市

事の算

進観予

推景 推保の

全の算

保等予

村 村
町

市
事を囲

進全範

月
十
一
日

金

曜

日

道、者す

てる助費

造指町対場

すが市にる

が、に

経景定村し合

る

該け

要る優当お

費にす

備当

る告た整る

す広れ
要補

費観外に該

経景屋

す

奨広

建る主

場あ上すあ上

る

作築と要

合建る主る工
費物物認な

に築と要経

め部ののめ部

お物認な

る外ら分修外ら分

けの

る含

次観れを復観れを

にる含に

合。

掲保場む要保場む

事

区保る
げ全合。す全

道に全
いる又

照置るがおす業

定てたは

明通等そと選

めす、め自

のりにの認
特るる市補ら

設を要他
るに事歴町助修

置飾す
イ経地業史村金復

等る
要ル費域に的が、等

に

担行

すミの要建歴負を

るネ景す造史

自分

の道条例は旭を部

集屋例旭川除

舗

約外第平川市く動の

成市条。販 又広

屋例）売装 は告号

の美

撤物）年外第機の

去条、札広

景、

に例札幌告号修化

要幌市物）

す昭市条条に、デ

にの形

外等観

屋所景
場

で

る修上

け化の

お緑成

す助

の要要

品に必

物景

区を経要

地物るに

励告
補経

お備をる

に整費す

２経以１

いす
の備のと告

分整費内広

以要分、当

１に４し物

）

る１つり

内すのかた

特、の

る上は）る上は

修費に構修

経特、の経

に

必造復必造景

費に構
力要が力要

要耐に要耐

事

経ー観る物的金う

が

造を業

費シ形経保建等

ンに推物支を

ョ成費全
地をす施

の資進等出実

４り度

設す

分１と

の建す
） を

以物。 円

１造る 万

屋例例違セザ

た限

内当

外第反ッイ

る和
経

平すトン 費年広
北告号成るバさ

もッれ 北海物）

すな
海道条又年のクた

は費広

又経外

積る屋

集

共共共共別
、

蔵物

貯告

第第第第指

通通通通に
示 ２
様様様様る

号号号号す

通通

共共共

式式式式様

第第第

通
２

る
す
示
指
に
別式

号号号

第

通通通通

共共共共
様

第第第

９

式式

様様様様

号号号号

第第

通通通

共共共

式式
第
９

提

式式式

様様様

号号号

数限先

部期出 出出
提提

指日

部にる庁

１別す支

様様

り
く課
づ進

ち推

示

出 出出
提提提

式式式

様

設

１別す建

数限先

部期
示ま

指日部

部にる

一
四
四

経。

類をと

書長こ
庁る

支す
、由
は



航、。

てめる

平 空予成 交算十 通の三 の範年 安囲五

北 海

航対持

級又予事止所

７

のイ空策品

河は算ハ業

検

に道範ジ機のの

川河

ッ不環査

お整囲ャの一

てをでク法とを

い備内

道 公 報

定級を囲定

６

区河促内河河区

川間川進で川川間 号 河
の 法内にす補環法内 ）
のおる助境のの

定
昭一いたす整規一 規
和級てめる備定級

号外第

の算都

業木円害予

４５

川伐に未の市

河河を滑

囲河

環の開す然範小

川

、こ止内川

境堤しる防

備地流とをで改

整外

号

全内月 をで十 図補一 る助日 たす

金

曜

日

取てい

河図補等奪し行

たす止等、、

川る助防

客っ

浄める対の乗も

の

事
送

運
空

航

化、。策防

河河、。事に河 に

者
業

又 づ
年川川予業基川 基

整のくは く
法又の算づ

市

第指二備範指二

律は

事

特に水に図補修

村
町

りたす業

別おのよる助
。

策る通、める

対け疎

村
町

市市

事立を災、

ッ属更

検保エ金び
び及

ス知に

業施ク探新

査安
透、す

の設線機要

務設
手は経

注費視又る

外置

経エ探業

託荷監費

委
検

空ク機要

費航ッ知に
業

送線使る査

運スをす
委

業視し費務

事透用経
費

が荷検う託

者手ての
務次

三検業、

第物査ち

河１こ

３する第る

種査

と

１こ費川項と

第る経

っ

のと境規な

項と環の
も

定っ備にた

規な整定
に

よも業るの

にた事よ

るの協

議限川にる

協に河議限

業市

市河開事都

て伐該
要河

村の伴に小

町川に
る改

河外草す川

が堤う
費事

愛のり経修

川地刈

合のう

組木行業

護立を

要検装

に物視

等伐場河

置

経置設

る装の

す査置

港置実掲

空装をに

費及

るも

おはする

に又施げ

の
分
２
、
て属事の

い金

づ）

にる法基。

内
以
１

きに

基。第

づ）
施要の行す

きに条施要

以
１
の
分
３

行す３する

第

指及に法

を開合川

内

導びお

監立け

定３

しの当の

督木る条

と

内
以
１
の

額分

対

す

、区。 円

円地る 万

万象
助り度

補た限

１当） を

共共共建費る

第査）
の 通通通設検。

業場

第第第
様様委に

号号号号務合

費る

式式式式託限

様様
共建

場 第第査）
の 通設検。

業

共設共費る共
号号務合

安）第

の 通計通保。通

場 第図第

書６施

様様設様 に

号号設号 合

共費る共

式式置限式

場 第安）第

の 通保。通

６施

共共設共共共

号設号 合

第第

通通通計通通通

共
第第第図第

書９

様様様様

号号号号号号
共共

式式式式式式

様様

第第

通通通通通

共共共

第第第
９

共共共共共
号号号号号

第第第第第

通通通通通
９ ９
様様様様様

号号号号号
通

共共共共

式式式式式
９

第第第第

通通通

９

限

様様委に

式

号号号号

式式託

一
四
五

提提

式置限式

様設様 に
限先

部期 出出 出出

提提

設港

支１別す建港

先数

空課

指日部湾

庁部にる

式式式式

様様様様様

示

期 出 出出出

提提提提

式

支１別す

限先数限

期部
指日

にる庁部にる

別す

式式

様様様様
示示

指日

出 出出出

提提提提

式式
す支１

数限先数

部期部

示
指日

部にる庁部

１別



開

業再

事地

等街

成市

作

北 海

整築、。

法再の建める

市第発備物予市

都律開
事改の算街 再

備範再

開号業善整の地

にび資を囲開

発）及に

法

道 公 報

定と伴がっ予 る

さがいけて算市

律れ確発地民の街 号 法
の、実生の生範地 ）

開 規 昭又でし崩の囲再

で発 定 和

はあ、壊安内

指る又を定

号外第

地激特

策を範業の

８９

進内域甚別

広事港促囲

港海をで防災の

域業湾

がに政

湾岸図補災害財

全たすけ対援

海保る助

岸

号

平
成
十
三
年
五市す促内発

町
市

業
事

発 よ

す補本

昭る街る進で基

街環好る助計

和市地良

村
町

市

年地境なたす画

定激は防を補事 に
法

さ甚拡止図助業 基 年

る き 律

れ災大しるす づ

にたもめ。

る害し、た

施める崩処助

、

第指こ

るに

備設、。れす等

整
別整算策た関

特の予対
町

港市市

対備の事めす

る
あ

で
者

理
管村

湾町
月
十
一
日

金

曜

日

等か場る

び備用発要１

画導調つ市合若

推計誘

く

計、促査適町又し

進

市市は

画事進に当がは

す認街町施

並業計要と

促のるめ地が行

び化画

よ

地進作経た再当し

に

発事う

区計成費も開該

びう事業と

再画並のの

基
生
再
合
総

地
街

市
生及

行経費

画
計
本

湾区庫域

港政国費地

理に助庫災

管域補国防

でい象助け

者お対補が

る行業相れ

あて事金崩

町港限額策

市うに当対

にち業をす

が湾るを事

者

画土市、を施る

計び

事行しに

、地街知施行

区効再がすて対

街有地

の
分
６

整利開必るいし

６
及
画
計
本
基
、

内
以
１

他海。除業

内
以
１
の
分

市保に。要

の岸）くに
経

村事する

町全要）す

の業る

分
以

の８

分の

共建別式共建別

内
以内

指第第指

通設に通設に
４示

第第
３示
る様様る

号号す号号す
共建

式式様式式様

様様
設に通通設

共建別式共

４

第第指第第第

通
３示

第
通
共

号号す号号号

第
通

共
式
様

号

共共共共共
書
図
計
設

号

通通通通通通通

共共共

第第第第第第第第

通

９ ９

様様

号号号号号号号号

式式式式

様様様様様様

共共共共共共

式式式式
第第第第

通通通通通通

第第

９ ９

指
に
別式

号号号号号号

様様る様様様

様
る
す
示

提提

式
様
式式様式式式

指

別す建築

限先

期出 出
示建課

指日部導

にる設

様様様様

部
１

数
部
出

提 提提

式式式式式式

様様

出出 出出出出

提提提提

数限先数限先

部期部期

庁

１別す建港１別す支

指日

部にる設港部にる

示空課示

指日部湾

一
四
六



り平 人事成 に業十 や三 さ年 し五

北 海

作
さ画

や計
に備

人整
り

し

道 公 報 号外第

開
築再

建区
良地

優び
及

物

号

い月 ま十 ち一 づ日

村
町

市
く

金

曜

日

町
市

く
づ

ち業
ま事

い成

市
業

事
備業

整事
等発

村

し要要

をは対に必

村
町

つ

町う定てすか

市行認
合築助次適

村場建補る
る掲と

人又物すに当

が

め

や市整場げ認

にはの
村事に経る

さ町備合る
いのの

いが業お費も

し

適人に当

２成適

ま当を

認

市区要当に要と

地に
認さるめ

町再すとやす

の発経めし経た

村開る

まのの

優事費るい費も

建にうのちう

良業のも

物る、く、

築係ちづち

等整知り知

市対業、

はに事ち

震か

町しに知調土共耐
施整ら

村て要事査地同

が補すが設整

費ま

こ助る必計備設備

画備で

れす次要計費整

場掲つ費費に

らるにか

にる当る

事合げ適係

の

計がく

２１

業

町の要町地

市画必市は

地同かの作か村区

土共

優開

整施ら市成つが再

街に適

費整ま地要当良発

備設

認築業

備で再すと建事

係発経め物を

費に開る

る事費る等施

す次つ調

助るか

補す要
と計

場掲当設

るに適査

お経め画

にる認計

合げ
、うの

てのも

い費る費

づ事行、ち

ち該施てう

り若る該知

く業す当、

業くに業が

事し者事事

備事整事

内
以
１
の
分
６

画必計必

備計が備が

整
作かのか

業の要画要

事

１
の
分
６

び成つ作つ

及

の認帯

をおもと附

内
以

費る務

行て経め事

施い
該うの

る当のも費

す、
附っ１

者

、）

経事は内

の帯て以

費務
に費

のも整行
るあの

係に分

事る

帯にうの備す

附業

若合

務る、業場

事係ち

６

備事し又

費整知

び
内及
以費
１経
のの
分

にが
業事
事知
該、
当ち

指

通設に

共建別式

要必

示

第第

式

式式様

様様る

号号す
第指

通通設に

共共建別
示

第第

に

共共建別式

号号号す

３示

第第第指

通通設
式様

様様様る

号号号す

通設に

共共建別式

式式
３示

第第第指

通

す
示
指
に
別式

号号号す

示
第指

設に
建別式

様
る

５
第第
通設
共建

号す
５

通通
共共

式式
様様

号号
第第

る

す
示
指

に
別式

式

号号

式式式様

様様様

一
四
七

様る

式式式様

様様様る

様
る

式式
様様
式様



北 海

特事中向給範

進者供の

所の促内

定業堅けを囲

者良す補

良得優進で

優
貸向なる助

賃

道 公 報

タ朽促内

ウ老を囲
良範

る助

住良す補

リ不進で

改タたす

宅ウ

号外第

が業がるを囲

事あ転範

地地域進で

けけ区促内

接崩おる助

近のにす補

危壊けたす

号

平
成
十
三
年
五

宅及貸める

住け賃たす
算

給高宅予

供び住、。

事
計た

給け
供受

促齢の

リめる

を
定

認者
の業

画

の算

進宅予

促住、。

良 るめる

村
町

市
業改の

事

危宅予

住の住、。

険等

市
転の移の

移険の算

宅
村
町

月
十
一
日

金

曜

日

２

うち又

行うす高行うけ

者給賃、は

うちる齢供

入の向計貸共障

賃、も

施者

住居け画住同害

貸

良認の設向

宅者優の宅

設

管対賃定建等け

のに

受に備備

理す貸を設整

１

にる住

うち又関供

中行うけ住

所給賃、は連給

事堅供

画

費得計貸共障施計

務

施者整の

者画住同害設

け認の設向備認

向の宅

設及を

優定建等け費定

受に備備び受

良を設整

３行付

賃

町者る改度

しる市うす

帯村に場貸修と

た経附

す

場費
合事が対合付

る

当お。 万 に務老しに金
円 お費朽
改る戸、 け不該け１）

た地 当ウ良次当宅 る良

利リ要掲り取 該タにに

し合を又る

１２

得

け購に

市当に市受は者

け村て入対

整町該お町

計が却るが危し

備村除

地該

画危に当金険土当

機宅の融

の険要該融住

る却関に購資

作住す除

費を経に等代入に

成宅
除費要かわを係

備
整

移の
の体
外一
内に費

屋

費の

テッ
スリ
シブ
動パ

賃たす、設

要家宅け要
経齢費

る減事る高置

す

団

費に者費者、

経額業
３関に

の要がの向
設て

のだ施っ

分た連あ

内団備３

以、整は

２し

貸け要費の土け

地費分

置整事

住たす、設地た

業経齢費備業

宅事る高
の向定が

者費者、費者

が
３関にの

施っ以の

分た連あ１分

のだ
２し設て内

定備３内

以、整は）以

子住すげ新

住費分

内

補宅るる築
万 給の資経

円
円 要良をを 万 に改金費

以
１
の
分
４

、 すを貸限

む利

却をすらる含る

内

経金宅。子

す補る資住

給

者し費のの）補

る助
場資設すを

にた融建を

ス
ムク

内
以
１
の
分
４

対

の合

の
費ス
備ー
整ペ
の

合共共共共

に

第のの限

に通通通通１
経る

限第第第

る

の）

。号号号号及費。

式式２場

）様様様様び

合共建建の合別

式式

にに

第のの限指

に通設設１
経る示

限第第
８９ る

共の
。号号号及費。す

共の合
に通１
経

第のの限第のの

通１
経る８
びの

号及費。号及費

２
２場式２場

様びの）様

共の合共の

式

に通１
経

第のの限第のの

通１
経る８

共建

号及費。号及費

２

２

第第第

通通設

共

し

式式式

様様様

号号号
第検

通通設了

共共建完
２査

第第

様
号
１
第
設
建

号号号書

びの）る

号
１

第
設
建

式

式式式２場様

）様様様

式２場

様びの）様びの

期出 出出
提提提

式２場

課

１別す建宅

数限先

部

の

示住

指日部

部にる設

提提提

式式式写

様様様
建宅

数限先

部期出 出出
日部

部にる設課

１別す

出出
提提提

式
様

示住

指

別す建築

数限先

部期出

指日部導

部にる設指

１
示建課

一
四
八

経。

類をと

書長こ
庁る

書長こ
庁る

支す
、由
は

支す
、由
は経。

類をと



湖及業の

道事算

平 沼びの範成 の観促囲十 水光進内三 質地をで年 汚の図補五

北 海

す補域

電都進で地

推内
たす境

類内る助環
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入８費

算成業
に交

く前の

除以金

を度

円

沼を

）湖付
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